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お こと わ り

合板 の流通株標と価格形 成についての調査と研は 本校加工8会 と 

の協同で,昭和38年/ス月頃から着手さMたが その後 わたくしは
ヽ •' '

昭和32年3月下句かっ4o 日向にわた って カンボジアに出ほセぜ 

られたので この商中断T之余様なくされ 本格的には32年ノク月頃か 

ら始めらね たしのである.

こウいった経遇からし知られるよう2 このレボートは かなりき 

にとりとめられたので 生半可なところもなくない。 Lたがって

・
正式にﾡ表される場合には 今役分検討さるべさこあろうが しか 

し コ の段階のしのであってし. ある種皮ﾡ立→のを含んるいるであっ 

う レ またある意味でば却って搭て難い指ﾡし多々みら るめしのとわ 

na.

こういったわけで あえて都内印刷に Lたのである.

ﾡ似に この師査研えのあるﾡ.行ﾡセ共にLたも川川具庁の喜百 

店ほらびに品い信ﾡとﾡﾡ芝下さ っ木杯加工協会 日本ベニマ 

百求亜合会 合杯工茶会およいこ 他肉伝着に さ にこの投ﾡにおい



て部 内 師刷 こじよく許され た原経営 部長にだよリ お礼と 意諾の意そみう

わしたいとﾡう.

昭和 40 2戸a日

経営都経済研室,

野村 野

合板の流通機構と価格形成
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1.まえ が さ

わゲ日におる含エボがM投さn ほ岡をﾡ場したのは町治2。年 

頃からであリ 現玉で5$余しか経色してりるにすさない。 と 

にしかかわうずその生雄玉はアヌ リカに次いでァス位立 耐受量はアメ り 

カ ソﾡに次いご*3価 さらにﾡ出番にフいては性界アノ位といっに 

めさまし い 発展を示し こいる .

ところで飛 お汚よび新鮮におる 合板工茶分ﾡうる いは 

世上セ にさやか し t-. 「ﾡせ再立伏にしその一ﾡさ知る 二 とがでさ っ ラ 

ワ ン承木入手 の 函 ﾡ性パ 大Yいった 商題が一 国 浅く配識され. のらため 

てわが回における合エボ合理化の円ﾡが深別に常さ1ろようになっ 

「・そLてﾡ未においてしなお 一層鮮明に頭 伝化ミ" 3性2 u フ て 

い る ・

おおさくは以上の工>は幌目に立ﾡて =二では合派ク決終ﾡな 

ら びに価格形成の内ﾡ にっいて 検し わが目にお ける 今ﾡエデの 発及 

のTためのノフの替ッ と提供し上っ と 考えて いる.

年にPける合夜の流産ﾡと価ﾡ形ﾡの分竹に入る高 に,ずわが 

目にAける合夜工業の足火W意所についてふてろくが ニ" コ「団日 

は 自ら の医人だ、しのになるだろう,しかし 二の目由は て度と 

魅力との あるほ事内でポニはわろ。 注ハ とuっ旨5=石いこ十み 

香か Pろう.

(注/> ア>ドレ・モロワ 平ﾡﾡ他領

フフン 支 下) ど百点,



2 わが国における合板工禁の 
歴 史 的 恩・開 ジ

オ1期一合板工業割設期 • .小

- 研治 40年頃より大正2 -

原不と$てﾡく九約ごに丁ろベニマロ -クリーが ヨーロッに力 

て始めて作今たのノタ?2年 く調方3年) 限であ <よ

• o後み880年項から一双に工茶化された といわて いろ.

hが百においては 日済 日認の両状学と経て終歴にﾡ済の従大と 

お泥 を とげ: 二明治4〃.年 <ノク◇フ年)頃に合本エボのﾡ設セみた, 二 

の划亥口伏更万次靜氏の處期を得てベニヤロータソー微を作った 

支貯もな師ほのy木工所 (合古屋ゝ の困訳に治まる山 のである ・ こ

ネ、北海画止見にれ玉不エバ(率不反製造). 天年景ルヶキになﾡ坂 

製所が契された。

この合扱工業M女ﾡにおいて、当初 受木工所か3 フいで示 

板、桜性所から三才物たの子を通じてﾡ洋イ ンドケ間にペ三マテェスト 

(茶締) が新出 さnた-と は庄目 に値する ニ上 で あぐ ウ・

ほ初 著利については断白セ便った". 死るいは 雪石 補 ( 米科1 

&使 たり Lたようであったが 高昔から あ っ7ﾡが主と して用N 

られを表化のめにホルマ リ ンを媒剤として依河したと いP川てい 

る. およ -ついては 不 等な ら びに:こ死面がっ生ださ」12モミア 

が候爪さ れ て uたが 日 予予所か 叫ーモレブ 办一ニ「こを w ゴ 

う-り こかきめ」モ名叔にかわ？に正法苴のエゾ•マツ トドマン 

&用するようにﾡった。こういったﾡ料ず［の交化は全くバルー 

ボにおける合と同- 乙おるこ とは場味深い ことごある この二とに 

当初 原料ﾡ係においては合工茶ボとバルプェ 茶とに復い景冷隕小に 

あった二とと 4の話る しのである.

2期 - 合板工系展町期 ・

才1次展町期 - 大正うかっ18和4手まで一

大正3夏京吹の一小画 セル ビヤのサラエプに引いて生じ た宇件 

セ楽検と L て 発辰 し/ニネノ次世界大戦救ﾡによ わが巨のご済 

は息激な伸及 を示 し た.(生2)

大戦が北たらし た 日卒経済の證展 它 しっ とし地的1に表受ブるとの 

は ﾡ易の興常なﾡﾡとﾡにみるチ額の輸出姫2でのった: この上 

うに大正4年(ノタバ年) s 4月県からみう』る居介質みルほの 

傾向は ノな午さつづいて年々いちじるしい直と示し4〒間 

に前出:S4信日 i入"«0F を引おきパバが伝Fに産 

Lている のである, ま ﾡラ外み収文助えにおいこ 商脂 ト 秋 

の加運ほの際下 海上保険料の増点春に上って巨領”が起送 

となった、*8ﾡトソ数はは従ﾡの/40死 ト ンから落戦時の'で" 、 ン 

に普加し」 そnがiかにﾡ中海2て 大面洋はしちろん雨たアメ 

りカにいた る海上な従ﾡに活況して運天収ス入と増大させる と とに 

海上保険料こし予煙外にダ図にさせ つの結照 二の問にみける 

ﾡ易外の°じ受ﾡ物定 ノ4億に産Lr.

このよウに して 4年の向に合計ス8億Fの正が流入したが 

これが当時の経済発展の大さな京ﾡ力の ノっとなった。



以上のごとさﾡ一の素示と生狂とL て 合枚工ﾡ しおおいにﾡﾡ 

2示し *一なた辰時代セいかえた・ 当許における工の況こ日本 

合工茶会の合ﾡ0午実よりみると ・生ゞ ﾡポ以降数午ないし2

を経て受 日本奈ﾡ 系 今命木考の各エエナ®がﾡ「次ﾡがセPげると 

どに 合板の有望性が認式さ n. 合板工の新井画がほっ ぼ7具化 

Lてこた. すなわち大正4午に富山ﾡﾡ岡市にあ町合板株式会社が司

され ﾡのセア切 リニ L て翌大正ケ年午には横浜市に大日本ベ 三マ型夜 

株式会社 ﾡ京本所M原に系ﾡベニマ合兵会社(翌2年/2月 株 

会社に交更ゝがほほ時と同じと して立さは この至午の大正4キに 

は永汁一部ほがる古屋に 名き屋斜杯式会社を陶茶! た のに呼テたし 

て北海査るにきベニヤ. 上才列に百田浮ﾡ工® マこをに杏同 

a5年 の 学扱 工 場が設立 された-

大エク年キに 入るやき然はきすェナ上ﾡして,神ア市に素汗べ二 

株式会社 ﾡ京深に系京木杯県茶林会社がﾡ立交れ 2用和『 

に_=n.たほ秀工舟と目さアた北海道 の新田 ベニマエル が立さ れ 

た. 条たこのﾡ段に北なdきﾡに浅費. 森・ 高店, 荣洋、ニヤ 車G ヾ 

ニャテェスト エ帰にﾡと伏合すろ目的 でﾡ工が/2 数工舟にき 

た.

xノ次底 所 に入っ てから の 当ﾡにお ける 主 便用 ﾡ種は光法並 堂 

のナラ カバらパにクモﾡが史甲さたが 大工? 5年頃にはっ 

こ カ バ類かな く なって きて シ ナが使甲 されるようにった-

現在の主要示料で ある ラ ワンﾡが報 ﾡ入さハた のは犬正 ノノ 〒 

になってからでみる。

わが国に羽ナる合 エ茶 の 請 ゴ> i 院 のニビ<ベ= ヤ デェ スト"中

であったが. 大エとになっ てな板ベニがイリスにﾡさ れメ 

+った. また合にとって重で原料の/フで Fるを替す1はすて にふ 

iたように当初順が使肩さ こ いﾡたが 大正5キにな っこ三井物たに 

よリミルクカセイ ンが締入さ 北便ﾡこ るよ ニなった三 とは注目に 

する.

チてにのべﾡゴとく 合エポ の 汚ﾡは次ノ次世界大戦 によリし た う 

さハたが との核大戦たの余波をうけて六正ノ○年には (注や合 

のテェスト輪出 がス ト ソフ” した に め合ﾡ工のﾡ班セ ロかえ 名古 

座決合根 東京日本ライ クンドエ用など一貯主場所がの糸様ない 

〒に/リ 倉庫戸にはェスト含板が山預ナるだ態とばっ7・ また 

王べ ニやエルは北湖立よ テェスト 町平枚を東示にしたゲ完 

丁 求京亀戸天神際 東京ベニマエて産するなどﾡ脂たる手ﾡと 

現した. しかレ大正 コ 〒の頁京大ﾡ災ク勃ﾡによリ県楽平等委 

»きパ とどしに活況セt かえた. こ の包の 消息 に期日ベ ニマエデ状天 

会社の故永开陀-印網年普の次の文爱り中に 主 a とみ2 ニとがこさる.

(注5). .

’ 東京思久町の 製昼の2階きを4本部に し(ﾡ日ベラャ のボンの置ッ 

目合板製並所が天ﾡ災によりメ失してしまったので一ﾡ者注) 六 

同 箱鳥. 白百の3合がこニに承まった。……東 .府下. 慶嵐野三河 

野司キだの木 ド 際精一 と共ﾡで合資会社ナガ井ベニ製所と銀 

合資食社回「百合碾製造切•を 解疵文る. 工は大ﾡみで年めと と 

しにう6の焼状のしのでおった. ノ月かウ樣後"南检する. 北価 

道五べ二で工場かう爆業扱を生入してﾡ 短ﾡみさ、 

主,莹ヤ行なウ. ﾡ品は結上げて→たが焼土と化 た帝ﾡ栄-入



いに役工ち ﾡ乱の販売は怪めて収ﾡであっ・ ヨ時き工場在ﾡの相 

神のェスト合板のﾡ荷はﾡぶよウにれた. ニ時 束京ウ永貝の 

十法規格はテェストへ丁ほさ基準と Lてﾡ生した, 町知工場し再びﾡ 

防とﾡ始 し ベニヤ板と呼ばれる名ての時セ契校 L て全国ポ々 

通々に極めて短時育に知れわた りラせずL こﾡ力ばPRヒなった.

当時の工場波にフいこふれるなウば 大装災き前 に 火工場ほど存 

在していたしのが 表災5工場がﾡ類され. /○工場がﾡ栄したの 

cf局 ノタエYなった,

こ のように 震災を哭俄に し て小定セ行た合夜工業し明和初ﾡにコ 

るﾡ的恐ﾡみ発生 と としに. わがのﾡ済にレ波スす ろ におよんで 

ストッフさ る ニ とにばっ た・

昭和5にはわか回にPる合ﾡ二茶人軍分けで, このはのリー" 

一こLて汚ﾡ［こ=た式野木エアのﾡ失がみられた, さきにB介Lた

日ベニマァ ナ ゲ井ベ = ャ 製1作所し『E和 クキに は例差 と 償代君 

と臼屋ヾニャの志吋苦入郎氏の湯刀 で,会社名セ大衆ベニヤ製作所と 

政称、こ 課茶セ再断L ている-

し かし 二の昭加初殯 三滅しくりさすたんだ天不況は合エボウ表式 

2ルたら c2にデ t しつ次ﾡﾡ震»たののこな々しと従供丁 

ることになったのそあろ。 ,

オ2次展所細 用和5頃ゲう/5年で -—

上 o 二 くわが国 の経済に昭和ロ 初ﾡにお い て 世ﾡ町大下ﾡ? 決= 

受たが 部和& 平 (ノクョ/ 千) 子戸に勃廷山 た河州学次セﾡ城と 

I て 决ロ旳 罔の鹹宓的な 察府タ衆は強;固 まれ イ ンフレ政系が行さ 

れる二とにはった-。 三北によりわが回の経済は活足セ系し. そと 

としに わが国の合旅工茶界し発ﾡの直セろ二とになっ たりこみる・

こ»にみけナる合孤エボﾡにいこ ナネノにﾡされるべミヨ 

とは. その終ヵ発及 の有力 原ウカ となったとしい える市洋ホラワ ン 

の輪入が本格旳 におこわ るうになった- とこる。

すてに のべた 二と く示初のラ ワ ンﾡ納へは大正 / に 北ホル 

ネ不から三井ィ起によっ こ お こわれTが 平お9にはF和 5年 

にってからでゐ そして 主受生産ぜしボルネオから フィ りッピン 

に移った. 二の点につい乙ﾡ在にホい c 北交 っていい・

ラワンホの輸入枚量はﾡ和2手には 6万千方不余であったいのガ 

そめは20～ sy位づつmして ﾡB和/2手にはI和2年のや 

ノ3 倍に当 るクジ 4 coe 千方米糸にまごき大して い る. ヨ請に汚け2 

ﾡ入市社はフィリッビンについてはﾡ本木杯 南洋物た。三変登 

年 三井物産, ギ>グー木友声会, 未を問会 北ホルネオﾡに 

フい乙は野村所申 山日南店. 日ﾡﾡ状 南ボルネオ不材にフいては 

をを高会 ﾡ千休業. ﾡ信造ﾡ号くあった,

以上のごとく ラ ワンﾡが合板主要原料としてﾡされるようにて 

って合枚工場は沢宗清水, 名古及. 大ﾡ羊のごとくﾡ汚セのかえ 

L かし消犬を止 くにツフ地成に袋中的に増設され う こ と になゝ た,

工ﾡの加し激しく 肥和ど手には/5工 8キに38工 

/○年には/$エ /2季手示には北活営にク4エァ ﾡ太に ニナ 

系北に/ス エ 合汁ノタ?工場にで加1 こ いる.

2 のよっ な工ﾡﾡ ととしに 生産番し / 表 み ら ろ= ル< 昭 和



6にはタク52ケ千ケ尺・ ふにはa/52のラ千ク尺・ 0キには

αパ ”ス 死干力尺 . ノ2 半 にほ クタ $45石平ガ天 ど忌tて さている. 

ﾡ士先ど してはアメ リカ之のイリス とののﾡ国であった.

く 位 /o0千う)
アノ表 合杯工ﾡ数と生産ﾡ

工※ 四帝向 編出冋 チェスト向 合 沖

聖和4年 / 55222 ノマ 540 3 222 ?今vo

? 25 s22 2コ se2 ダ2 540 ノ? 3c0

3& バノゲ 442 5000 42 oce 2ノ 222

? な5 /ク2 242 42 222 53 /52 3/ワ 422

/ク /S 25/3/2 クフ 2/o P4 320 ダノタ 金シ

// /ク/ノ ダノョ 3夕2 ノ・7 442 ク4 420 47 442

ノ2 ノ®ク 5/7 8s2 /455c0 バ5 $4o ク8ふ 4$o

つのH中にわける谷板工兼の特談と衣術的にみたﾡ合, う点を指 

<さる.

x ノ 点は 合ﾡエボの桜規が国内におい て生ﾡさるよ ウになっ

=とで 二 の二とは二の期同におる合状工欲の急激な加にし 

一演 司っている しのと考える二とがでる。

ャ2点は 新者列ど L て 大豆グルフが大正な年から『和の～5 

に至ろま ご主に彼刑 これていカゼイ ンにかわって用さるよう 二 

なったつとぞ列る。 さわめて高価で tかし入己であった7ビイ 

ンにかカ フて大豆 グルーが非常に魚価で用さ』るようになったこと

走の ラワン杯 の執 入ととしに合 存反乃ﾡで7な 大にして六いに賞然 た,

・8-

・ '

ヤ3 の桜点上の神特飲ど し こ 死爆試備の一引音及があげうろ. 当 

初. お爆ま備山-ﾡ工ﾡにだけ設さていたが 二の時期になって
・

からは 2 3 流工場にキい こしス林浜たはメ皇のシス常が卓入とれ 

るようにった. 昭和 o かっ ね 平へ5力午向に重る記気悟き 

&の宇セも量的に示ナとネ2表のとおりでらる. すなち工ぶ 

tバタエ房かっ ノ®工にま でかロ の地力と示したが. 燃教術と 

ルエ場が»増加幸はさ ら に大さ く <e 工かゥ/2?工場と大T I- H 

カロしこいる.

ス表 千ﾡ別ﾡ ズ示 設 備者ス状 況

卜 工場
乾疑我侵E

っ工場

ﾡ 深 ﾡ

合 動

爆室

台 沖

ノ7月力| 

(ee2f赤)

通和/0年季木 /夕 4 ○ 42 ss 37goo

ノ ◇ 25 クs 42 ®ク & s s22

7 ・ 夕? j ラ ・, 4フ 二" $2P2

イ前ラ) 日本合工ﾡ会 合5のキ夫ス5戸- 

工場がノ表ど若干していろが, 二れは型 

昨点の相にしと ず< .

ﾡ3期 -戦時来済期

一I8和 /手 頃か ら F和 20まで -一

記和との活州判交ス未くナぶリ フっブけこ いたわが国 と 支ﾡとのさ

は J和ロノス年7日7日ハ本江ﾡ件之災-て に文派愛の

発セみた。 支事交の役とごろど二ろとらず るするとた

ーー
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し の正浄の中に又セふみ入れ 昭和 /4 平にば太平洋較争に天入し 

系依には悲ﾡてな爵 長における原選の下とし って昭和32 年* 

F に敗税とむかえ/のであっ た. 二 の朝関における合振工美八長同は 

どうであっ たろうか.

昭B和ノマ 季フ月における 支郡事決の勃ﾡと.としに 同キヲ日料出 

入品年に同する時愛去が公され. 木ﾡは羊毛ﾡをととしに 

補入别限よたは装止をつける 二 とになった・

不校にフいては 甲一ﾡ入の制ﾡとすべさしの 乙一ﾡ入と奈 

止すべさしの 0ニ著に分れ 前者 の旨 目 として は一液師は 者の 

目目とし乙は.将殊宿材 ナがわういわゆる発木ごあろ朱福 运瀆 

あよび木林m工品があげられてuる. この県 主だる称入ﾡでおっ 

た米ﾡ と 南ポ杯とが制 限さたので木ﾡ市ﾡは不さは彩«之シる= 

とになった. 二の結県 オノ表に示Sる三ヒく昭利ノス年のベﾡ 

かっ型 ノ 午にかけて 合扱工業は一時収ﾡのﾡ向と示したゲ 3 

ギ 茂 千朝ス陣. 日本Iの大ﾡ出にとしなって いわウる田ブロッ7 

とりウナ清 内照州おFびに支に強い耐要ゲタらわに こゥ似. 田 

和2土さ a扱工 業制設ス系 みられ なかっ たは ど" 路況 2mLた^ 

でラった. ャヨ表Iにらるごと<『B和< 〒に石ける工なはス2 

e生産衰は 2 ・ァ干ケ* (/5 年にはﾡ高へ ク45Sス干ネ) と 

っていろ. 二»うちﾡ出は/○メクア平ケ米に塗している. しかしなが 

ら =二さ十分主なさILHくてはなゝない=とは. ニ?杯出走は主に 

ﾡ手立行 のための円 ブロ クて万へたコ とで お る ・

その决 昭g和 &年/ 日に大干洋戦界に天入すろにス人ごさ版コ 

ﾡ 飛 の 栄相は大さく交化Lた. そウ の =は南羊の埼 ヘが社

したこと アの点は ﾡ宇のﾡほどどしに-形の戻ﾡグく市さ

れた二とこ おる。 ャ3 の点は 昭8和 ノ中 頃 に リラクな ど"云記 

母税に よヨきア市 空姿 による工 ﾡみ老 合杯工場の南方 =領ﾡへ の 

注 (票 永にお い こﾡ大工ﾡの ノフであった日進べニヤのマレイ移 報を

ゅ ・<っか の工が移行セわ二 なっている> 余がお 二 なわ” た 二 

となどである。

かく て生ﾡは卵和 0年午ご一賢派小領向セ示し 0キにはS5 

ラ干方木とﾡﾡするに至った. ・かし税時下にﾡい乙は 「元会税工 

ﾡみる いはそのの門におい て. 高扱な合板が要求さ た諾吉ﾡ モ 

炭談系材脂斉剤ﾡの合氏内ﾡ普剤ろ入が石=はわれ ホン トプ・ 
/

レ スがﾡ次ﾡ情さ こ ・ﾡ的にかば り すぐ たしのが生産さる キウ 

に圧ったこと」(生4) は注目 されるべさである.

ァ4明 - 合板工飛復旧期

- 敗ﾡ 工 り BB和 27年まさ -

成候における日本経済の選どりは. 敗戦より 27年でと とnれ以 

降と-大列して考える二とができる。 ク手以ﾡの日本経済- とりわ 

けナ ス 以ﾡにおい て は戦役役興と主軸とする傾旧経済の時期 ごみ 

った. •

合板エボに おuこ 2し一経済に Pると同じく スク年主で は旧 時

代 と考える ことがでさる-

政戦により系ホ.ﾡホ 名もﾡ 大阪幸の主委合板工地は滅に示

L ﾡ戸北ﾡ道, 宋北, 長野 岐早 山陰会各地学にみ工場が残をし

ていた



しかし急違だ勢いご ﾡ滅工場はﾡ設にゥリだし 去た炎存工房 

受に残力 し ユ /がっ ス3年にけて工数ば氷増した。

L か し E8和 22 年頃 ェ で は戦ﾡクﾡしい経委済ﾡ乱期 cあ り xノ に 

原料面に いて は回歳区へ供 ロ っ びに 南洋材ﾡ入にﾡ が力 っ た 2 

x (昭和2«までは不ﾡ制法が実売さていた>, キス に,気俑 

として/は, お載時中の分恐なしのセ多く使町していた=と =とえ 

ば現を- 飛にみらィ るホットフレス・ロール・ ドライ ヤー幸の何に 

おまりイTされていばかった. *5に 費高 主要なﾡ著刑として使 

所されていた大豆グルーはヌ那,消州よ り埼入が方絶さ て使用さ 

ばく な り :昭和24。 25年頃から一般に僕甲さ るようにば た人 

赤ﾡ脂ﾡ音剤し まだ登埼せ. ビスコースﾡ著剤、アメリカから論 

入されたモャスコ プル ー幸がﾡい ゥれ たが しかし 一般にﾡ着は科 

犬で稼かった 二 と ネに上り合夜生産ﾡはス4平に至ってし scee 

万 千うペ といっ た低州は段き に とど去っていた・

メ上のごとく取戦よ り 脂和 2手 での時期は 生左が低であっ 

た=Yビ ごらにﾡ製古とで あた ニヒセ指ﾡしうろ。

と= ろが耶和2今 4戸に罪鮮ﾡ来がウﾡしきﾡに方がラうP 

れ さらに氏商ﾡ現が耳同され (H和2$午に不ﾡ先ﾡ法慮上).24 

手Fりﾡﾡ称がる 盛にﾡ入さ ろよっになって 台板生産曼は コ7〒 

戦ﾡの脂和グ ノ5水半の2引00万千方米にした,

またエナ立ヒ し て 主要界# と ・ こﾡ洋とべ用する同係上 

.一； 接二感の至就は山元: から 莅済都市に杉筋果中し, 京 7田 古 

ﾡ 大阪つ透ち地以に エナあ数からいって全体の50 注全圭 

かっいって会生足星の あ4% 以上 が臬中し 同時に太ﾡ横化"傾日さ

示してさている.

5期 一 本格明発展期

*ノス発展期 一IB和ロニ永以降よリョと年点で ー

昭和2卜手ス降におげる 日本経済は 設術設資の増加と金融引ﾡめ 

によるテェック・グウン とにより 交互におり まぜた景ﾡ環程 っ 

ま ) 校贡用加 一承好転ーフーム ——・全融引さ#者め一系式区 

正 とuった景ﾡ契ﾡしとしないながら 郷勢どしてはは行第新と月 

意卓令 とが整済成長 の基盤と な っ こﾡ及 してさているのろる。

買体的にHB和 5sキ以降の景長突列にフついてふるならば 25年 

の資バーム ョ/午み神示気. ラ4年のせ戸景気とuった具合に 

強いプームセ4にわた って経ﾡして いる. しかし u北 の プームの

合にし国際吹支が悪化し ごれに応アるデフレ灰栄が矢花され示 

気徴政がフづ いて いる. しか し大勢と L こばわが国の経済は 22年0 

総沈得••タ4 と勿億円,ユタ洋 ザ 咳,億氏 53年よ5。22イ甲 

54?422F 354ク20億円と経済成長の道とこ性して 

きている。

以上のような日本経済全体の産展の中において 合本ェ 飛しほほ同じ 

ような景気欠動の波セ週いて務 してさているが すヒ しこはた選 

に一ﾡ発及 tてさこいろのである. Lかし合杯工茶をめくる経済係件 

の交ﾡとこれに対応 I て の 合板工業官体のﾡ町安化2うえる時、 25 

年か 34年に至ろ期店とぜれ吹スﾡ現在に至ろス フの部同に大別 ・て 

みる 二とが翌であろ よっに思わ ろ .

ここ では ま ずのャノ沢 発忍に フ い て ふれ ◇。
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この期向にやいそビ前正のごとく-ﾡ飛気文致 に応 し こ かな リ 

の ﾡﾡ動の波とﾡい たといって しメ引参!に はい言下帯要の仲びと 

(才 3 表に みうれるごとく ﾡ和 2夕 〒 には 73 5e ◇o2キうポ , s2 

季には/ルぷsお3200平ﾡ米. sスキには/ノ5ケ52020千うﾡ 引キ 

にはaノ ?/5200平ケ木と一iS急潜してこている ) ﾡはの増大 ・六 

り表に示されるよウに昨和2ケ手/火5く222干ﾡ米 う0年

s»$0520干う不 32年 パo/5oo2平う※ /5バzoe2 

千う茶 とﾡしく ﾡ増し こきている.

合板工埸汲ル/和ニ a 耳/% 3○年ノク/ ラス年2々3 5グ年

/8 と. 傾円 とLて 士ﾡ増 と示している.

六2 発展期 - 昭和 ラ 県 よ り 現在ま ご --

昭和 うッ 千預よりチ見在に至ろ次2次発及期した勢と Lて は ﾡ伝のﾡと

ってこており この 無ご はた ノぼ型展明と 同じ である 纷 しかし高 

nごビ、 これセのく る経済示およびその頂的性格において 中わうな 

担全こ示してさて いるのごうる。

まず発ほ»ボ相にフいてて力るが 文5表にみらるよウに 生産 

登は ﾡ和コンに アsテ*/000干う不 0キにノ7ノ20の0o千う木 

ラ2に2"4う47000干方米. 54年にう23so/220干ケ米・ 37年に

&2パ24002干ケ米と送手忠増Lてさてuるし また工せは FB和aと 

に/。 う2手千に/ク/ 52-aコ5 5*年にコノ5 37にユ54

と 二れ ま た 加傾Rやさ示 してさている。

Lから如ロ何る点におu て ﾡ相 の交化セ示してい るのであ ろうか- 

てのスノ う天犯は, ﾡ士 と リわナアメ リカけナキ出 滞で あ



オスに. これに打市して国内合市の南発 とソわけ二次加工合 

ﾡ ホ の 積程的 は 南 発がお げらし. 文3に南社 かー喀痰有な行端 仮出 

が言商され 素ﾡに原木入手における困ﾡ性の同ﾡの 火フがう t 

る. 以下これうの宇にフいて説明セ7ロえこみる ・

まず汗/か 合板輪出 とリわけアメ リカ向け新出ク停滞にフいてで 

あるが, ャツ表にみらiるように合板のみ輸むはﾡ和 ユタ年以降急遶に 

伸びてきたが. 34年セ ビーク 匕 L て降やや清ﾡに柄 Lてき 

ている. 38午に入っこしラワン合板は依然とLて不振でわり. 国 

ﾡﾡ合杯の み が好調な 伸びセみせていろ。

合・ﾡ 目列弱 数置の形 は*5表および* / 日 に 示さ れるごと <. 

出人といってしアメリカが長あで 会体の過十を占め. フいでイギ 

ス カナダ. そのにの順方となっている. 国利談出 シェアーの年 択的 

た務とみ ろ と 3り午には全乾登の門 &/ クであっアメソカ向け 

ﾡがををのウエイ トを増し. 5? 千には*タ クタセ占めるよっに 

なっ。 それととしにイギッス. その他向けのフエイトはおちてさて 

・ る.

ﾡ上の ごとく. 予回列 シエアー において アメ ソカ o フェィ トは 

<ばって さ て いるが。 し かし アメ リカの今极市玲におけるわが国。 

シエアー そのしは材次フィッッ ビン, 宅汚考にﾡ食され て減少L こ 

全ている.

以下具体的にみる.

アメ り カ/エ世界の合械の %以上を 主瘗し て 力 り 生産量し送宇 

増 して い グ ゲ,翌で の1申びはさうに大さ< アメリみは 合称税入に 

おいての世界»ノ の位之占めこいる。こして樹入爰 はき夹に: 勖ニし
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てこている. しかし アメ リ カの合杯執入重中にちめろわが回のシニア 

一は傾可とLては永&表にみらn るごとく. 帖和 ミ2年の 4o 3と 

ビークにL ての切向之示している. た数致についそみると x 

2表らびにヤ2図に示さる ごごくI和 ラ4年の?4 42干方米き 

ピークIに し てﾡ減の傾向とおらわ している。

二ういった合崎の新ﾡ向は大さくいってスフの向題 すなわ 

ち合ﾡエボ根にヒ って は販路の決少化向天 またわが国の経済にヒ 2 

こは卜質要得の 減向 選 と な げか けたのである,

こ=c は伝者 の 回思 o き済部 -雯•性にホナらめ に わが国 の軸出中 に 

=める合ﾡククェイ トについて →ﾡして あニウ-

オフ表 に みられる ごとく 記和 37 の合水ﾡ教は ・ 2ろ干ろ* 

&soラドル (内スツ憶円ゝご推輸も品目のうち会顔で/ど番目に 

歴している. わが国における済飛ﾡの基本向ﾡ /フ Iエ触の振要 

におるど い ってし画過きではない二とかゥして 合板工/の合理化冋題 

はわ ゲ回 の 恐ﾡ上か a リ 至視され るべさミ とが知ら ミ う ・

=こで本ﾡにしどり スにR上の三とくm和33. ラ4nよりマ 

らnた合扱輸出の得矛は. 一時 わが田の含板工業ﾡに暗云とうせた 

が 業界&！エこの借勢に対応 して• ﾡﾡ的及国内合ﾡ市ﾡの商発にo 

りだした。

=のキ南ﾡの印にﾡ才市場への積起的な進と 合根の二次 

加工化.へ0努カビでわった・

ﾡ者 o みホ ﾡ への積極的 な正むは 合杯問星 にラいて =けで立< 

商社に 力 して 2しみられ. 戻体的には従未ぞ主と Lてゅ社 →ﾡ市へ 

会 門雇 方 の 合 ﾡ内至 ないし小ﾡXいっ ﾡ通絵乃 こて

ヤク表 昭和力. 37キにおけるろﾡ契領

(位ノ2クァドル)
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いたしのが 所社 つ うの合占盛ないし小ﾡ断といた通形態 

4あうわれる よっにだっ た。

受者の二次加工化への秀力にフい こであるが, BB和ロラグ手振よりき 

速にさ る種の新製品が予に回うとどとしに. 當い春妻の治 

加に 支えら て 生堂 堂山音通 台根の 生潼数の 増万コ冽合を遥かに 上日る 

宇とききし た-

ナなわち 才8表にみられろごとく」 HB和3ク年ノ用以ﾡ38キ/夕 

月に至る 二次加工Sﾡ全体の生差量の1加は (=れﾡの資料ほ入 

できな い. といっ二と t二次ロエ合本 生産の新し い = とをスL て 

いるわけでしみるゝ , ラフ/力年平セ/2とLた場合, ラクキ/ 

月がふ?ごあリ. との後一加の傾向セ示し ・3月に。 4Fに 

/。 ノ2戸にノ? 2年3月に/5グ. 4月にノタ ノス月にフ/ク

. とってuる. 半平均でみる と 38手にノ/で. $と2 %のがキセ

次 にこれと の ニス加ロエ合板の増加キIに フいこみ るが 二 の河にBE
•,""■ •ヽ ・

和 3テ 阡 に例と とって 全二 次加ロ エ合標の うちに占め ろこれ さ の三ス 

m工今のﾡについてみろと. 化ばり合板が うユ273p00干う木 

c ラ ラッ, 一狂プ リント 合が 324$2 o0平力子 ごう6& 

オーパー レィ 合がノ 3% 2o。 干ろ米 で ? ク o ・ 塗装台板か

4 ◇。 平ケ *て ノs4%と占めてひろ。

二れセみてしえリうろ工うに 一程ブ > 卜合板が状ﾡ的に示山 s 

< ついで化ﾡばり合坂 干ーバー しイ台様 景後に塗様合根の順 

な っている. そLこフリント 合と化ﾡばり 合扱 < で全佐のe ピ? " 

と 遏干 を どか ていさ こ とは 分 注目されつべきさある。 
*

-24-

これの二次加工合杯の加キと手平でみると これeハ3? ・ 

干生起セル2とLた合 フリント合はコョュ. っuごォー

• -レイ合扱がs 表合板か々夕 化メばり合板がなクであり こ 

のそれれの習加年と 認述の与有字と之4的 Lてみる時 プリント合 

板の五受性のあい二とが京知される,

ス上の ごく輸出の滞がすく なく とし/ フの利ﾡ因と しなってﾡ 

同こたご考え ら泣る二次加工合の生ﾡと販のﾡ加コ動向は 合 

市ﾡ注のと二3で-ノ居L <再するが,海社資本の唯と促し
7 ・

二次加工茶の 南社資本への示烈化セ生み 販之面 の 支配を 延く 突け る 

ような甲ﾡセ生ずる ようにな>た。

こ の飛宙 として

の② 業者が=次加ロエ合の製直枚戒の財入にあたっ て 步顧の資本をほ 

話と(たこと.

③ 者しい製品の生ﾡと販ﾡに当→て生するﾡ険点を分しこうと 

tたニと。
S

③ 二沢加工合福は おしなべてﾡ通合枚より利さやが大さく 同社 

側にとっ てﾡ力があった= と。

© ニス加工合杯は不ﾡより 穀品規格がﾡ一 てる リ ﾡ社側 

にとってそ の取扱いがな弱であ ったこと.

© これは二次加工合だけではないが. 深木の採至は大新分市社の 

セ通じていること. ^

などが汚えら a。

S
 以 上 が* 二 次 飛及期に みらハる*うの 神数でみるが,救送に解示 入

テ神る日燈性川示間18についてう.ハa-

-25-
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わが百の合板工奈において使用されている原木は 固た広な宗村. 主 

とLてこン シナ カべ. モ・ プナの市方ﾡ広ﾡﾡ フまリラワ 

ンの三者であろ- •

ラ フンキはチ番に入テごさ I かし加工がき易である点におUて合 

振工茶示祥とLて茶ﾡでっり 整にいってわが国の合工茶がニ コ 

まで進長してSたのはラワン杯のﾡ入によっていると方えろことがて 

さs.

昭和 うe 千人ﾡ現左に至引合ﾡ用原木の消ﾡ量はャフ表 のとおりて 

おリ 方貢量のうち ラワ>枚の占める判合クへテ6ビは 

っておリ ごの重受性の大さい二ごが知らよゥ・ として傾向ビ［て 

は外杯の 占めるクェイ トはあま リ 国産校のウェイ トはこだけ低下

表 合原不ﾡﾡ量
(単位ノ2edx

\ 目 

年な\

ラワン枚 

俗入号

合叔京不ﾡ量

総消費量 函産杯 希入ホ
ﾡ和30年 / 85o / 4P2 /2ウ 5Pア /2 九

アク

2 5/S /ク3S /ク2 ピ3d クs 
..........

2 5? 2 oss ノ◇o e2 24 -----

ク8
—

う3 3 se3 2 ヨ22 /2 0 sos / AP7 ク?

34 < ス3o 2 S/ /ノク - 545 1士
3s < $4s ・ 3 e/o / ク/ 52 so/ P3

3e

ク

s $2? 3 2$o のッ s/S -
・ : 33 P4フ /ク" ? s 3ル ・. ・

-28-

てさているようにこわる。

ラワ>の国引ﾡ入字は 昭8和35手に例セとっこみると フィ 

リッビン クくe. 英ﾡホルネオタスん, この他2%どいったﾡ合であ 

リ ラワン 秋ﾡ 入においてフ " ル ビ ンがえロ 何にクェイ トがあい かが知 

ら ェう。

ところ ごラクン杯の主産であるフィ ッ ピンの気源式ぶ蔵とい 

うわけこはなく.代浜だ以し潮次 突にお行しつフラ ホﾡし 

々低下 の傾1と示すどとしに 生産賞しﾡ迫 tてさている。さらにフィ 

りッ ピンては国内の工系化セ目ぶし. 裂ななうび！二 合単板工湯の拓首 

設とナすめ 深木にっ いこは九太のﾡ務出セ集止ない しは判暇しよ うと 

L てさ2いる。な烈 IB和 3ア手においてはわが国 の港において再び 

寸ポし・ 注石セチェッ クしようと するゾ再立状の向題し登乃して 

7ィ ク ・ビンよりの 原木再入 の対途に I雲 となゲかけている。 二うい 

った勢之ﾡ氷にL て. わが国 では杆衣に をク る 円'濟な ア ワンﾡの 

係セ汁るために, 現在・ カリマンタンの形学に務7.してUろこ とは 

ﾡ知のとこうてあスう.
+

二のよっに 京木入 手の回 ﾡ性 はヤ / 次発辰期 まよリレニ 次発ﾡ期3お 

いそ さらに た呼示にみいて 一息宏く なってい<ように思わnる。

(注2) ﾡ面光ﾡ 大ﾡ済 ロﾡ役方. 大内な 共ﾡ 

資本主義 の 発達 os頁

(注5 百本合振エボ会 合2年史

(査の) 即日 ベニ ャ工来株又金社

双木部必一期第能 替 ～4京 .

-2s_



(注5) 前(注4ゝ ム貝

(注の 中小企 策 た

・本工茶合理化針計 3頁

• 3. 合板市場の構追 
・

3-1 合板流通 の概況

市と いっのは 一般にたくさ んのﾡ要者と供冷者とが物財の刻状. 

4Lくはﾡ買とおこなつ場ﾡであると先える ニとができる。 さらにいい 

かえば市場どは需の直選するﾡﾡセさすのごあ2。 したがって市場 

は 等t合を済提とtておこわれる。

合市場し。 その例外こはなく 合本寄を前提とし. 七の 流通に よ 

って形成さ

そこでずﾡﾡにろける 合本 (正確には苦通合板) の帝裕ふらび 

との流通に フい こふれ る ・

合板の 流通は 沟 e 表 にみられ うごとく. 渋し い交ﾡ9流画がお二出 

わていろ. ビッわけ北海道.東泉 テ日,るお屋なうびに大阪にい 

てﾡ着である,

としあ ニの表からみ>れるように. 量の合ﾡの次通がおこなわ 

れこいる. いいかえにば大さな合板市としてば未京, 大ﾡげ 

に名を屋の 5市場セあげる ごビがでさる.

二れセ 東体的 に示すためにそれ さ の に おける 合板の 生 産霊 と泊 

ﾡﾡとそみる と.京京市では クパ2ラエカ米 (全体224)セ生左 

し: oワ427千あ米(全体のヨクめ)之消ﾡし 入市場ではう824 

ろ平力木 ( 。)セ 生し ム 53万千さ木 (/ク%) と消業 し 名

古屋市では , 女% 万平方木 (コク)を生差 し. sラパ?万千方木 ( 本富 

には受知ロであり /) セ消ﾡし乙いる。

-31一
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上のごとく3フの市で 全生差廷の#74・ また全消だ量の 

約 ク0をちめている。

二 れに よっ てわが回におけ る主受合板場とし て東京 大ﾡお太 

びる古受の3市場セおげる ニ ヒ の受当性が肯定されるであろう,

3-2 わが回における合板ﾡ場のﾡﾡ

3-2-1 考束の市石

すでにふれたごとくわが回にあける三要な合板市場とし て天京, 大 

および名古星 ク3市場さ方えるこ とができ ろ.

ここでは ずこれらの3市のﾡ造と. これっの3市ガの相互戸 

係についてみれろこ どになろう.

3-2-2 宗京合板市場のﾡ造

ミ-2-2-1 東京合板而場の概况

東京 市場 における 合板海通 の概えは 香通合校と 二次加エ合ホo 

ニフに分け てみたﾡが よ リ よく型府L うろよ うと 思わM 况

ず替通合孫の流通ﾡ況についてふ る・ 昭和 ラク干に例之て3 

と 京京市ﾡにﾡける音通合総流通整は的 ノ000死干う木で 

これ は京京で ク %が生産.ﾡ給さ北 名古屋かウ 今%. 神田かっ 

ク, ホ止からグ% 北海道から5%がどれされ供合さハている.

にの総通置を/oとLた場合 ノタがヨ井 三* 住友ﾡ幸 

便旅海 安き 求松,京ﾡ与の声の手を経てク5が次ノ次向型( 

こtは合板, 新連枚幸の運枚因係、の京門前社としいわれるり 

は主とL 乙製業から直ﾡ購入されてお" またあ上げ门エ

次5函 東京における管通合板流通権ﾡ

受卓エラ

7C

S次 
月 
5星

二
咨
匸
は
生
合
袱®

企
ー 

エ!β
で
二
次
加
エ8
し
て) 

い
る
し
の£

カw
 

J

他

防

い

侬

峭
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3
1
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阻
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圭
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た
国
各
県
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"

ヒ
〜
ー0
肝

京ﾡ希受 百工 う だ 考
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町/2億F上のしのである)に 5がﾡ口江天ル木. 九ﾡ, 

山ポ林差. 九長等の木ﾡ向屋に マ5がﾡ木ﾡに販売されこuる.

次に全体の ?2 が合板投ﾡﾡ着から都内に ス5 ﾡほど存をする 

ノ沢可屋に流通 される..かくて 商社 かっの Zテとを合せて ク75ほ 

どの書回合板が, ャノ沢同昼の手セ至て. ﾡ内に24軒ほど存左す 

るオ2次向星 (仕入れ は主 と ・ こ製造衆者およびホノ次网.更からみ 

こない ﾡ上げあは向5佐円ﾡなである)に sグ,林木ﾡにコ5.3 

専門合小完商に/o/. 下信越地g 北海道. 東北 北虐にこ 

巻れ千均 ク〜 2Fほ ど存在 している 型方 合板和商 に ソタ4. =次 

加工業に?8 と販定さている.

また 製世ﾡ者かっノ2ほどの合不が直ﾡ *マス同屋に以たさ

ているが かくてオス次印屋の手には ささのアノヌ商歴から決 

通さ7= タメとを合せて ノ52の普通合が入るが 二ばﾡ木剤 

に3 系京両の評受者に大新分にノス.«が販をされる.

なお. ﾡ並ボ者かり木才内艦に5の合衣が査接さてuる.［た 

がっこ 門社よ りの 購入書 5とセ合せて oの 合杯が木杯 同星に入丁 

さ 乂 ろが 二川 は林木所に 7 京京戸辺の帝要者に 3 と いう ように 

販こ t 2 ・

かくて新内に う200軒下ほど存在する材木戸のしとには. オ/ス同 

ﾡかゥ 232 木ホ向星から7. 文ス次向昼かゥ3. 向社か3s 

合 計 35 7 と ほぼ 引分の/ス上の 合板が流通 こ*る.

スにスm工会のの流登形こにっし こふれ る.

ホ 示、市-わナヨニ次加工合ﾡ染ボ通登!は正互のと= らよく p 

か〜 な uバほ ・コ p。 万平う木 と 位交 されみ, tさこれたooと

地

万

小

蔻

術

ア函 票京における二次加工合根流通税ﾡ区

不 

杯 

商

地 冠要者

専

門

'b
元

者
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しホたナ合。 ャ函にみられ る ごとく 二次加工業有7ら"の が育社 

に直売さ丸 二れはさらに コながャノ沢同ﾡに. 2が木材向屋に 

販売さる。 木林円屋/ス は林不戸に販売さ北る。

ま た o.のっち 5oがコス加ロエエ茶者 上 りスノ次同歴に卓売さ a. 

かくて / 次口屋には 7合 のスス加工合が入る ・ こa は都内のホ 

木ﾡ ニョ/ 2 早門小完向に o 7(これは系京同辺の寄要考に敗 

えされる) ,アス次屋にZ/ 末京所の大口泊ﾡ者に セ方 

合司吉に/タ ダ セ方小ﾡ商に火といように販元されている.」 

さらにの= ソの/。 はニベ加工業者かタアス次向ﾡにﾡ売さnて 

いろ. かくて才2次向ﾡのところにはォノ次向屋から02/ と合 

計 マ / の合福ゲ入テさ北 うが、. 三れは大新分の 〃• 今が東京戸 

の大ロ寄裂者に のてリタ4が材不ﾡに流通さ川ろ-

Lたか っ て木店はﾡ ノ次向星から のう42 木材向ﾡか→◇ス, 

ネ2ス向屋からの54, 計と ﾡ京市場にみける半分ほどの 

= ヌm ェ合 歩^ 木京両辺の 寄要 に 販売していろこどになる.

* た池 ハ小ﾡﾡ テ合預師か のノクsと 東京 カアノス 型 

がら古ﾡ燃入 に、/ どの合計25よと甲信越地区 示北北陸» 

足方締要者 に 取先 して いる.

以ス上 税明の便宣上音通合板ピニ次加工合杯の三若に分けて点 〒 

市にPり る 合根流ﾡの硬えにフい て みたが. しか し実際には同- 

の流通茶者によりﾡ省が同時に双扱われこいるのである.次に合衣 

八生産と流通に因係するてn 合九のヌ別のボ右にっいこ方飛セ! 

てみろ.

5-2-2-2 合板型造ボ

合板 とリわけ二次加工合板の生差と波通へ夫徹之みるとき, 夫 

に は ﾡ 京 市場 における 今振製茶と L <系京 に存左 すろ工場だける 

なくﾡ問に在存ナる 工場しセし て 考えた方がよいように思わ北 る ・

し たがっ て京永市場にはﾡ /ノ 表 にみ うれる ごどく未示に / 工場, 

ﾡ田にノ8工場. 計42工ﾡが存在している。

まず京沢市の合杯製ﾡ米は,畑何なる規状 の王 ﾡか ら成さ n て 

いるか考系 Lてみよう。

=の合, ﾡ状と示す指標として何を送ぶかが向題となる。視炭を 

示ナ指標どLて. 「者通には. 従求頁故 資な会, 熱浜本ﾡ 量 

ﾡが汚えらる. このウち買お金については他の話供と対 ・た相ﾡ名 

&っておらず 合杯製べの場合 規棋を示丁指標としては双りﾡ* 

い.従業頁数については 縦資本線 も消量 光土衢/か十りは>> 

りLた相岡 (ほぼ比例网保)さ示してﾡり 後のﾡとの刺準と 

分祈ナる便望上しわ" ボ頁数2足状を表ナﾡ様とする- といウ 

音通台板製送策近代化計画思(注ク)にはらって ニニでし業具を示 

用することにナる.

いま. 從策貝数必が人以上 の工場をオノ情用. 2ル人以上 ～ 夕22 

人木湍 の工場 をキス階濁./0ク 人以上 へ 22へ不営の工場之3階 

層. /20人不満の工場とォ階居と名付けると 泉京市場にﾡける 

ﾡ列エル数はャ ノノ 表にみられ るごとく, ャノ階層エラはゲ 方み階 

局工は? オ3階居エラはコノ ャダ階・エはクとばってい, 

工ﾡTを届 をﾡボ契係の点から お あを かに し、 た,点* ノエは2〜 

3ライン以上の オスr底工はス～S ラインの *3「ﾡ工場は/

ご8



ﾡ ノノ表 京京市におナる合板学工

-2○-

ペ 不頁 工場 系京都工 静同 呉工

ルク人

以 上
ダ

〒住プライ ゥッ ド 

東京プライウ ッド

城政 今板
野田 合択

--------------------------
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2c0人
ス 上

(

e◇く
ボ 河

7

卵日ベ=ヤ 

足べ =ヤ 

太平ベ ニヤ 

省沢合工ﾡ

日本※都ﾡ注天老工場 

浜田窪兼 

・= e浜

才3

ノo。 人
以 土

00 人
未 潜

2/

委 テ ベ=ヤ 

秋木工業 さ村工 後 

鉄瀬プライウ ッ ド 
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西 北 パ = で 

み町べ =ャ 

大日本ベニヤエ茶 

京洋合報工 業 

内 外 化 土

請 ﾡ プ・ラィ ウ ソ ド 

九 日プライクッド 

松下 枚

ﾡ谷合ﾡ

静岡 合被 

ﾡ 沢 合 預 

高塁ェポ 

天セネス 

選 プラィウッ ド 

ぎ月 フ・ライウッド
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へ 2ラィンの ﾡ依にﾡ4「店工場は/ラインないしとれス下のﾡ 

戒設備 としっていると秀えられる。 •

とこっで 二っい -た茶京故支 りみた規状列工の経営内去は1 

何て汚ろうか。=Lにフいそは従未 かなり部にみ打が"さルてさ 

こいるのて ずこか析吉ﾡについて 結請浄邦かだけにフ uて2てみ 

よう.ﾡ5)

二れらうの 分ﾡ結宗 は全回 の合夜工場を対ﾡ t こお二古われたしの 

であるが 二ilによっ てし東京市ラ (また延する六およびとさ星 

市ラ)に おける規ﾡ別今工場の経済的性格の一かは知う三【がCさ 

キっ. .・

はず業浜本営茶門益率に フuこ ごおるが。ラワ >ﾡ工について 

はノ2～ バ0人位(次ユr宣層に合まれる) の規ﾡのとニろにピーク 

がみら九.ぞれとえるとやマ低下し so0く以上 (ヤ3～ 火階川) 

になるど やや上同さ となっている。 留産ﾡ工について はサ>プル不 

足の二め一定の便向がみられない,■

総資が 回市幸に フいてに ラワ ン枚工場では規ﾡ の小さ いケが回転 

平に ラい どいう傾向あらわれている。 50 〜/42 ヘ位 (ア/〜2 

階層) ご急激に下降 し 2$0～ 300人前終 (x5 商居) ご中だるみ 

とな 人般やゃ工向する とい A同がみられ ろ. 百産ﾡ工にフい 

こ ラフンサエよりし体Bに低く. 規横が大さくなるにって 

ややっ低下の傾泊と示! てuる。

売上ﾡ打営業利益ﾡについてし あま り規の多いXさ ろは介と 

して ク～/クA位江(才5 火階き/ゝがやや高く」 2マへ前宏(アス 

「層>で低く ビ 以火上の規ﾡ居ではやや上界といウ傾白かみら/る. 

ﾡ産校に フい こ 一夫の傾向がみう北ない.

言 こ 資不対化科 査用に ついこであるが。-ﾡに/2〜パマ へ程戻 ( 

文3Tﾡの流ギ)のどこうにピークがおリ スみタマ人程及をﾡとし 

て大さくなるにつ こ上する、回産灰王ﾡにフUこ ラワンﾡエ 

にあけ る埼合と 同株の傾向をし って いる が. おしなべてラワ>枚エラ 

リし低位にあろ。

目己資本対回史資産報について はほとんど三ル と いったﾡ白は 

みっれない。 一般にこのびはほ非常にﾡいと二ろにあう。 -は合ﾡ 

製ボは自こ資本の幸が低くシ天備根資が主と とて信入金によ っこま 

かわて いるイ向が残いめである。

徒茱貝 /ヘ台リノカ年 生産額は ル帝 に分旅が大さ く. とりわけ 

/。 ヘ以ス下ではそ の傾岡 が い. ラワン杯 工ﾡに フuこ 入 いていえ ば 

ノ3o人 (文3階月のﾡや) の ところに高い点がラるよっにみう 

れるが 同時に低い点しおる ので一れにu受する ニどはでさい。国 

定が工場に いては一般にラワンﾡ工よりし低いが/2 ～ 222ヘ 

(オ3 階層から* a 階層に移行す s 部分 クエ場> のど三ラが高くなっ 

ている。

従茶頁 /ヘ当 り の/カ年加工ﾡは, 分散が激しい が、. ラワン ﾡエカ 

について。 ～ノマん程ﾡ(主とL て次 3 階層の前千)が比ﾡ的高 

< 252 〜 3◇2へ後 (オス階層) で下がリ 以スﾡ上ﾡに向うﾡ同 

がみられる . 国星ﾡ工場にフいてはラワ>ﾡ工場よりし低位にあって 

s0ヘから -規後に向うにつ れ て ャい上耳すずよう に思われ る,

m工高人件責士幸にフいては. かなり分は! ているが.較的 

素中 し た点 にっいてみると. ラワン エ場ごは s2 く から p。 人にか ナ
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て低下し・ /2のベ 〜 ノい人で共伝とば' 以ス徴はほとんど代ばいと 

なっていう. 産林工ﾡについては 厶“ 人からノタ, 人 よごャヤ下ソ ニ： 

配こ示しにいる

走上甚行花利延竿は •あアリ 高い点は々タトであうう、が、. oヘ〜 

の人にかけナてやや高く 以ス似下リ ﾡ示ないしﾡばい cみろ ことがさ 

さよ, 目昼材エナではマイナスところが多く. とこに一犬の銀同 

はみうれない.

飛徴に 営業責比幸にフいてであるが, にれしかどリ分放があるけ

どし ラワンエ1号ではノ00く～ /4○へ位がﾡく以ﾡやャ上界し 

大ﾡにると」 また低下する傾円がみられる. 回産ﾡ工にフいこ

フワン林工に士べてかなり きﾡﾡ比は高く. zクヘ以上にフい 

て は 規本が大 さくざろにフれて 低下 丁 8 傾向 ま かなり 団ﾡに みらる.

以上ヵ継営き指標と総 L こみれば,ノクへ公ゥ/52人 ・ヤう店で 

の耐ギ) »*元ﾡがお しなべ そ昼いﾡﾡこ示L こい ろ と方え ら る, 

としてュsの人か35人まご (ャス『ﾡ )は一応中ごるみとだってお 

リ以衣 大現ﾡに向うにフ九 てﾡび上界に向うように児h .

Lかし ニハルに上って合製エァﾡのﾡ正人児ﾡが2人 へ /Soヘ

(x3 階層 か前 平)のとてろにある と出『定ナ る ニ とは ﾡ役ごある- 二 

九は次の=どき理由にする ・

たL かに従業京/22«人ビいクエは, / セw 卜の合板老依減 

4ろえ /ラ ンエ場でラワ ン呼物合セ戦一生ﾡすろのに丁度見合 

っ人数な ウ<あ リ 兵こ はニのクラ スの工場 ク新ﾡが目立ってい 

る。製密 はしっ は' 内 帝向 ナの〒で派し 帝要みい?〜 3 ー* 

ハラワ>合本で, 大長生産方べの横械の入が存易でﾡろ, 生度枝も

ﾡく 原木しあまリ高品ﾡのしので受来しばい・ 現状ごは二の桓反の 

のが経告しやすい規ボへ / つ の早位でう るとい力三 とはﾡり のない

ところとあうう.これ以下のものは近代的な合成製宣のにめには統備 

ビ )他の点で不定のところがあると今えられる。

しかLな が 上 ク『層 工で主として1作っていろ 季物合の 単 

一生産につい乙は.投5の市況がﾡし不さ定てしのごあリ ・たがっ 

c= の点で経営は次Lて を定的であ る とはいスで い.

z人 - sooく (ャスm届)へ工場はに 上ばの営答始ﾡでみ5 

かさ かがり内 題が大 きいように定われる。二ら の合林エラは依成 

ヌ術の点から みるとス〜うセ〜 卜またはスへ 3 ライ ンの規模に相きす 

る,

二らの工は. かってﾡ出に主力がおかれたしのが多く. 内高 

ァに7 u乙v多品ﾡの毎乱を製するお合が多かった。合杯崎?会 

整ﾡには こ れ らの工の Wス益性は 非幣にあがったしのとﾡわ4る が 

すCにふた= とく フィ ッッビン・ 台ﾡ、ﾡ回号の読子目の出. 

ラワン原木の引ﾡ下.ﾡべの上ﾡﾡによって ﾡ次,ﾡ宮うに来 

天之加えごる2保はくなってさている。 そして無際に. 内番向け合ﾡ 

生注の方向に 急基に 風応 し うとしそきこいる・

穴衆貝牧 ラ59人セ ニえる大 規ﾡ工の終ﾡ指標はふた F び 士 のさ 

向さ示している. ニの よう大ﾡﾡ工はライ ン数はしち引んタ いが 

合旗 の二次加工印門 の ウェイ トがあくなろ. 飛近の合な工のララニ 

ラいった大規状エクイ"びはP帝に大さく. 今役 さらに大型化し 

合 理化 ! てい<しのと 花 さこUる。

以 上 が 全国の 製造 工 を 対余 に し ﾡ積列工 の経こ さ的キ徴のあ
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や手しであっが・ これ によって京京市場における規状み工の経宮円 

虐 し娯推することがでさェう。

スに,ううのために系京市に石ける ピ ごれり規様列工場っ うち 

かターべ表的と思わハる工場と っ送し て こ の経営问容と譜 介 

［てみよう。ここごいう代表的とUう毎不は 干的とuう意味ごは 

なく. との階層工ﾡの中て し 一応い経営内きどしっ 乙いうという 

どクを味でお2。したゲってこによって 多太状「ﾡん干的み工埼 

の経き内きを知る 二 とはできな いが、 Lかし = の場合そしノ っの教考 

2はなるでみっう し さらにまたと きれり時福工揚周か後莒比検に 

はかなリ有在ごあろ ウ。

土ずﾡ ノ階層工に高する と思わ』る T工について乙みるが. 二 

の工場は様戒投術どしてドライヤー4. ホイラー, コールドーL 

ス/, ホットプレス5. ウンダーラ スプ・レッダー2. スライサー 

' ロータリーレース" クリッパーケ クライングーコクレーン 

ノ 今セとなそてuる.

従菸貝は現菜 33 クス 非現業&4く. 計/0/人 ご ある。

二 のエ埼の痂木入千定は 主として 海社 ごnリべ金決済は/ル0日の 

手テCお三てっn ていs.

合の 取史走は 20.%が平出で全所社のテと通じてゃこな/L 

ている。決ﾡはよ0クか現金で み金はﾡﾡの時,女わるという.

全生定 ﾡ の<。 に る内ﾡ 白 け合板は全部ﾡ宋 の内星に販売 さ 

tていろ。 決ﾡに ノ5日 しめさ りでノ2日手形でお二なわている .

二 の会社の昭和 うs におる経営支は次ノス役にみら みとお 

・ごお?。 
・ *
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アノス表 T工の経宮!支内容

J曼 目 会

合原材ﾡ (原木代 • 者校寺)
千 

クチ3

工 ラ ﾡ ぶ2

* = n 僥 2 治 以 /57 - ス 7

• J ッ カ • # 全

成 価 ﾡ 却 52 ククa

ギ
その工 場 /27 弄】

ヽ
百 /o2 /

「,低' ﾡ
裕. 55 夕«4

公 ﾡ 公 課 夕3タ

出
■

消 能 a / &
1

こ の ビ *2 5

合 / "勺 455

4え 益 高 / ララス みス

以ス 碳 s7 コと,

すなわちり益は タフ 2『ダククク R とっそいろ・

い工の生産初率セみる ために 従茶点ノ 人当 り のス益方をﾡ 

してみろと ララ24220円と1る。

次に次ス階に入る Iエについてふる。二 の 工 キ 办機械坡備 U 

ロークリー2 クリ ッパー/ノ ロー ラ ードライ ヤ ー ス, スァレ ッタ 

-3,ホ,トプレスタ ダフルソ-ス, 、ライ→>xーノ ボィラー



マ といったとニ ろごある。伏ポ京は 現ポ23人・ F現業 /?^・ む 

230へ ごある.

I工ﾡの原木入手力は全部 ﾡおからであリ ノ20日の販力は圭 

どして 都内の ノ3の 向星で あ り. 夫済 現金 4o o. 約木手デ c。 ッ 

でお り 夫は /。 日 の手形である。

この工の経営スては、ﾡノ3 表にみられろような内老セしって.

ノう表 工工 場 の 軽 莒 ス支円容

項. 目・ 室 頼

合 択源材甘資 5◇ノ sダ

工 万 天 / -ム ○? 7

ェﾡ賃金 合料 ? 48

勤 力 料 念 7 ◇92

ﾡ価償ま ボ 22 $32

とのィセ S / クク /
・* 幸希ャ輪報者 *等幸 we v ﾡ番やイデ»キ番業。義*。*を会 *一基堂*は*をを参*室 ャ e• ﾡで澤義令事常ﾡ参*基へ。令ﾡ番考整義

茶 ■ 責 $く ダ。 ?

• 飛頁総# 5 ラミ

公 租 公 蝶 /ス 2クタ

も 月 ﾡ 品 £5 4

¥のビ ・ 2o ス&テ

a 汁 ク _442

総 訳ス益あ ク /メス

訳 益
・

緝叭益 49425 2c。 円とあげている こL て伏茶買 ノ人当 リの版基司 

は 5 5. ス22円こ方 る。

次にﾡ5「層 に風ナる Mエにフい てみる。二 のエラはほほ/～ス 

ラ4 ン程度 の技械試情セ しっている。 < して ノタク八の従我我がいる.

木へテは主にﾡフ4フ の高社かう /22 ～/ラ0日決済の内でF入L て 

いる.

販ﾡはほとんど内ﾡ同けナで あるが 若干のﾡ出向しやっ こいa. 

内帝同 け合本は声社う びに内震 の手を通じ. 輸出の場合には会邦高 

社の手と通じ て販ﾡL 乙uる,決ﾡケ法は前者の合に現会。。".

手さ2% レュク日)で、あり. ﾡ考の場合には全新現金こお二Zわ北 

る。

M工場の経吉吹文の細目は ャノ表にみうれるとおリ エめス 

云は 33ョ7200円 またびデ京ノへ当 ッVヌ益あはう 5e232P円とでっ 

てU ろ.

承災に 次ド層に居する SエにフU てふれ てみこう。

5 工 房は . ローク リー ・ースス. ドラィヤー2 ボイラー2・ ホッ 
・

ト プL ス / のﾡれ投 つま り 標準的が エフイン の教備之しち. そ の 

ばボ貝は 43人ほどてある. 京木はと軒はどの原木向屋かタノク〜 

ノ30日の手形決済によリ貼入L ていう. 合販ﾡば主 とLて初内 s 
・

ﾡほど の合京門1内屋に おこなっている。

S 工 の 経営収文 の内ぞは ャノ5表く5/P) にみちハるごとく

りス益 &2ラ/ ◇00円て あり 業買 ノへ当 り の収益高は 3 2クど25&

円でる. ・ -
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ャノ4表 M工の経営収支内容

-5○-

目 会 a
TR

・合み原件 頁 4/2. 254

総 工 場 ﾡ 2e2 sク2

エK 金合料 53 s48

動 力 料 金 5 os2

減価償部ﾡ /X ノ/ /

その他 /24 $ダ

プ
き 5 sクク

・ ,ﾡ頁 合料 2 ooS

公和 公

消・
) その他の中に全まれ 
「そしっている

・ とのさ バ テ47

..
合 計 4/4 s25

総 収ス益高 4/ラ クノペ

/ e 利 . 鑫

「---- "一—―….. ---

ヨ 3ク7

ャノ5表 S工場の経営支内容

項 目 金

合 版 項 汴 料 ﾡ / aニ、. -

総 工 ' 3 ? ノss

営 Ζ o c 2

支 ﾡt合科 う 23/

・ 公 ﾡ公課 / /フ 5

出 と の ゼ 4. 2sく

合 計 /タ7 7s4

総 収ス 当 ユク2

6 > wメ 益 • s

備考) S工ﾡの宮り支において は工ﾡの細目が報告

され て いないの で省 昭さ 丸ている.

土 工場のﾡ管内容としてみたが・ これらの王功の経営結 

ﾡだけ之一ﾡ表に示すと次表のと おりである。

スア/4衣 各工場分、経営指標

工場名 ペ業貢数 ぬu 収ス 益 ベノヘョリ収益あ

T 2o 天 sフ387 〃クク’ う 2ダ222

i -32 4? 女75 220 3 P4 2ク2

M1 /2 3 $5? o20 3 22 4P5

s ・5 テ 2ク/ pco ラ ス?ど 238



これをみる と収益の点では大ﾡﾡのTと Iエﾡがよく,スいでオ 

階のS工. ヤ3階思のH工の順とっていう-従ボ気ノへョ 

りス益あし同 じょうなﾡ向と示 しそいる.

こフいったも少ない調査率例によって 一たの傾向と見出し なル 

らかの強セ下チニ とはﾡﾡであるが し かしヨれが一多層工場 

2代表 I て いる とすn ば. ﾡ京号の工ﾡは 配座の一般的伝句よ ッ 

し.ヤ、小さい規ﾡのところに中た ろみ/がみらる といえる.

以上 京京市場における規ﾡ列合工場の存えについてみたが次 

ヒ冏機別ごほなく. 会体の工場セ己Lて 今えた合にわける 合 

工の経営なうびに流ユのﾡﾡについ乙 ・ 夫態調症乗にしとついて 

はがめそみよっ くこは束京市場にお る合工之新手作冷油出 

Lて おこなコた - 細は資料領少則).

キず 合杯工場の販乏にフいてぞうろか. これはオ/4表に示さ 

4るごとく 販麦欽宣 貝: 辛ごみた帰合. ﾡ社にみ,商震(ナ/ 

ス内星とふくんだ>にふS2", 目社販売 x4%でやや高社への 

ﾡﾡもネがなく7チっ てuるが(ニれは引査六丁※王場が大代ﾡ工場で 

あったこ とに超回すろ しの とわ ろ ) 傾向 としてわ わ が合 

ﾡﾡに フいての歩へかの ﾡﾡ看に するさ さ どリ と資料洞証 に よっ 

て作成したヤ3回に示さ 小 3 次通研況と怎外し て いるしのとあえら 

え.

ャノク表 合板製業の販売ﾡ

南方 )ヨ 社月ﾡ と は 自社の互売あよび自社宮米所の販を念味ホする.

市社へ 商雇へ 自社販を

既定比率 交4% 4 27 <2ス

まただ別 得意•先別照充割合/みる と オ/ク表にみうれるごと 

く,末京内IにふZ?%, あどは ぐっとなく5～の々ぐらいで 

あるが. 中部く交知とﾡ戸と除く) 山陰以外にはあまねく行さ重

次 /8表 E 域 テ 得意光別販売制合

\ 項 目

地 域 \

地成利 

双引合

をた取え判 ・

■ 商 社 向 ﾡ 大ロ番要 二太加工 *の他

北 ・ E 仁
/2 コア ル

<2/
ソン 

今 ク
%

1 /22

※ 土 ○7 2 4 ?夕4 /◇2

別車頃京2除く) 2 / く, 2 ラ っ s ・ /22

京 京 62 ク 5s ク ク っs . /22

北 陸 e N "/ 2 /Z4 炎 2 /2の

e(モ5 /22

静 岡 e 4 2ク« 2 ? テ/ ク : ・ ルク

饺 知 /2 22 / s 9 ノク/

t業 区福^除く) タム 33. / 55 8 /ク2

大 阪 s.S 2/ マ 4 s 彳％

山 『会 /2

u 陽 o 3 ノ S'.フ s & ・ ! /22

田 ・ ・s s2 4 s /2o

福 町 /22 /20

え(福同々除く) $
• 1

/ク2

o2 ? コ — - 1 — — —
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て いつ.。

ﾡ氏の意別販判合と主な23 のについて沼介し こみると. 

宗ﾡでは商社にS5 F昼にク/ク% 大ロﾡ要者にのミリ22y. 

大阪では方社にコ/2. 「及にど45, 大口ﾡ要若に543%・ 

岡京てはﾡ社に &./%. 円壁: a?%. 大口青受者に 23. ニス 

加 エ デ有にQク%を取売している,

っ さに合ﾡ型ﾡ別の販売たセみると. アノ8表にみら72=とく 

ラワン杯にっいては 東京市場内の商品にぷよ。% 以ス外の向星に 

»2. 南社に4.2 大ロﾡ要ﾡに28%. 国星材については来京、 

内のﾡに今/ ケ ス外の同屋/に44ス%. 大口ﾡ要者に45と.」 

相汁的にいって 東京内の向屋への販定登が多いが =次加工合衣で 

ほ商社に ク48ソ と底例战 に多く. つ いで京京内の向星々3 /ッ大 

口番受者 a/ 。といっ たﾡ合に取ﾡされていろ.

テノ9表 合別販売走

、、販 ﾡ 先 同 a
南 社

大 日 
車要'段

具 内 県 外

普 ラワン校
死 

今< 2 ・ ン
< 2 譚

s/ s 442 5

二次加工合阪 23 / ク4み /

情汚) 景内どは言が存在するﾡ道府ﾡをさす.

次 ﾡ林省の番ふ合板桜造ﾡ資ﾡ調登ﾡ告当の探料さ ってﾡ不入

7 のﾡ竹にフいてみろどャノ8表のゴルく 索京市分における合板工

-54一

の原木入〒たは 表しべていうと, 断社が圧例的にろく タクか 

之占め. ハこリノ○%は原木向屋かの購入になっていう.

商社から家本を購入する場合 40～2%は茶買い のミリsク 

～ 4o は満船司いとなっている . 中部 陰といった方にい< と 

満船買 い の 幸がシ くだってさている.

合ﾡ製業看 か商社 よ ッ 示木 と入す る 汚合 ほとんど5ヘシヵ月 

ぐう い のテ形取ラ で みミせわて いる。はまた ミ こ c 合杯根並デ有 の同
・

- -G5-



屋への合板販ﾡ の合にふれて おくと ごれ しほと んビ手形取引で 現 

ﾡ々へ3カ月ぐういでみるという。

これ ら の手形釈別斯向は ﾡ 次長化の傾向セ示してさこい 

るといn北 る。 れはルずしし健全は姿どはいえない。何故ならばと 

はﾡえ突交動の影部セ大こくうける ニ とにばるかうである.

上 東京市場にﾡ ける 合板工場クﾡﾡなっ がに 流鬼の概況•どその 

神ﾡについ て ふ化てさたが. さ ら に市場ク合夜工場とのﾡにるい 

て次 のような対激を诣病で さ る.

まず文ノ に. 製並工場の向に い< フかの大さな示がみらるこ 

とである-

たとえば. 二

ﾡ京プライ フ ッ ド示 一 東京フラ イウッド. 不工研

え立ベニマ系一足立ベニマ 太千ベニヤ.石ハベニヤ

〒プライ フ ン ド系 - 千住プライ ウ ッ ド 西北ベ=ヤ ボ7ラ 

イ ク ッ ド 豊島ベニヤエ挙. 太洋木材エデ

目系 - 日野木ネ 戸ハベニヤ

吉示 - 大日本ベニャ 工策,ﾡ済海フ・フイウッド. ルタ プライ 

ﾡの各示がみウれる ・

ﾡスに、 にn のき系究工場あるいはとのの合板工号は、合加ﾡ 

門T商ﾡ とリわけ次ノ次向ﾡと の結末が強い二とがあら る.

二れは ノフには西ﾡク沿ﾡ的な成立判情に回するしのである。た 

と え 出足 立べ=マの 政立 にみらるごとく. 気 合械 と い う 向ﾡ剛の 

資本進出 の結果で まだしあ え ある し- 逆に朝日ベニヤ 九ﾡさ工で 

〒住 フ。ライウ ドﾡに みらnる 二とく.合工側かや商ﾡ販械F

作った またいく かの百屋 と の販老提ﾡと しているしのしおる.

"お エナラど円昼どの結束の磁いヤタの理由ビLこ 宗赤市場にお 

けう同屋は 大阪. るおﾡ両市よりしはるかに巨大な合ﾡ寄委をﾡ 

ﾡとL てかわれた向星資本の巨大さとあげる =とがでさる。 二れは 

資本明に商社資本»士之防止し. L っか り と製造工場ご経済9に学 

ﾡしてあくこと がで さてい る ので ある.

オ3の理由 とLて、上述 の 東国 と 表裏の闵係 であm とし方えられる 

が 点木面での両社の表注工 埼ﾡ確の相的 wさ を乃 げ る こ と がで ミ 

る. 二れセおお土かにﾡ量的にしめすビ大阪 そも産両市のﾡ注子 

号は市社から全体め2%, 示木向屋かっ /。 %名賄入しているのに, 

宗京市場では所社のウェイ ト は派L て 4o%, 逆に 京木向屋の ウエ 

イ ト はﾡ大 Lて 40%となっている.

ミ ニで本ﾡに しどり 宗京市場にﾡける合ﾡ工のャ 5 の特校にフ 

u て 3、40 3 と 相対的 にいって 二次加エセ十っているし のがな い こ

2/表 2 次加工しやフ ている普通合本工場

会社る 製品目 会社る 製・目

門 Eベ=v 塗装合板 降谷合表 オーバーレイ合枚

反ベ ニャ 2合ﾡ 化株ばり合板 政合板 化佐ばリ 合

大ﾡほﾡ オーバー レイ 合板 日 本業番製造 •. レイ 合 •

ァライ ウッ ド 表合灰 野田合 ケリント合坂 塗ﾡ合板

ホ京プライウッ ド 〃 浜田な求 
L ..

ウッド 室 主 合板きﾡ合板

松 下不ﾡ リン ト合板 ________________

-56- -37一



どぞある・

い ま. 泉京市分における主合板工場G 同時にス次加エセやってい 

る工場とあげると前表(タクP) のとおりごある.

すナなわ ち 合板工茶会に所ﾡ ( て いる主要な首通合杯エラ火?のう 

ち/3 エﾡが=ス加 工Zやっている. これは彼するごとく大阪, る 

古雇におけ 3 場合より すくない.

3-2-2-3 二次加工 求

東京市における巻通合報工場ぐ 同時に二次加工まごヤってUる o 
は浜並ごビく約 ノ3エ場で万るが. このほか=ス加工等門工が大 

卜さまざさ歌多くﾡを Lている。 tか しながら ニ ら の夫態の王な 

ﾡ硬ば西ﾡなのが天情である。ニニでは=死工ﾡセみおさく,化稚 

ばり合衣 フリント合板 オーハー レイ合本. 塗渋合板なうびに代ボ 

加工合ﾡの5フに分けて そのわ況こ介ナることにする.

まず化雄ばり合ﾡ、についてではおるが こはﾡ天井 壁面か 

ゥ洋クンス, 札 ミッンーブル. 台. 下駄ﾡ. テレビ, ラジオ 

ステレオ幸のキャビネン トにいたるで使われている.とれは 化ﾡ 

ばり合板が き通の合板の表面に世界の木. テ今木&切町!た平セ 

は りあわせた しのであるだ に. ホﾡのしつィ確は自ズの笑しさな 

っ とし理的ワな姿で表現山 て い るためであっ う ・

東示における化ﾡば合板は. ャ 2表にみられ2引とく 2s 二 

で教さnて い 3が このシち 宗京究木ﾡ扱、工外はぎ合石 

ハﾡはP - な っ 乙 いな い ので 三ﾡは主 にヤ ノ次 円星よ 入てい 

• ろ.

ﾡス表 じ椎ばリ合板場

北 =合 板 求額え立区 Tas認定 P-/?

東京銘不学板 ・ 江区 P-// 「収ﾡ表きしやってuる !
ﾡ山名不店 ■ / » •!
短田木 ﾡ工 業 " ク

•

本橋べ二で商会 板橋区 1•

ﾡ 合 夜加 工 ル 品川g
不高会 江東区

秋水田星る木 ノ ﾡ田区
1

未洋学板工承 江ア川E
若水延設 江票区

ﾡ日木工 ク ク

内 外木工業 ク ク

さ名不合扱

残 終 ッキス店 荒川E
「 浦 番 工京区

系示化椎合衣 ﾡ川区

ﾡベ=マ イ E 1
六ﾡ市店 イ お束&

杉合れ加ロエ 港 E
大京工芸 パ え立区

1

索 ﾡ特殊合 本 ク 東区
江 よ 高ﾡﾡ店 ク ﾡ川 E ・

ﾡ 合工芸 4 港 E •■
!

木工試研 兄江 E
山名合ﾡ 港 E
双口 殊台杯 江ﾡ区 !

③)地ズ妖工 卷
剤山不店 束 京都江玄 と :
南 産 茶し・_
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フリン ト合ﾡ. 音通合の上に木乃ﾡしい至百とすく北た師ﾡ 枝術によって再現した=欠加工品でみる。 プリン ト今杯工号はえ/ 表に示されるこどく系京、ﾡ岡に5工ﾡあろ. 汽田定業はﾡ日市に 存左してﾡ板つﾡしおこだって いる ・ 会はアミ ノ アルキッ ド示市 
脂之便用していろのでラッカー系製ﾡより し侵れてu る. 製5名カッ パ ボードとuわれるプリント 合 之月に oo0枚ほ ご生た している, 中越フカ ン トボードでは中越バネルといわ川 るフッン ト合がとF 
3の00枚ほど生左し乙 い る .

ヤ表 プリント合板エす・ ② 咨通プリント 合板 工 場天田産デアリ ン トエ場中メプリントボー ド ﾡ 田 市 ﾡ京布柄ご P-/o8 カッバボード| 宇ﾡバネル
③ 天ﾡ板用に筒易なフリ ン ト カDエ …… 通存印涮术幵根工身ヨ コ 夕 商 会 , 宗京都江ﾡ&さ 二 4 差産 ク ___」

ヨコタ商会 受さこ物た. ﾡ産育は天井杯吊の高学なプリント合ﾡ さ 製し ていろ ゲ. その生ﾡ型はﾡつ考に比萩して枠めて ない.次 にオー バ - レイ 合に フいて 乙うるが こ れは普通合示の表面さ 色々可ﾡﾡでおおって 美ﾡ.W十水生. 研計ﾡ性生 研炉性わよい5N 号をあにえた山りである. オーバーレイ合は加工物穴によって * ラミ ンﾡﾡオーバーレイ 合複 端化 ビニーレ掲需スー バー. レイ 合探 

塩化ビュール科•由オーベーレイ 合板. 超化ビニールﾡ唐オーバー ・ 合本 フェノー ル店 オーベーレイ 合板. 試 ーバーレィ合本.旗才ーベー レイ合板 ゼ の他: の オーバーレイ 台根等各低の 合夜があ る. それらのオーバーレイ合板之ﾡするエナみ»はﾡ2ス衣に示されるしお りである.
ャス表 大ーバーレイ合板工場

0 ホリステルオーーレイ合板(セロハ法. テトロン法 所声法)
東■化学工旅 ハ王子市 ボリエイ ト高砂ゴムエボ 東京都え立区 ハイホライ ト日立長作所 ・ キ央区 >フレート ハイボード新引本火化字エポ 度島区 クリヤライ ト
商 係 化字 ・ 中夫区 ボリエステ ル化校注杯? ソマー化工 品川区 クリーーフイト
運研合成樹脂 中夫E リゴライト日本理研コ4工業 ・ ・ 川 E アボライト東洋す棄品 中天 E ゴールデンボリス
ボ ポ 化 成 Ζ/ " ラーヤーボード
ﾡ和化成工業 ホ ステ型ビニールエ米 ヒッ トボー ド ソーケンヒット

1



②ボ リ王 ス テル荷脂オー バーレイ 合板エナ (至こ式積層法)

師和 産 ※

ﾡ谷産承

木 王 研

ﾡ京都江東区 

酔百市長沼 

決京都立E

Jas 認定 P-ノ2タ ボりス 1
・ P-ノ24 ホリエース|

ホ りネーフ・

メラミ ンﾡ脂オー バー レイ 合板

登手製油済水工場 Tas 認 P ーノ24
市品 名 メラシート

示系ﾡ設 東京都中夫g
ハﾡ不材エ ボ 太田区

③フ7ェノールﾡﾡオーハ ーレイ 合

大鹿徳奥 

受手表ﾡ*1あ 

日本素るき達 天を

京京新坂柄E I
済水市 

浜松市

シンコーフライ

メラシート 合ネ外ﾡ用

ママハ フェノ プラィ

②化ビニ ールオ脂ホー バーレイ 合板

明和産業 来京都江末区 ら、S.ボー ド TOPボード B.Sバネル

テポニール販売 ・ き E アボ=ール

受商行 ・ 墨田 E エースボード

日本化工 枚 ・ ネ用2! ビニール ボー ド

中央区 : c.v ベニヤ

ボ - ド ・ ﾡ田C フランカ、平ミトーン ダンテボード

ヨコク向会 " 工示E K.Yボード 試金ボード ユ=ークボード

東陽納産 ・ 中夫こ P. s ボー ド

大成ﾡ会 ・ エ素区 ミヤコボー ド

秋回雇究木 ・ ﾡ田区 やン グボー ド

ﾡ 野 L エ ・ 干代田E ナイス

ヨ 本不型 研ゴム 。 ヨ川区 アホライ ト

三丁 • 神
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② 装紙類オーバー レA合板

玄 田 室 ボ 静同市 カッパクロ ス

福原木杯工 ※ 系求都江東ほ パ ヘルボー ド パィルトーン

0 オー バーレイ

・年製地 清水市 ラ シート 合板

静済フフイウン ド ク はご3し化症板 、

← ・ トミーソフ ト

② そ のせのオー人 ーレイ

新田べニヤエ茶 東京ﾡ中夫区 プラィメタル

江北ベ=マ裂作所 ・ 兄E メタ ッフ

北三商会 ・ お東E サ>フッ ト

横浜コムエﾡ 港 こ ハマウ ッ ド



全ﾡ合振工は.表のごとく京京に工 田に3エ 

てい る。

云 塗装合工

〇 あ明全装合示

E合坂 

増 沢合 桜

研百県定界所

東京都江東区

! ノ グカラー ネル

© 不笠全合板

〒住ライク ド ﾡ京ﾡえ区 デコボード. カラーオール

ﾡ 田ﾡ系 初 岡万 カッパボー ド、

寄士合板 浩 * 市 ふじメロン

京フイ フッ ド、 索京都江東E グロア

示工研 ・ 立区

日称ェ当 ・ 北 区

彳田今 限 沢会で行っていろ明塗加工の目的は.

②ホオク フ目然美しさとさらに引たせることと共に. こか美し 

さセい フさし保授すること.

多优音:)吸返 塚をPく二とにより合板の反り 曲り まれ幸と防 

止 すろ二 と,

浜法- 試拓加ロ王合について、あるが, こは合ﾡり素面にな付

-54- ^

ナをほどこした 型し・ わげ示械械加工をﾡしたしのであ' 

微祓加工台根を 製造•する 工博 としては 在 日本加工資ﾡ (ﾡ京〒 

代田区) ただ 社が存在し こいa けで汚さ . 二=ク戸品そはサイド 

ホードといわれる. ^

上 株うくの=次加工合板と この桜世工についこみたが.=

っハ =次カエ合ﾡ の 主差は わが回 に お けナる eﾡ工茶つ圧史的ﾡﾡ 

においてべたごとく. 分 く は昭和 53 34以降であり. Lかし音 

通合板よリレーﾡ激 <生産むうび"にﾡ要のﾡ大としたう と てさてい 

るのである. たれごれの=次加ロエ合の主起ﾡ橋にフいては ﾡ述の

こどく オ 会 我と参照 Lていたださたい,

亠 、
5-22-4 ﾡ 社

三井物版 三愛 住及イﾡ定 交モ兼松. 東. エ 

日a 岩干兰茯二の主要商社は. いずし合ととりあフブっている。

=nら。 施合商社は東京市野I 二な し、 て は 普通合板では全体 o/5%, 

=次加工合板乙 は 0 % 0取坂い あを示し 乙 ひる,

ニらのﾡ通板こにフついては、 すでに りべたが,理解と正;にする 

た ゅにふたた びシ料i述する と 音通合扱 のノ5ッ・ヘうちス5% は丸告. 東 

下合 ベニヤ声会. 兄士合衣とス5新ほどのキ/ス向雇に s%は

港口.. 江戸川木な,山春杯ﾡどいった木ﾡﾡﾡに のニリス5クはハ 

の杯不所に販えされる、双高 4o %の=次加工合は ス8 oがネ

/ X内星つ, /2 %が木杯ヨ雇に販売さてい 2 .

南社ヶ 内帝合と本格的に双扱 い雄めた o は HB和 s り 年ﾡから 

で あ役, これはす でに/Ml た すち に この頃ﾡ出合杯が全ﾡ出番のう

-e>5-



ラ ク0～ 8○%をちめるアメリ 7初にうい て低とと始めた 二とと, 

ニアm工合ﾡの生産 と販売にお引 所社資本の委請とが契税となった 

のさ ある.

との水あは. *2グ及に示されるとﾡリ ・ﾡは増加キセ示して 

さている. ナなわう 拓和う火キを/0とL芳合. 56年に同星が

ク,小恐業がノo8.なのに対Lてノ83と 正にﾡﾡ的なﾡ加ﾡ之示し 

こいろ。

・ 来ュ4本 流通依肉列内ﾡ合板取扱列合

商 社の 積ﾡ的 な 合本 通 へ の 参加 に, =次加工部門Tに石いて-営頑 

ﾡであリ こ こにはﾡﾡの差は ﾡ社の系み化がみら 』川 る。

- キス
E分 I和 34 年 35 年 う4 年

商 社 /22 / so /テ3

円 屋 /22 22 ノ/2

卜ﾡ未 /22 /22 /28

たとえばは

大日本ベニャー 伊麻志

砂町ベニマー 住友. 系ﾡ

野田合ﾡ一 三井物産

〒住プラィウッド ー に M 岩井

中村合板ー ゲ般た 字も

力和合 w - 守 运

大修ブライ フッド - M を

九 日 アライ •フッド ー 東吊

束京ハードボード ー 末 ^

え立ベニャー ザ麻起

ハクフライ ウッ ド ー 伊ﾡな

昭海プヲイ ウッド ー 住友.伊ﾡ起

今であろ.

ぜ=ス加工合板八生産と販ﾡにおいて 海社資本の産がお こな 

われた かの理由 にっいて は阪に 4フ の理由 をあけて 説明 したので ニ 

二では普略するが こういっ た傾向はﾡ立一居残リ お高社では 

向屋的性ﾡナらし っ て. ビ方市のﾡ恐にのリ だしているしの しある. 

商社の マージン は. 普通合板では2～3前俊 一次加工合では 

5-4%といったと二うであるという。

• ・ 、

3-2-2-5 合板内向産

東京市にば合本専門円屋と ( こ* s/ 軒ほどの同星が存をしてい 

る. これらの向ﾡは一般に おおさくユっに, っキリヤノ次内向ﾡとャ 

2ス内ﾡ とに分ら』ている.

しか し正 のところ 百者 の航念 は どれ Iほど明確なし のではないの 

cある. というのは両看の中向形態したくさん存存して ひるからでみ 

• る.

一來 ここでは xのような該点より分けてみる.*/ス同足は 

〒ﾡ上高にﾡいては千 ノ0円. ヤる次向建は5円ﾡ役のと ニョ 

であり. また取スね品目につい乙は. ャ/沢向ﾡがての記自の合板セ 

双ねっ ている のに, スス向は 主として タフか次 合振と取扱っ て い
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る。 玉に販売走にフいては. アノ沢内向星ば. 北ﾡ通・ 東北.北阻. 明. 

次下信越とな売回にﾡってい が 文ス次内星は主とLて京京目立に 

かSられているしのが夕い。仕入先については */沢内星は 合本 

宅世茶者および洞社であるのにこ *スな向星は. 数歯茶者およ 

びヤ/ ス内ﾡから購入L ている.

ス上のようび税点に立って大胆に分けてみる と ァノ次内星のﾡち 

ゅうに入る向座は sノ軒の〒のみ5下ほどで, のニリの a4軒はヤ2 

次向星である とテえっ 3 ・

ノ2軒ほどと「糸に! ておこなった調量采より ﾡノ次向ﾡの手 

次別建ﾡ取扱基とみると次25表にみらる ごとく 38だにっ

ニ ク表 キ 次別 建校取武

ヽ'j-こ ま 天
名ス-な---

3e 年 32 年 3テ 〒 イ 考

今 ぎ通合 ンュ
6 ク 2 2 /。&..3

•成 ニスあ工合ﾡ ・ s_ o 4

城 港 校 5 & フ ノ う. <

パーみクルボード 4 ? 4 2

石ボ ド 3 s み 2 フ o

历 / ミ 4 字

丸 太
1

---- 一 ----- ・ ・
合 成研肪製 品 «?. V 2 / ユ5

Pるセメ ン ト 金品 c $
一.........

22 2 3

■ c 2 •• / 
________

・

*wwwT *

一 • I-_ /2ク 2o oo

• 一 ○8-

いていえば金誤で表わしﾡ販売額を/22 とした場合. 普通合板が 

s4.5, フいで=次加工合マ。。%. 五テボードク2% パーテ 

ィクルホードグ0% 試推う4, 合成ﾡ府製司み3%. 装女E 

②s%. 円容セメ ン ト裂品 23 とい っ順才 と刻合セ示L ている. 対一 

示的ワにはき通合、の取量がﾡ少し こ 二次加工合杯の7ロ L て い 

aのが目立フ.

・ニういったような飛ﾡセしっ と思わハる. ャ/ 次戸星は, 音通合板 

の流通のクど%. =次加工今ﾡの 夕0。セ. 工工場から直様ﾡ入Lてい 

a. 所社からの仕入れを入るヒ替通き合板ではクスよ =次m工合 

板乙は クP%と取扱って い a。

活通合衣の ク2 s%I工 卒内 力 衣不吉 に 23 2 ・ 京未声 ユの大ロﾡ

・者にと ﾡ門小完所にノ。/次2次向煙にS4 =次邪工素 

ﾡに2s セオ合部ﾡにノスグセごれもれ販髪している. また=次 

加工合ﾡの フ8%は. ﾡ内のﾡ木同に 3/ 2, "小南にノ®ア 

*2ス内星/に ク/.東京ﾡ立の大ロ番要者に4 光方念ﾡ町府に/夕S, 

う小ﾡ済 にダ ﾡケのﾡ裂若に x5とcれざ販売山 て いる. 

い同じく ノス軒のxノ次内向屋セ対まに し こ おこなった調亜結系に

ょ) 列入および販売制合こみてみるど*ス4表のごと<仕 

入たﾡﾡは山咲と福れ日をﾡくる地に重っているが, 飛京 ($うS%> 

で知(/5ラ%)北ﾡﾡ(?グ%) と解くAS)が主ぞ、 二 

ご全体のふ53%と大半こ占めている. た取売ﾡは- 三れし山店, 

□巨および 円 と味 く 各に 百っていョが しかし 求京(ケ/ 4") 

肉京(/4?%) 北岡 c/2.s ジ) 北 (/ ス%)が 主で 夕<5

を占 めて い る .
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才28 技 地別ﾡ入および販売判合

〜 R 日
ロ ヽ、

入な登販ﾡ登 
比 キこ辛

j

、、\、項 日

比 〜

入なそ
山 字

販乏び品 
生 幸

E 冷 道 22 し.子
• 6

22
な

2 /

系 に z s /a ス 大 • 商 ヌ ダ 2 2
肉 ﾡ
(京示を除く > ノ 2 2 2 山 陰会 ・

東 京 53 テ 夕/ c 山 陽 o 5 a 5

北 商 / / /* s 田 国 a 3

• 2 2 グ 5 百

s s ○ 5 こ 川
(イと除<>

零 .知 /3ミ . 2 / 十 /oo. /22

スに 天ス可産にっいてぐあろが,火 軒ほどと対ﾡにしてお二 

なった訴在派より ス次向屋の手次別座本釈ﾡそとみろと *マ7 

ちの三とく 58おけにフいていえは 金報で表わしたﾡ販究賀セ 

/22 とした帰合. 音通合板が 5o 2%,7い 乙 ニ加 工合板 2ミノッ, 

百 斉ボー ド・/2ミッ 試維 42ク バーティクルボー ド 35ッ, 合 

ﾡ脂へ3。 丸太マ/ん,製ﾡ品/よ ﾡ最セメント製品/o% 

とuった頼方と刻合と示している。 二 の順 と 制合 だけで なく 時示 

的に 番通 合板がア火 し = ス加 エ ・ ﾡがmロ する現求は */ ス向ﾡと 

頬似して いる。ただ九太 り取扱 い が フノ .と わすかで あるかあらわね 

てくる のが注目さハる .

に ウ いっ たﾡへ平扱いセ北フャス次向星は 普ﾡ合の決並の 

ノル% =な加 工合ﾡのﾡじく o ル こ工から ﾡ接ﾡ入 Lている.

次ヤ2夕長 千次別ﾡ林取状号・

5e 异1 32 千 信 考

1 合

板

普通合 ラ,3
こ

_s4ご __2

二次カロエ合板 C Z 22 ダ ミ / ・ •
板 ヨ 4 

________
< 2

パーティクルボー ド 3 5 う 2 5 s

ノ N & 2 5 -
嘱 五 品 2 s 2. < / 8

九 天 / S Z s フ /・

S. 4 / テ

j Fるセメ ント製品 2 % < 2

そ の 他 / ラ ノ ? ノ S

/ク" ・ /◇. / 2e
ヽ

ア ノ次向歴か ウ 流れ る し のセ 含 めそ と.苦通合板ごは タダ%・ 三 

加工合板では /ス ノ%となっこいる。

苦通合のノS«は. マ、«が京京同iの大口寄要者に。3は杯木 

商に販差される. また=次加ロエ合杯のノスノ%は. 東宗房ﾡ要者 

にノノ5 枕木断 に s4を販ﾡしていろ。

同じくス火軒ク次2次同向案の tﾡ結系 よ り. 域列購入お よび販定 

兌成をみる こ呎表 のとお り である. すなわち。 仕入夫ナは主と!て 

京京 ( s4. ス %> と静円 (4夕) で両着で全体 のクス /%と Lめて 

u a. また販売地1京京 ( タク%) とﾡ末 (3スノ) が大ﾡ分
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ャ3◇表 別」ﾡ入およ な、' 販売判合

二、 頂 日

セ み 、
社入る至,吸我聂
E ﾡ生 全

、、項 目 
ビ 成 〜、 比 隼

北 ョ 重 3于 力
○ 6 正 ﾡ

• 示と同
。

◇ /

京 北 2. / ? ク

・. - ・ ・ ・金4キを。 ・ ・キ*一番ャイ番令希金。・

天 & / ?

盘京を除くド ク ク 5z u ﾡ

842 タ フ 山 P

北 店 四 函

中 3
( 盯n绿く) / ◇ • 同

テ 戸 4ラ ' 3 5 こ ・ '41
(福田と除く ゝ

友 知 / * f /◇0 /00

であっそ 全体のテくテ之占めていろ。 二の工うに購入および販も 

地城と しにナ / 次向歴の合よゲし一届 せまいﾡ西にらて uろこ 

とが注目される。

こ=ろで 以上のような茶ﾡと沢事ﾡセ示す 商昼のマーンソは 

如何ﾡであうう か、 千ナ部 にいって ャノ 次戸品の マージンはク〜8 

であり これに歼 I てアス次向昼ハマージンはﾡノ$。程定である. 

ニ の ようァノ 次商登のマ - ブン に対L て ャス次同屋のマー ゾンo 

高いのは. *ノ次ﾡ星の在研がノケ日程友であるのに, キス 次向屋で

5o 日T受 うって ﾡ承が部い ためであるように. との平扱あが 

比 段 に ならない ほどすく ないからである。

だ未 a星林た»うちでﾡし 型要校ﾡは府品の左友と金融枚

7Eの2若てあう どﾡ才れ る。

工直のどう在ﾡ隊能にフいては. 合板においこは せいぜいノ画 

商みぐらいで 未宝でのとニろ満足に二の孫能と果! こい 3とは尽 

わない。
=は 東 未市場 における ばかり こ <.化 の 市ラ= 共通的 に みっ 

るどころである.

次に会ﾡﾡ能にフい こみる. 一般に全融ﾡ能は生た若と小売着に 

対L る汚えれ るが・現在 一ﾡ的にいっそ同星のしフ ず金力かう , 

涛む:二 あ こなわれる こ どがなく っ ている。 ニの宇橋にフい て 

ﾡるために製生茶者に対する手形 の沢済がえセみると ラへ 47月 に 

めび てお 時に ソカ 月上のしのし 相当みう っれる。

=の二とはﾡとボ者ゲ内愛の金成終祀セべ行して 史に 内星との 

gへの金融と おこなっていることセ示アしのごおって 二 れが暴注ﾡ 

冬の資会と圧ﾡナる承回 の/フとしな って いるといわている。

5-2-2-6 木林 向 屋

来京市場 に 不いて 合れしJっ 乙 い る 主なる木材向屋 としては,ﾡ 

a エア木な X求:山合林ﾡ Tア 東都建初弊が、あグられ.。

= ら木枚内星は 音通合板では製造エ埼かウ金体の 流通直の 5 

セ まただ合市社かうじくS". 計/○.之購入し. ニセ主と 

て 従示 一戒の木ﾡの流通において例ﾡみ^深い木海に? 票 

ホ所辺の寄要看に 32そハ 4れ販ﾡしこ い る ・

上のニビく ﾡ京市婦においては, ・板ﾡ通上における木区内え 

ウフェトは 合板キ門内登にﾡﾡしててし たじ市 とリわ 

ナ大市場 o 不 わ内雇にナ比L て み4 こしはる かにハこ い .
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二のこ とば 次のような由による。

② ホ本Fﾡが合恋を平スうようにな-た日のﾡい二と すなわち木 

ホ内産は一ﾡにﾡ和 ss :から合今杯セ取う よウになっ たのこあ

つ,

③ 東示市こは,すでにみたごとく ﾡ華的が原立ﾡ情からいっ 

て向ﾡ」とリわけ六ノス向星とﾡﾡ茶着との束が典く. また預本 

力北いこと Lたがって不わ同えが 不ﾡとの人向同係をﾡ景 

にLて ニ以上 合本末通にくいこしう と I て しなかなかむずかし

「わけて あろ ・

不ﾡ向ﾡヵ流通マージンは,はば*ス次内星のマージンぐらい フま 

り5っとんといわハ, 千ク合杯を上あは. おしべて2円程ﾡで 

おるという。

3-2-2-7 門小高お よ び杯木ﾡ

京京市 場 にば $ ノo。 軒ほ ど の専門 小ﾡﾡ が存在 tて いろ・

号内小老円は 普通合板の流通におい乙はア /次向ﾡがら全流通呈 

の/o/%に当る合叔た財入し 二れ2束京赤同このﾡ委者に販ﾡして 

いる. た=次加工合扱においこは *ノ次向煙より全体の/クク% 

にヨ 引 =次加工合之ﾡ入し てこ と帝受者に小ﾡり L 乙いa・

コ っ いったﾡ門小ﾡﾡに対L て 東京 に 3 ウル町ぽビ存在 l ていろ

材木间リフェイ トは より大たい。 .

こか木ﾡﾡ河ﾡ合と ノ4軒の洞査結采からみると 木 

協ク/4 ラスノとノク, そのク%ご・倒的に木ﾡの釈ﾡ・が 

みくば ,て いう.

-74 -

ﾡ木商ば 寺通令にみいてはヤノ沢産がらス3・ 不才向星か 

, 次スス戸ﾡかうう 南社かうユ5 今計で全音通合左通量の 

5ク%の合板を消共者に小た販え!ている. 二次合杯こは * 

ノ六向星から ラ/3, 木枚内星から/ス, ャス沢商震かう 54, 計 

488の合板と寄委者に販ﾡして いる ・ ・

また同じく ノマ4軒の木高 とﾡに Lておこな っ た調費ﾡに よ , 

て 合本種ﾡ列販究光列平ﾡ型ﾡ合セみ 3と*ュ? 表に ・めさ4 ラ 

ごとく ラワン枚合杯にフいては 主なるﾡ売ﾡは主木素茶者 < 

s44%) ﾡ具製ﾡ茶著(コ s%) ホよび、家具整造央酱 (夕% 

であり. 全体の ク5 発%セ. ﾡ産枚合ﾡについては 土木ﾡﾡ茶者

ヤ/表 合板ﾡ類別販乏た別取をﾡら 合

S衣の預 
取売列

ラワ>枚合 国産ﾡ合灰 *殊合

主太て楽米* 32 マる 2 2% レ
うく. ア こ こス

________________________

教具点上べ者 /S スタ s < / . N i

・製座べ考 2s. 5 6、e 22. / コ,s i

と如な工作栗省 o a 5. e 做 2ク

家庭 用 o 5 o. &

字 衣 ネ 司 做 Ζ. 4 座

R不*師系者 4 / S. S / s Q ・

「ﾡ&ボ 冬 微 試 微

< o & S s ク 2 / < o

…
ノ22 ノo2 /◇2 ノoo

-75-



く2ど%) 二 茶呑 (2&5%) とﾡ示表究示有( ふ5> 

ご会体みテ5こ た三スエ合杯ごは 土木球奈張有(うさアル) 

と具装上楽 (エス/%) が主で会体 みよ4セ なおと L てみ 

た合には 土木祭茶着(25グ%> と連呉製注茶(コステグ)な 

らびに次則製素右 (タス) が主体ご • 全体の 4. «% とこnれさ 

t示している。

専ルをﾡ と材木 シのマージン おしなべこほぼ/。～/夕くら 

いさみるヒいわる。 ・

3-2-2-8 製世デおよび泳通業のきﾡ団体

-こそは煮京市場に おける製茶 お上 — 通策の各種目体もけで な 

く 全固に至る担ﾡについてしふる.

合製と茶にあける 会回に互う成と ・ こは 日本合板工茶銀合, 

日本持殊今ﾡ祖合. ボリエステル化ﾡ本工茶組合 柄出向化柱合板塞 

会 日本令快輸出組合おに び日本今板状査会といっ たしクがある. 

メ下 三のおのの 部代についてﾡに介とおこなう。

キず日不き工茶合についこであるが. この且※発恐端は 昭和 

2キ不 杯劇法 ? を 行 と といこ 我立 ごれた 日本 合派協会そ あ a.

ニウ7会によっ て合八主逢 配諾な今いに秋査がおミてわた.

ス炭,BB和スノキ/F. 日本合本砕会はみ且され, 日本合板エボﾡ 

合亜合会 と tて 出 し. う5ぶ月 条干ャ法に しとづいてﾡ領さ 

・まで続いた. ニカ年合会の同領ととしに 2ミ /2 月に茶釈0長主 

的きたに よ っこ日本合版工茶示部さハ た. 二»カ会ゲョノ はで 

定いた 日 本 合板エ 米ﾡ合がかわって誕生した。

こ ウ 合し 各地にお けナラ 末者 利 ・ 肉係 どが向場 認成アウえ で 

ナおきなき異があらわろにおよんご F8和 ラタ ノス 月 /日セしっ 

て所ﾡL 行示は土海垣 系 系ﾡ. ホ神団 名古屋 大阪. 中回 

およびて ク み地以にぞれそ自へ組合を作リ この注合会 cとて 

存先する十画であるといわる. ﾡ在担合は. 土海道ﾡ示なら 

ひ に六夜にた•け存立.な みて い a.

連合会の目命としては. 合杯のき及宣伝 計亜 清報のﾡ条お 

よ が親勝の送成.界ご あるどいう.

日本特殊合板祖合岐. 昭和ラク年5月にﾡ滅さル このﾡ合京は的 

うを会社でうり ニの目的は ﾡ殊合衣ハ生産の指. 帝での時拒で 

うひ に枝折の 連か改号 を回 ッ. て会京のﾡ全なろ ﾡ及にう与する二 

とセ目ﾡとし

G 神殊合ﾡに肉する普及 宝伝な らびに番ﾡ同発

③ ﾡ殊合ﾡに肉する調問査研ﾡおよび報の文

③ 特殊合の生産に向する次の改きおよび司京の 円上なっびに相 

豆き発

② 会買相互の*各および親雄, 

ネのﾡ茶とお=ってuる.

二め工茶ﾡ会の持費は正会買か月に ノ ○20円,会下が。222F 

は どの会 r•ごまかなわれ こいる.

ホリエステル化ﾡﾡ工茶組合は BB和3夕年3日に火2社をしって 

結及され. 二北レ情殊合板ウちのホり エステルL合板、の巻及、 同 

査 計 技術導および"ﾡといっﾡ二とセ目的とL てい3.

ﾡ出向化権ﾡ烈話会は IB和 ヨょ3月 にきﾡこたしみて 中士



市ラ所え究計 文打研究,ﾡ神交ﾡといっニニとと目的としている. 

日本合坂ﾡ出担合は 記B和22手5月にﾡ立さ化 内社とき老世 

来をとでﾡこれていろ。 二の担合の目aは 不公王1務士取を内 

上L およ ゲ納出】引 ハ秩アを確立 し ならびに 田合点の 共の利会 

2増すう たのの報茶さ行のい.u っ こ 合板ﾡ出ﾡ号"健全こ形及 

と回るこ とにみろ.

その事奈内容と Lては

② 合の予出に肉する部公介, 室伝. 斡旋 • 児見本へのﾡ加との化 

汚外行の誰神玉たは同市セ目的とナっ 汚勃.

② 合杯 八輸出 に肉する 活外 市場 お ェ び輸入寮 若•きり 肉係茶者 ハ 

信用 状えの 界査ならいにﾡ報お よび 資料の 誕果 あよ び程供

③ 合の事出 にﾡナる示産の証正明求よび合の営業の証明

② 朝出向け合板の彝故. ﾡ率 臣項および己表未の不余査はらびに 

この結系の衣示 •.•

・ 合板の称出 に白する 吉4営つ所次お よ びw争の裁

② ﾡ合戸のためにする音通輸出保険ﾡ係ﾡ契行のﾡ

② 合板のﾡに同するﾡ合見にナる手業資金のﾡﾡこ 

であり さのうち②と②とは矢際に行ばっていな い。

ﾡ合のWス入は 担合京ノく台り年3。222円の組合入と 予出 

合杯にナ寸ナる「m金 (アメリカ向ウナラ? ン手において ロ ノ 女方 フィー 

卜当りス 回星本ﾡ注にﾡUては引支5 アメ リカ 以タトりえ域向 

り執出で い ラフン次にっ いこは/ 父 ヶ雇 回雄ﾡにフいこは2夕 6星 

ごあ3 み スフによっ て T かロわハ乙 いる。

日本合検査会部和フツ年み月に張立これたしのこあって 三 

の目的は. 合板状査てﾡ二Hい. 合枚あ京向上とはかり 合定 

ﾡの建辰こ図a 二とにある ・

F8和33午には称査法にしとついこ かはリ広の列る検査と 

おこなっ乙いる.

=: »収入はﾡ左料によってまかはわ1てい ろ.

ス上 系京ばかりでなく 日不会回に互る合杯冬を禁のにマい 

て a ああが、天に主 と して緊京市班こお *るﾡ遊業の塩ﾡにフピ てふ

iL る.

=の担織セL て. 東京合工楽担合と不京ﾡ念帆工米砕同祖令のス 

者がある。

ま ア着 » 東氣合成エ兼俎台 にフUてである ゲ・ 二 れ は ナでにの 

ベ=とく 本合工茶合 o/2ロノ日に力" 2所永とともに独左

Lてそき しのてある ・

こは 東オ、た•けで或なく 五景、ﾡ木永・アf野景,交派 〒 

※具 神奈川 県. 新;局県,山梨県gび、東野杀に おブラ 褰苣荣若と时 

彼uL ニク89は ・杯感世茶の家自父産こ図3ためのルでば平※ 

2おこない 組合京の公王α形活アの代会2ﾡ係L ならびにさの 

任首のを犬および谷預化2司 る ことにおる. こして ニのたのの宇茶と

L て.

② 合杯製使茶に肉するﾡおよび茶点

・ ・表逆奈 に内する 報 た は 飛科のW実 中 ま び供

© ・ﾡ投し茶に同ナる調査研

② 冬走事系に内すナる次にげる刺

イ ﾡ合貝の生産する合本の種共に因するﾡ

・ -79-
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祖合の生走る合板の出所ﾡ豆に因するﾡ

ハ 組合買の主産する合本の主産試病に肉す3制

ニ m各引にる制に附ﾡする宇業

② 合理化 求に内する沢に® ゲる ャ 限

イ 組合兵の生差すろ合のﾡ規に肉ナヨ制ﾡ

ロ 河ラにラる判//に附ﾡする 宇茶

があ5。 しかしいまのところ②と ②の活ﾡはおこなわてUるよウ

には思わ は い,

沢に 東京郡合ﾡ工茶の同合にフい て であ3が 素京市にラけ 

引ﾡ皮来の組合としこ は 大際にはこれだが活発は経済活動と!て 

いるだけである. 天在の頑京都合板工業ﾡ同組合0祖ﾡ 昭和 2a

2月に契可さ」ﾡ立されたしので とれ以浦に立 い て.口手制狙合 

とて 汚在L ていたしのである。

この組合の目的にば, 担合系の相豆助の神にしヒづき,担合月の 

三めに毛て共同宇茶をおこいﾡ合頁の公正な経済活ﾡのﾡ会と確 

保し しっ に担合頁の自主的な経済活予を促連し. かっをの径済的世 

位の内上と回ることにおり このたpの幸茶として.

② 生全 7ワエ・販え 貝写気 係官,重は その他紹合買の爭栄に闵 

ナる六同ﾡ契

②祖合に対ホナ a 報茶楽会の貸付 (ﾡ形切】 &ふ <t ) ちよびﾡ合点 

○ためにナる ざ の信入

③ 中央金年信用協同合 ぶたは 行に対す るﾡ合貢傾秒 の保証 

また は ご J3 ら の 全ﾡﾡ内 ク委任 セっナてする 担合可にナ るヒの 賃 

の承て
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© 合京のき済的地位◇向上)ためにすろ西体内フ諾市結

③ 組合司 の率茶に向する 後莒石 よび伐”の 改き上たに相令宇ボ 

に肉するﾡ規の香スを回 るためつ本有および限の長供

② 担合貢の福利存生に同丁ョﾡ契

② 高各30宇来にFﾡ丁る事奈

幸である。

このうち実際にや→ている経済活ﾡは 金ﾡ 示木な今びに副ﾡﾡ 

(ロータリーレー ス の . テー フﾡ) の持戸研入年て あ る ・

2 の銀合の質本会は.JB和う5 唄に組合かﾡみ立て たノな402 

7Fと 金融の合の日的ス重の府加企でみろ・ 現在 てのﾡ本の 

・承からい って背4億円程族の全は功かせヨ といわ4 え ・

出合頁は 37 名こお ・ 有7 な 製造宸行 は ほ とん ど参加して お リ • 

有力な他合である. Lたがって 合価ﾡの向銀にフいて 不表走 

の時には店的 後述ナ 3 来末になける同壓帽台側と金今をあ い て解決 

と回っZいるといわる。

次に 合本率門同ﾡの組然にフいてみう・

会国にﾡる 内ﾡ祖合とL こ は. 日本ベニヤ 商兼連合会 があ ろ。

二れは昭和30ノノFに成立されたしので. この目的は 天ﾡ次 

八女に ある ごとく. 「ベ=マ枚茶相互の親善とほかリ ﾡデの向上発 

達 H らがに福利増造』 I Fる わけで いっ ならば恐観会的なしっであ 

の。この 爭茶肉春ぼ . 親とはかる ス外に * ク糸にみっnる よゥ 

に 「ベニで阪に南する ﾡなる発明 し くは大な3ﾡ用とﾡ 

［とる看ならびに 販完ﾡのためにエカ方お り た 3有は中中 ま たは花ﾡに 

よリ衣ッし おるい は似宜之 おたうること 之 とおュ。
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在 二の連合会は 東京支杯(東ボべ三下板茶部合/S, 神茶川 

浜合本同ﾡ協同ﾡ合夕 神岡兵ベニマ阪完乱合ノワ> 名古雇女部 

(ちさ雇合市取売4合 *) 大W*評 (大ﾡベニャﾡ所ﾡ組合な 

会ﾡ具ベ=マ板戸飛組合2? 末都ベニマ阪河業合/2, 和ﾡ山べ 

ニマ扱ノs会 夕, 円山べ=マﾡ海求乱合 田ﾡ地区/?. 九光 

z s ) の3支字35?社よ ツﾡ成さ れこいる.

沢に 東京市均おける屋組破につい乙ふ る-

2の組合としては 票京ベ=マﾡ業組合. 来京都べニヤ坂向ﾡや同 

ﾡ合はらひにﾡ沢合本向ﾡﾡ同合 の3っがあろ。

ず、 永ベニャ板業堀合につuてであるが・ ニは、 高だの三と 

<日本ベ=マ根ﾡ業き 合会の系京支部の ゥラ の未択地区におる品 

でみり こ の銀合の目 的し 日本ベ= マ杯商業座合会のしのと同一であ 

るのさ. 二れ以上の党明は省脳する。

京京都ベニマ坂両産ﾡ同組合は m和275月に 田目 丹 

羽保小言広も 安井三部の4氏の発起によリ設立されたしのてうる,

-の目的は A合司の相互次府の神神に とき ・ 合貢のために 

ル函 ﾡ共同率デ2お し x い 銀合頁な正な経済活前のﾡ会セ ﾡ係し 

っ て組合戸の自主的な経済活動之仮進し かフその経済的ﾡ位の向 

上セ図る 二とを 目的とする し ので 主む経済活動とし て 

の F売 ﾡ頁.その他ﾡ合戸の手業に肉する共同ﾡ設

a 領合頁に対アる寺ﾡ資金の質付 (形判引セふくむ)および担合 

買 のた ゆにする入

5 別； ニた める 銀行 また は信用 全単に"•す る ﾡ合 巨 の焦みの係証に 

ェニれ ら 会融 ﾡ肉 o 呉任 2委 てする 担合 買. に 対す ♦ ど の値板の

取立て

② 領合買の経る済的地位の内上のTめにする田体ﾡ内の締結

③ ﾡ合ﾡの指宇茶に肉するき営および状術の交著同上または品合 

ﾡボにﾡする知ﾡの普スと国るための求ﾡおよびﾡ報の供

© 祖合買の福利厚生にﾡする元尿

② 海各考みキ茶に叶帯するまポ ^

淳があげ’られる. ・

現左 ノ □当 り) s。 円で 千 tて/へ 3ロセ MT有 Lている.

執資がは ¥れだ北の他甲にたじて決められるが 総烈クーS億円 

ほどが 組台員 にﾡ付け れて いる・

=ゅa合へKは 理事 4名•壶率2 名で、あり 理事のウラノ人は 

運申長. 2人は副理報氏である が 彼早は理事会にお いてご任されて 

いる. 堀合買は&名で 二れらのく々は大部分 ﾡ京Tﾡに「 

る到理な 流通 の祖いで おる x/ 次 内ﾡ人 々でおる・ この ﾡ合はや 

ごらく内ﾡの組合と ・てiは全国で承し活発なしみの/? SP32

もに価でヵ不をの時部に、家ネ都合根工天ﾡ門組合は生産着の 

表とLて 内産Aと会って市会うヒのベたが 円委側の代意としそ 

は 生 と してオノ次 回直 によ って瞬成さオこしゝる こ の東京新べ=で杯 

内星ﾡP合がスにのべる煮末合根内愛協同乱合よ りし よ ッウェ4 

トが高い とうえるとがでさる。

域後 に. 東京合板内ﾡ協同組合に いて 3れ っ ・

こ北はH和D 32年8Fに 3o人 の円業者により 誤されたし ご 

ある。=の教のﾡ岡ば.ナでにふたﾡ/次ﾡ星によリﾡ成された 

宗京都ベニャ 秋向屋 岡 同細 合にはﾡﾡに入る ニとささ母かった三と,
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L かし互 の経済 状助は 次 ノスﾡ星の人ﾡに 優る と しおら ば りほ と 

のル性があった どに あるしのと電われる。

二 の通今の目的は. ﾡ京ﾡべ 三ャ門ﾡ協同組合と口じであうのご 
・

各略し 宇業内なにけふ る ヒ.

② 西合貝の平衣品の共同販差. 共戸ﾡ買. 共同年告 所運

③ 販 ﾡ価格 そ の他狙合 貢の宇ボに肉する あ定

③ 組合頁にホする手茶無金の貸付 (手形の引セみくむ および祖 

合のために丁る信入

© 同工組合中天会率 その位ﾡ合京の』引金融校因に十する組合買 

の債務 の保、証土たは=れ う り 金ﾡ械内 クで任とっけて お二なっ会 

注にナFT3イ買務の取立

③ ﾡ合貝の経済 ロ位の 向上ためにナる国体協的の結

② 合買の報末に同する経省お上 び枚ﾡの 改替 向上たは田合 ポボ 

に 商す a 戒の答ス こはかるための状点およ ダイ角板 の医供

② (合反の着利写生に肉する手業 、

© ﾡ名琴のﾡ茶に付帝ナる事ポ

テである。

土ﾡ類はノロ 3○ろ円で. ノ人平4ロで 現在/ヘ当リ/0列円

の歌資がお こなわハていう。 L たがっ 乙 登融総ﾡ は 5グ0死円 であ. 

その契の点で宗 京都 ベ ニ マ 商屋1同組合より かに小 さ い。

不野庁 音通合代化十画

同上

3-2-3 大阪合板市場のﾡ造

3-2-3-1 大 阪合ﾡ市 の概た

大市房における合流通の呪えについて し 系京市場にわけ る 

ﾡ合と同じく 普通合板と一次加工合來の2者に分け ま ずﾡ者よ 

ッ認明ナる ・

H和 sフ年Iに例Iセ とると 穴阪市規ド流通する書通合板の# ■主産 

ﾡは門45○ア干方米ほどでおる. このﾡﾡとノク2ととた合 次 

タ日 にみら式 るごとく. 両社に25. 専"1戸®(大とそ古左市帰 

こはアバ 次とアス次向震に分ら こいない>にス・ テス加工示 

著に5o ス 九五,相互およびお港としった木ﾡ内星に/・ 

人口 消策看に す. セ方合杯町ﾡに 5とu クように東売さ』こいる・ 

全体の2※0各量合板こﾡ入! た商社は. ニiセニ次加工不有に 

。 京門F屋にss 木ﾡ商星に今 ざﾡ合不知吉にメスと際た

tてuろ。 ・

製性工ﾡか今/。 高社から5 合「ノ5 をー入し孽木疚岡壁は 

ニセ木材海に2s = 次加工某君に/ 5 ・天ロデへイに2?・ 

と販ﾡしZいる. .

年門向座は 製速工場から25 海社か今88. 合ホうテほど 

瞬入し 二れセ消犬ﾡに/2./・専門小、ﾡ術にぷ$ 次加工希新 

に cs 才木南に s. せヶ合板師ﾡに 3.5 と販えし こ い る.

=ス加エ宗者は製造工場から o ( こ の中には 自社で作っ た苦通 

合雄 ニス加工のﾡに回 しこいるしのこふくくでいる) 社"づ 

ノ。 海門1内星か/8 不ﾡ向ﾡかうノ5 Tとさとﾡ入し 

二 れ に=次加エ セほどこL て いる .
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欠 5回 六阪に お る吾通合板流通検ﾡ図 専門向ﾡから ふ$の合ﾡ貼入したﾡ門小ﾡ高は 三れを 消貸容に ス 5-. 杯木 南に /ほ ど販差 しこい る。次 に= 々加工の流通概足 にフい乙みる。大区 ャ場に おける=加 エ 合板武電 にほばS22ろ干さ木 と 花定 さ
/a. これセいま/20こLたﾡ合、ヤと回に示されるように ずキ =次加工茶者から市社た40, 年門商品に35 せ才合板加市に/ス 木材岡ﾡに/2 門小ﾡﾡに3といウ上 ゥ 取完さていヨ.

帝社は=次mロエ茶若かめ購入L た 42 の三次加工合板(メ下平に合 振といウ)セ. 専門ﾡ昼Iにユ2,木ﾡ商昼にノ2 锚扑・滋賀 • 奈良 
以面の処方合板卸商によ と<れ 2れ販売L て いる ・雨社からス2. 彳次加工条省か,35. 57の合杯之購入Lたﾡ 
バA型は ピn2専門卜担町に引2Z ﾡ木白にsS・JCケ合根可育 
に同じ<&5 木枚向屋に$7て販売している。=次加工業者から/。 商社から2 專门岡屋ジダ S2 ドケノ さ燃入した木ﾡ同昼はﾡ不ﾡに/ス3, 年門小完削にうぶ、消式香に 
24セ販ﾡしている.卓門小だ病は 写『T内星から 54 4 木向星から ラテ =次加エ ※有から3 計うみスを踏入している。 こnセ消下着に3ダ"・林木 
商 にス & を 販売 しそいる。杯太師ば木ﾡ内屋から/? s ・ 年門内電から8$。尊僧小元商から 

ョs. 計 ョ, 4.2J入し 二れ と月ﾡ若にﾡたして いる ・スFが大阪に石ける 合ﾡ流通の 闘況 であるが次に 合旗 の生たと流 
通に涙座丁る各ﾡ肉にフいて とれされ界しそみる.

-- S7 ・



切

4区 大限に おけ る 二次加工合板 究通図
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3-2-3-2 合板ﾡ直業ﾡ京Tにおる と同じく 茶戸状で分ﾡ した大ﾡ市の合振工 こみると ャョ2表=とく 従業ﾡ状400ヘ以上の才/「ﾡエラは、 永大 長末お上び北新合ﾡの引 a00～«o0くの*階居工埼は M 同ベニマ以ス下、 o～々00人の*3階居工は 大阪合下夕 
o0人未活のア4「層エラは 大だ式べ =マ以下 7 合キ2コ ニであ

る. ^ニのほか 小堤標工がかなり存在しているが, 生ﾡ致からいって 
ミ視でさ る ﾡ度 こあるといわる.大ﾡに石ける合ﾡ製工場の神数& 他市(末示とそ古ﾡ) に月 
Iる工用との釈にろOこみると. ずヤノに 系京市における- 
リル原木入 チ に おUて海社よりのﾡ入上キが夕い= と。 フま り全示木 入番のっ ラ アク%を 示し乙 いる。 二の与は名引愛にﾡけ う場合と休 こua. したがって原木貯入の面さらには合板泳通にうしてし高社 文配の 力が貂対的に速い ことセ思わせる. Lしﾡ所に とウぞある。アスに 普通合杯費L茶で=次加工合松と同BキにィFっ こいる しのし 的にみこ 多いこ と. この5では3市の>ち表し県看で予る •

大阪市場におUて =な2工投ﾡしや こいろ 今デ者をラげろと
"表(アス 貝)の通りで おゑ. ナなわ引 大阪市場に名る栄香温 合派エココのっち/o. フまり s◇%くし三次加工をヤっている (東示のﾡ合は既の=ビく . 浦守通合板二場“ア の う引 /5 ナラ,ま リュ ムカ が三 沢7工をやって い るに丁 ざな ひ> ・このよう - 大版 市埼にわuそ き n合 诙匚為ゲ= 天 m 工 合板4 同 時 に製造山 z いるし がホBに多 いL由は.
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ョ々表 大阪市ﾡに おける合 投造工場

彼業京 工茨 大吹スエ泌

x / 火00A以上

永大産系 

長ﾡ合板 

北新合板

* 2
2o。 ヘ上 

(
o◇く 木活

ダ

協円ベニヤ

トーメン建秋工策

帝 ﾡ

ﾡ洋ベ= マ

* 3

/ク◇A以 土

9

220 人 未満

大 他 合 板 

大各工業 

同面ベニマ 

並*ブライウッ ド 

*-合 

南洋市会 

日本ベ=で 

杯ベ=

/ 2c人 不 満 ク

大越ベ=マ 

中穴合板 

ﾡ 洋 ァロ エ 

土井合板 

九き合祝 

大和川合

ゆたか合板

ハ『 1 L マ2

次ョ表 2次加エしやって いる合ﾡ製注素若

会社名 製注・ 目

ネ足 ポ オーバー レイ・ リント. 4な合

大阪合扱エボ オー バーレイ e板

協同ベニマ オーバーレイ. 塗装 合 松

浜汽合ﾡ オーベーレイ 合柄

京洋加エ木杯 述装合ﾡ. 化注ばり合

え甚合杯 オーバー レイ 合板

-合ﾡ工茶 オー バー レイ, プリント. 塗装合

林べニャエ茶 オーバベーレイ 合杯

東洋ベニで 工業 オーバーレイ. フパリント

大 和 川 e 板 天ﾡ

0 大阪市の茶ﾡが商業面で歌パであみる ご と・

③ 東京市場よりし続宇がﾡしく. 利益セー思あげるには二次加工ま

ごのリださざる と行ないこ と.

のみ若セあげることがささる.

ァ3に 二のために大阪市におい乙は 製造工場の 忠謙を次京軍 

場におけるごとく, 従来艮数でみろ 二とはずししそ当でない といつ 

ニヒるるる. とれは次加エ とリわけーバーレイ合杯の製表並にお

いこは. 平位た駐ヨ リ非術に多くのティと至とすろかうでPる ・

=のために- / . 従業艮数で工場.規模を分出て綻営1:慈乏分材し, ﾡ 

標別エ陽卷営办 内否 を比チスナ うる合には 分 プ丁系工場の茶ﾡと割
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ﾡし て おこなわ ぼればなクない。

ャ4に ﾡ京市にお5ほどではないが。 製工号の向に若干の 

示続口係が存在して い a.
たとえば 永大煙系の=と< 立ﾡプライフッドご音通合板セ作リ 

ﾡ商竹味でアリン トﾡエL 永大べニマで販売すると いった よウに会 

く 同一崖英二 、っ ているしのしある。 また大ﾡ合と同星であるﾡ田 

産示といった工>に同一ﾡ本示のし のしある。

スニ 大阪市における合二の4キﾡについてみたが 次F上 

述の二 とく制内糸はあると してし。 東宗にろける合と同じくﾡﾡ 

列に代表的な工之送んで, ビ の冬営内容 を 紹介 し こみよっ,

ます 次/階ﾡにほするH会社にフついてであるが. 二の工は者通 

合都内ではロータリーレース3. ドライヤー2 ホットフレス2」 

=ス加工部門ではﾡ砕ﾡaみ. ドライヤース ホットプレス4 舍ラ機 

/とUマた株城ﾡﾡ之しってuる。

従業買は s30名で. このフちノク0〜クくが非現求那門の住報に従 

率してい う。

この工ﾡの示木入干および販売力は. 大分 ﾡ社である。

昭ね うs におョ ニ の会社の経営り支内容はャ 3α表にみられ 

るごとく, 空ほ春に 2 广タノクマルク 円,従来具ノ 人当り は竈荷 は

2 45 く 円どなっている。

次に ャ2眉にﾡする火会社にフい乙ふれる。会社の彼戒嵌常に 

つ い こ は、ﾡ表の記入 しのた めや ニンがときない. 天業尺は222 
くほどで コ のラ ち e ヘが非現茶であき.

. 原木は主につっの市社から入し, 版を に打ひて氏 醫比. 内寄と

ア3表 H工の営り支内容

坡 目

合 杯 台 式 s<5
/222円 

25ぷ

総
工

(

塲

, エ 京項全 t合 科

ミょ/

*ラ ど

2テ ク

/ミ1 力 料 金 53 s <

* 価 償 却 S/ テ

支
他

茶 • Ζ こ? oラ

ボ: 合 料

公 租 公 嫁 3マ2

消

の

品

ィ位

/

22

・sS

e 今2

合 t ノS2 _

総 L区 注 Ζ 二 e /

她 /◇コ

しに 主に高社に販ﾡして いる.

こ の 会社の経き収支は 35表に示され るよウに と収益はユ22.
52 oe。 円. ボ点 ノへ当リ 次益 高 は “ み5Sテ25 円である。

ﾡ3層に入る○会社にフいそごあるが ミハ会社2微ﾡ試荷に 

ロータリーミ ドラAヤー/ 小ットプレスュナンダース さゥに 

ス加工都バのﾡ林ﾡﾡと ( ラ ミネートマッ ン ノ 幸をしっこいる。

--S5



六3よ振 K会社ハ経営支内容 て5ど表 ○会社へ経営夫内容

項 目

原 黄 ss8
マご

総
工 慘 賞 /2 // 5

エ 貝長 金e 料 s c44

ﾡ 力 掛 会 チ s 2
く

減 価 べ ま ポ /5

支

1 こ の 2 ふ52

案 資 ミ

極 貝 蛤 料 / ラ女 <

公和公 課 s- ふ2 7

出
消 ・ 祀 目 /ミ 8*5

と の 他 s < ◇/と

会 計 • 55 o。 2

U又 迎 あ タギプ 22 ク

2 ."又 益 <s 222

業京*ノ5名で, このうち ス5名が非ﾡ業新門に従事している・

原下入手たは 安宅 き券 田産茶幸であり・取ﾡは =な加工 

合にフいては三ﾡがゃ絶代理店とな って- 手にひミラけ また香通合 

板にフいこはま宅と いった高社のほかに大阪市内の向ﾡに販ﾡし て い

る. I

会社の怪せ収支は*34表 みうハるごと<, と収ス益引44クイ2°

F、従業京 ノヘ当 り の益高Iは 5ノ®?405円とな >ざいる。

長に. ﾡ火ﾡの会社にフいてみる。この会社はロークリーレ 

ース々,ホットプレスノ, ドライヤー2といった つま リノ ライン の 

松表備をし っている。

伏業区 (はァ◇スどさ・ ニカフ /。 くほ ど べ卜現茶FT に属t こ 

いる.
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ﾡラ7永 D会社の産営収支内容

系木は平団産業 野神買易. 療松 大永木才ﾡからノ2日手形でﾡ 
入しこいる。販売は京裕に全師涙している・ 経ぎ支はﾡ3ク表のごとく 制、 改 ノメs57とPF, 茶項ノ人当リのﾡはご炎442553円である.

以ス上 さ ごれﾡ階でから 代表的な工と送えで.その経吾 内窓 にフいて紹介 したが れ と ノﾡ表に 示すとャ う6表にみうる

ﾡう表 各工の経営永
「—....— 
工名 従策取牧 とW益 従業京ノヘヨッ基き

ss2 ^ 22名/保? 20 戸2 ぞざ5/ダダ
ベ 22 2◇ど ふ52 20o 〜 os5$2S
o < d 707 3 /テ7 soS
2 タク /夂 5$クce2 > 2x7355

ごとく. そり益あは工焼模の大さくだるにフィ こﾡ大Lてい てい 
る. この点.傾門的には県京市にﾡけるﾡ達工湯の分祈徳系みうい は全回 の工場と対まに し たﾡ査に8 uこみらn た 経営能年の中だる 
み傾向みら れない。また状茶員 ノ ヘ当 りの吹益高 大規ﾡ工"が式下位であるこ と およびそれセ除いこはほぼ規ﾡﾡに比例L こ 大さくなって uヨ こと は注目さ る べさである .上. 大岡市場における規ﾡ列合板工ﾡの概況にフいこみたが 次 に全工場と一本にちえて、 エ 埼の経苦 と 流通J こっ』て秀承する。このために 大阪市にﾡける 工かう 5社どしでやっ たわわ 
れの査も系によろ と 次のとおりこある。まず,販売ﾡにフいこであるが. 二れは次表にみられるように ﾡ 売故量幸でみた合.戸社に。○% 向星に3?ス, 自社販売 コテと いった割合にっ こいる, わ れわ化列に有若に対るさヒりと 資料調査によって 作ったギ Sへ と 図におけよりし 両社 フェイ ト が言く ごている が この二とは二こごの 六系がや大

一や7一



次ョク表 合央に茶の販売売売

ヨR モ 先 同 社 百社販

2 5ラ 2 っ 終 /222

規工に傾った こ と にえ回 しているとﾡわ うガ 個向として. 

同じようなお系にな っていうというニヒが乙さる。

京京市にﾡける合と相建L て 商社のウェイ ト の大さいこヒが 

注目 さ*う。

ま た地列, ﾡ方た列既をﾡ合セみう と. 次ミ»表の三とく 大阪 

市内 、 の 販ﾡが & 6 % と圧倒的に 多く. っいご福ﾡにノク4. 

索ﾡに /ど. $-%. 山Pに $%. ﾡ々 の 順に なって いる。

次に 主な戒につい、てイ急別販売夫セみてみると 大阪では 

商社43く.向タフ8ク, 大ロﾡﾡ為sさ. =次加エ2/,であり、 

福岡ごは商社 ク N.S. 店震 フク. 大ロ帝裂者s8, 東京では声社 

/3. 円星43.2, 大口ﾡでオケ4. 山pでは市社45, 向径 

ョ 5といっ たﾡ合 cみる。

なお 合ﾡ種類列のﾡ売セみると 次2/表のごとく. ラワン 

にっいては 内社に45.4%, 大阪以外のﾡの内屋にス5グ,大 

み内同産に// ノ%ヒ販ﾡし, ニス加工合については,所社に 

ゲユ/ 大V内の向た23ク% 大: 限以外の卅域の向理に“ ククハ 

とのに a o セ販た山 てuる.

ヤダ2表 地 別 , 得意 先 デ以 足 剥合

| セ 域 \

域列

販老引合

評

所 社 内 壁 大口行委=X加工 との

------------------- - --一*

東____ ヒ

二 , る!

ダ ノ

シ/a2
2ニ2

e1 ッ ム ンs
/クレ

/ク0
1向京便京を除く) < ? 2/ s ク ? 1 /e2 ・
P_二

e m /< a 432 /22
北 店 6ア /◇ $ ケ, s 22
中 邦
期砌ERRS) e < 3S/ <42 /今ク

「 百 a 2 ノp0
----・

/◇◇
ロ 3 フ 9 e . 2e 2 /22

後(阪と除く) 5 s 2 < 4タグ “ク

< 45& :&2 s4 2 / /eク

- 7 夕 2 クタ o , /22
广―一号 s 4 4 テ [・

• /22
四 回 2 5 / 5 22 . /22
・_______回

/〃 & ジム $ ノ2 ク s /クP
九州(福日之ﾡく) /* 2 1 s4 / !

]___/20
「--

/2C. © I___

©8..



六ィ/表 合杯種ﾡテ 麦

、、、 販乏え 

今荻種類 \

商

承 内 ﾡ 外
向 社 大ロ帝で者

・
その包

ラワンサ
。

/メ /
%

フ ダ 436

二次初工合板 ラ2 o 7 «夕 / ノイ 2 2 o
、情方)米内とは自社が在在する有行景とさす。

3-2-2-3 ニス加工業

香西合状製注奈者で=次加工さ やっ 乙い るし のは e 社でおる こ 

とはﾡばのと石 りてあ るが このほかニア加工とﾡ門にやって いる大 

テ会社どしては ﾡ日ﾡ合杯 納同化粧合板、(HB和ラ7年2月に 

同べニヤと合) ・ 小池化合てうがに及ﾡ神殊合、(永大産茶へ 

テ会社) ﾡがある。

ニのほか 小規ﾡ二文加工ﾡ君がたくてん存をしているが との 

実態に っいマ は明白 でない。

なあ, 大阪市場において注目さ川ろべさこ とは合円屋で=ス7工 

しやっている しのが系示とと古星にヒ L て非常に多 uことるうる. 

たとえは ツ バメ 建杭(塗装合板). ﾡ合ﾡ(プリント. オーベー

イ合) 日た合ﾡ(はり天), ユッカ木ﾡ工茶(はり天)会申 

物た (交装台ﾡ) といった 大テ同Iに=次ロエセやって い る しのが s 
くみらLる, この由についこは 内産うところで桜する.

3-2-3-4 両 社

■ 大阪の合ﾡ流ﾡにみいて 寄社の=める ウエA トチ 相対的に弓い・ 

香合板 と=ス加エ 合孫 に 天列 L て 南社 入 流通上 にお引状能と 

君物忱泥にっu Z戶、札る。

ます. 皆通合板流通について左 あをか’ すごにばべたごとく高 

大双市における会流面盛»ワ2タ"。2製工ﾡよりﾡ入し ニ と 

=ス加工業ﾡにノ 尊門冏星にケケ. 木材向屋にタ,う合那高 

:ノ2 ととれさ れ販売 しそいろ。

と: 3で大阪市場に石ける これ 送れみﾡ社の平状号はヌ何程て あ 

ろうか.

いま. 声社全体の取平扱登セ/p。とした場合 読松コュン,,を圭/9 
% 三ホ/8%. 三ﾡ/グ.・伊ホ定クな, こみせス2%と花沢れ 

ろ. ・

ﾡ松 は北 新合板の 全生産量 セ承扱い . 土た伏ﾡﾡはな ﾡ 合 ﾡを平 

扱って いることは注目されるべさであゐ。

ヌに. =次加工合の流通についてさあらが、 大阪市方に供こ北 

る=スエ今ﾡは ・e ぐらuが大阪に存在するスエ奈害か 

のニリ 乙0。が名古産(主三ヒLて中村合板- ナプコ ー 洋ベニ 

▼ﾡ) 詞岡(野宙 合仮ー カッバ ー 等>なら がにた州(位答今板 

ﾡ)早か入荷さ こいろ.

=スm工合杯の流通における 内社へ ウエイトは首通合う場合よ リ 

. さらにおおさく,全入荷ﾡの2 %か間社を通じ. =は本門 

ﾡに2夕 本ﾡ商向星に/ク 地合町ﾡに8こ こnれごrﾡ政ﾡこ 

こuる
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全入荷猛を. そその市社がﾡ行ﾡっ乙 いるかを正ﾡにた 

すa ニとはﾡかしいが, 忙萩的し うるフリン ト合杯セFじに今え 

れば. 全ﾡﾡ登セo。と tた合 主友ﾡ学 ラ。 ミ宅 ユ ノ%• 三 

井ノ& この化う。%と花定さルる。

住反司手と安 芸の近間社は. 中村合杯全ナプコ生た量の?5 さ 

販売しZいる.また 三井物産はﾡ岡へ野田合の製殺品之取扱っ てい 

る ・

足になるが 責争同の却田合板の製品は な宅.赤松. 三ホ, 三夫 

写で全取 て u多といわ る。

海社の合れﾡへと販売における決済は uずしチ形 (/o～o 
日) こおこなLていると考えられる。 

・ ・
いすれに L乙し 大阪の合扱市乃における育社の正出は宋末にあけ 

ろよりし激しく い, .
> ノ . \

- の理由 としては.

の 大W市場においる は 末京市におけろ よリ北ース加工nク総 

ほがﾡ酒であ3こと. =ス加工#門1八殆属にあたっては 院進 の ゴ 

と<, 外国からﾡ数ﾡ投性の税械之ﾡ入する 際に 多繰の資本がルで 

ご方ろこと キた林製乱順た上にPける 色漢 Aそみﾡする に モ 性 

があること さらに利益孝が=次加工引にいる よりあいこヒ,

サ 下ﾡ市ﾡにおいて 他市にみ4 さいほど圧例的支配カセしっ 

てい た 木衣て白屋の T天ﾡ的 な運出 と ﾡ景 と 7& 合 ﾡ寄ﾡが素示 市場 

お :ナ 2 は ど大 さ < ない マ由 3 今杯専 円 内 か 経済 t が ホ宋 

五ける ほ と 強く工 いこ と がおげろ ことがで会る .

市社のマージンは 余京にわけると同じく干的にいて 吾通合 

ﾡにおい乙 マへ3 =次初工司に いて へ 5% と一般に いわ れ 乙 

いる ・

• 大のﾡ社中には. 永大とか長浜合ﾡﾡの表茶書が消食者に富 

結する ﾡﾡセ って いくという 動向に対ﾡ し こ 自らう の合今杯 

走ﾡをﾡ本的にバック・ フップして 販ﾡ税に石いて花Lて行二う 

とアる ﾡとﾡ極引にとっ ていくしのしある. ここらにし, 大阪市号 

続争ﾡ化. - 滞セみ ること ができ る。

3-2-3-5 合ﾡ専門向ﾡ

大所市に おる 合年門 円ﾡは内 2ノキ千ほビである ・

これらの同定の年ス列杯京登で. ノ5の商星セﾡ余にして テ

こった査示よリみると *4◇根にみらるごとく だ 

けにフいていえば. 金額ご表わ[た総販ﾡﾡセル2YLたj合 =次 

加工合板が42 sy。 昔返合板が 5/ ふ, 試生杯が4% 石青ボー 

ドが42. 合成ﾡT製品ラ?%.ーティクルボードが5/ﾡ 
材品がノz. 内恐セ*ントﾡ品2S. 九太が2マ%こいっに承今と 

ﾡ合た示 していろ. ﾡ系列的にみると . 求京におけると 目じ、書通合 

坂のR本ら」合がﾡ少し. 撃に. 次0工今ﾡの加しているっが注目さる.

ﾡィ 2 次別材取ﾡﾡ

. し .. S 坂 3な バーティク 
生ンだ ダニ ビ ※おる 丸 太 發 製ざ そ切也 き。 廣父函M< d9 三ぐ4姿

” 立 222 2 三六 J 4 -2→ 么
・ア こc2名 「・.**" '•…

Z
32 e

乙 /
ル 2

3ク/
238 フノ

g う
2 &
2 <22

< 2 <<
28

ヽ/
4 乙

「eと
[2
.,

こもめ』止、 こういった対のR扱い内»ちそフ、 が(は 訪今 

についマは. ﾡ』て場から全通ﾡめ。z. 西せかつ 2炉% ラダ 

をﾡ人し. ミaを大ら消右に◇3 )»、ﾡ高)にS 十永ﾡに
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5 セ方合杯町有にう3をそれご1ﾡしていろ・ また 次加工合 

杯にフいては ニヌ加工茶者か全体ハ3テ%. 南社かうマス%,計 

5クセ貼入して. それセ互門小売ﾡにう4 木所にβs 不材向 

をに5ク,消ﾡおにフ? 地ヶ合振町高にﾡ5セ これ送れ販ﾡIて 

いる. また・=ス加工合杯にフuては =ス加工茶者から会体の55 
%. 商社ゲ2、 計57こ購入して. これとﾡ門小走河に3/4. 
ﾡ木南にふ5 本ﾡ向震に7 消ﾡ者にフタ 地方合ﾡ打市に今5 
セ とれ ご貼定 し乙いる.

ハま 同じく ノ5軒の商ﾡセ対索に Lておニっ た調ﾡ*ち示により 

74月入およい"販完制合之みてみると 次α/表のごとく仕入も 

池域は 因と中部と除く各ﾡに互っているが 受知(うタ4) と 

大 (552> が主で. これ で全体のクダ S%ともめている。 た取 

ﾡ地は とれ二 そ全地にﾡっ こいる が・ 大阪 (z4 ス) と代 

(&が主 で. こ ご全体 の6み%さ示して ひる.

以ス上が 大ﾡにおける合ﾡ向屋のﾡﾡと流通のﾡえであるが 会後 

に このしめくくりとL乙 他市念「比にﾡい乙みた。 合浜向星の 

キ徴にフいこみるヒ沢のとﾡリごある。 ・

② 大阪の合板向屋の経営規様は. おしなべて束示にﾡけるよしか 

こいこと. すなわち 東京のャ】次戸屋にい規ﾡセしフしのとし 

ては せいせい協和星茶,菊永 ;根正合 林ベニヤマ ヒ不起ぁ申 

および金甲産のと社くっいて あヒ /5軒は 宗ﾡのオス次内型 

ないし これ 下 ぐっ い の経宮焼示セし ってる こすさαu.
③ 大阪におる合反製造栄者の神と して 二次加工ル同赚に — 

いろL が相 対丁的 に多いことはﾡ［たが.さ &.u 二次クロ エzn っ

ヤ43衣 地列 入およ び 賑え别 合

[ 士入*量 な狂 
た 平に 率

* 改せirt 翌
取え※猛
く や

「北 さ i ル 2 % 
夕 r炎(ほ )

%2 4 / C
・・上 c ? e ? 大 5 2

| 内具(際く)
:------------
__ e P 山 • 2 4 X o

回 京 う * u 陽 / e ミ <

1 北 ﾡ / 四 回 Z 6 z e
「•ニ；宀」 ✓ 2 福 < & 。

< / 九州(梅尚と脉) ッ ラ

友 知 ・2< < フ バクP 2 /20 ,

こいるし のが相対的に 夕山こと は既ば したが 同ほ 二沢力0工とや 

っマい8しの が相的に 夕uこと がおら 3 ・
たとえば. ッバメ選林,波速合, 日鹿合 林ベニマ、ユタカ 

木状エボ本よび金ﾡ物産ﾡか指さ れ る。

③ おしなべて向屋といってし, かなり消ﾡ者にﾡﾡするのが多い 

二と. たとえば紅中海会. 江豊. 商会まは,杭木明に切充す 3 と いう 

よりし 主としこ大ロ消費者へ 古ﾡ セわっている。

上i述の③③の特ﾡ点からいって 大阪市場には 特所 東京市にお 

け るよう に色然たる同星こい うしのが存在しないということにしなる 

n けである -

この原因は一体. 茶にあるというのであろうか、 

このことについては すでに別のべからふたが 要なこと
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ヵで1ﾡする こ とといと わず沢に列革 してみろ・

② 京京市場におけるほど 大阪市ルには大さα希ﾡがなく,資本" 

に沢京ほど強力になれなかったこ と.

③ 東京とる古雇岡市場にみらていほど. 木ﾡﾡ通上強力なク王 

トセ占めている木ﾡ市た会社の木N建が,ﾡﾡ活台風以ﾡ 体 

販え の上で従末同係の深かっ た杯木ﾡのルー ト セ通じ て合板の販き 

にの リだしてさたこと.

③ 大阪市にあいて.最し系若に=次加工合が生産されるよウに 

って 玩述ハごとさ理由 ( 二れに いて は商枚の 頂上 参魚)に よ 

って商社の合本流通上に才 るウェイ ト が一ﾡ強くなってさた三 と.

3-2-3-6 ネ者門量

大ﾡ市場にさいミ は木林は さくから主 こして 市売セ通じて小を育 

に販起これてさた.

二の市ﾡというのは いとっかの市売素荷向ﾡが木称セ素科L せ 

リあ貢によ りﾡ木商に木称を販ﾡするしのであり したがっ大 

においそ はも くから 市たﾡﾡ向歴 の 資本乃 が大さ く. また増加 ・ こ さ 

ている のである.

こっいった力な資本カ セ北 フ不林業荷内ﾡは 従未で一般川校 

2 中ビにビりあっかってさたのであるが、ﾡ雄 の ゴ どく ダ第万台 頭 さ 

契ﾡにLて Ig和32年と日かう. まず丸五河店が合板。孙宜しIを四 

み その殺 相沢いでﾡはP屋ゲ 合板を取吹うよ>になってさて 

いa.

混在 成羽 久 L五 南港おとび相互が大こくっている.

ニれら 仞取次い割合は. 普通合ﾡと二次加工合板之合わせた木林印 

足の継取扱ﾡをoe と とた場合, 瀬 5o。(主としこ 苦通合杯)・ 

久我 30%. 九工25%(主とLてフリント合杯) 商港と相翌でテ 

%ヒいったところごある-

刃在 二れらの向屋の誕宮ﾡ法は 乱 五は同一商右の第n別 と しこ 

合本之取次っているが、他のスアﾡﾡでは全く木ﾡ翔Y1と列個の 

経答体とLて合本、2取扱って いる, たとえばスでは木ﾡセ取ﾡう有 

2久秘市店. 合規セ取ﾡう 定と ス戒産茶ビ いっこいる・

ごらの 木枚 内屋は 当 初 • 合板流通に占めるウエイトは 非常 に小 さ 

かっだが.協年大さくなってさている. 三れはノフには ﾡ従の三と 

と.依等の資本力の大さいてこ. みっには* 従示までの木校流画ぢ 

じこの林木海 との索密な人同用保による山のと旭われる・

と=ろさ 4折の木ﾡ内星セ片象にt こおこなったW金衆によラ 

乙,ﾡの年次別定校取扱量セみると *火«表のごどく3夕年に例 

ことると.=次加工合板引&. 普通合板/* 7%, 合成あ精製岳 

〃ク％, 石ﾡボード»4y 製林受 と円容セメ> 卜ﾡ呂はそで止 

g 織摊被 α7ゅ,バーティ クルホー ド ョ<%と いった制合と 

なセ示Lている. : こごし遂年•傾向として普通•台板の萃扱訓台の沢少 

tてさているのが注目さハる・さらに 木ル向屋にし こは・ 報校呂の 

取ﾡ切合が小さい=とが目につくが, 二れは前びの三とく 大軒分ク 

天がH型 が資な的 には問一ではおaのに 一た ・本 門 と ﾡ個 A ( 営 

体として秀えているため乙ある。

次に ャ5～4図によって 二こてたたび木ﾡ向の合板流通上 

:おけるクエィ トセ師祭づけるために の流通承択量をみてみよう,
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次4り表 キ次列定ﾡ取割合
34 隼 s? 辜 5? 平

・ 普通合 5x 3ス ニム. ・ス / ク1 ----------------------------- ﾡ 1 二次加工合板 ス 2 3ノ ラ s&. /成 後 ﾡ a < 4 ア 厂 • -•グ 7パーティ クルボー ド ク " .....-- --- 3 2
石 斉 ボー ド・ • 準 1 —u • - — Mt . • , • -ペ®～------一®®-ペャー-®- -:製ﾡ品 ノ 2 一 2 1 ? /
丸 太合及ﾡ脂製 品 フ 火 ノ&i ___/ ク商容セメント 製 目 っ /そ の 他 / a / a 4 火

計 /22 /oe /2e

. 芳合にPいくIは 木林向産 大『における全等通合が流ﾡ とoクとLた場合 ノ○と製造求各かっ 今をﾡ社から購入し れ を材木ﾡに/ス.ぷ =次加ロエ業者に/5. 消費考にQ7と とれどて 販売 している。
=次加工合ﾡに おい 乙は 全二次加ロエ合板流通量セ o。 と L た場合 業着から o 市社から o さらに卑門合板星か 57, オス57 

2ﾡ入し これを材木ﾡにノタ5. ﾡ門小完商に38 消ﾡ右に24 
と それごれ販定し乙いる-

xに ャグ表の合込百じ巨査によ:て rei別ﾡ入および販 

判会とみろと, «ダ表のこどく 入たは主として大ﾡ(2ダスカ) と委知 (/ダ?%) で 二ご全体のパ2ヲ%と占めている. またﾡ 
ﾡ走は大阪 ( クタ %) どﾡ (/ 火) が主体で、全体の P2+ と示している.
台板同屋 の场合 上 り 進城が地无 に余中 こいる のが注目 される。査ポに よると 木ﾡ向星の干的た上あは 部和 s4 年に億 
7200円 37年に3倍り000ケ円 38年に5◇○○づFとな、 っている. そLこ 依彼ﾡの マージンはほ ば 4 %く いごあると 花定 
さて いる.

ヤぐ$衣 地域 別解入 お 広 び 験 こ シ
、 目 

生 城 _--
社入なﾡ 
生 全

取を数呈 ;
Jt 主 1
- 項 目 
地 域. --

入せ
比 主 比 全

に 活 墜 u祝(大阪2除く) 2 ご

案 に 大 / クタ 2 フ 2

河東領京と桧く) u 陰

* N 22
--------------------------3

山 /

北 P
〒 ..... 一郭マ

次向•静岡と除く)

— / 2

・

西 国

福 円

岡 2 2 た州(福戸と除く)

.......
ニ ウ•

買 知 /火 7 Ζ ス /24 /丝
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3-2-つ-7 専門小定所 やよび林木商

大ﾡ市場には ふ○軒ほどの専門 ﾡ南が存在 Lている.

r小ﾡﾡは 香通合杯流通に お い乙は. 会党 通 合夜流通 量を

o と L たﾡ合 &5と。 に済た * u わずか の 合极 を 再 り回屋か 

ラ貯入 L = を方責者に25 不戸 に/ とそれ送れ販走している. 

二次m工合杯の流通におい乙は。 全=次m工合板流通量セノ22 と L た

合 源門向屋から 3ノ4 .木材向足かう 35 さっに二次加エ栄為 

かっ 5. 合計 s& 2 と購入 し ニ と消貴ﾡに大引分0う4 4をの 

ニ38 とﾡ木商 に 販定 し乙 uる。

うヌに, 杯木市Iにフいてふハるが・ 林木同は大際市婦に/S0軒ほ 

ど存在と こいる.

林木ﾡ の杯列双ﾡ夕合 セ. e ﾡ〒の引査果よ りみると 木ﾡ 

クク%. 合板、ク・ この他グ%といった割合と示し乙いる。

ミういっ た京扱内容 をしっ 林木所 は. 香通合板に おい乙 は全者通合 

板宗近量をん2とLた場合 木ﾡ向星かノス8 ﾡ門向星かゥ5 

専門小え商から/. 合計ノs&をﾡ入して. こを消費着にﾡ定して 

いる. 二次加工合、にっいては. 木ﾡ内屋から 23. 専門商ﾡかっ 

みダ, 亭門卜芝商高かっ3s 合計3/4とﾡ入し にれとﾡ京者に販 

ﾡしている。

ノ4年0は不育 の銅資結果によ っ 2・ 合板建類別版理先別取次技龍 

割合をみる と 々の"表のごとく. ラワン材合ﾡについては 具裂 

茶着(4クS) と上小連票柔痛 (う&.4> が主体で, 全体の 夕3.? 

セ 回産枚合板 にっいて はだの工Eボ者 く4う%»と 土木系ﾡ 

若( 引今フッ。)が主で会体のシと.7%と ま、た=次加工合ﾡでは主

次なく表 合示種ﾡ別販ﾡた列取状武学合

「る本の和奈
ラワ>材合枚 画ﾡ本合板 =次加工合ﾡ 時 十販差た-

土不察求有 35. 7 23 ・う5 4

S具裂造求ﾡ マ 5 ら / 5

・具*と業者 42 5 依____ ?
*の工作茶者 2 e 43 o ミ 2 <. マ
ネ促甲 3 テ a 2 < s s o

学ﾡﾡﾡ 同 o " べ
不状商ず有 2 フ ・

E 2 < 7

包装築省 数
. ・ '

も • ベ
そ の イ 欲

・ 械
/2○ / クル. /◇の. /◇2

に土木延菜樂者で全体の &ダ3%と与めている。

総汁 Lてみた場合には. 土木ﾡ崇ボ者 (554% とﾡ具製法※為 

(2タク%)が 主体で全体 の $5.3。と占めている。

3-2-3-8 袋注米お上び 流 通業 o 各種団体

大ﾡ、にﾡける製逆茶着の国体は. 日本合板工茶ﾡ合大広*打。 大 

府合版エボ組合 および肉面合板工米協口組合の 5替で ある。

日本合源工茶担合大阪支新は.従未 親ﾡとか十ﾡ会およ び苦ス 

fを目的ヒLて 活功して いTが 既 を のごとく 昭和 ラタ年ノス 月/日

しって ﾡ故し。 現在. 新た な に Lて生して1 る。



南面合板工茶協同き合は 浜浜. 宇夫合板. 大ﾡ合 協同べニヤ 

ﾡデベニ マ お上 び大和川合のく社でイFっ ている 担合であり を 

東洋ベニヤマ のt良- 氏がﾡ合浜を やゥ( ている。

三の合は 定素のア/糸にしあるごと < 領合八の相互状動の 

神 にしとづミ組合ﾡのためにル裂な共同學業セ こない しって合 

頁の自主的な経済活あと促進 L か フごの経済的に位の向上セ回る こ 

とと目的とし乙いろ,

- の祖合は 昭和 55年方ぐら いまこ はかなり活飛に活ﾡしてい 

たが 現在は材の共同ﾡ入といっ ﾡ仕甲外あま り預区的なﾡ済き 

功はやっ ていない.

次二 大阪府合板工茶協同祖合にフu乙ふる。二の超合は昭和ス 

キ/ス月 に差定 したしのぞホう。

三の組合は ﾡ合系が相互状助め神にしとプさ. 共司して合伝米 

の経きのためじでとするﾡ茶之二ない. 担合京 の公正さ望済活動の 

機会'と您保し しっ て岂の目主旳な空済右動の促進と経済的碗か何 

上を図 ことと目前とLてu る.

このための 宇業 ととて

a 販走 門買香 軍ﾡその他組合月の手ボに肉する共同交

③ 合】にホナる率ﾡ賃会/策付 (干形の制列をふくむ) お上び出 

合京 ク ため に テる と ウイ入

© 本合指夫 の全融ﾡ岡 Iにtし 担合京 の負祖す る 務係証はたは

• ご の 全ﾡ 阿の委任を受ナてナる さの 須林 のエス り立て

② 用合頭力帝ﾡに同ナる経営および衣の改番口上または出谷ﾡ天

にする ロ 香ス と 回るためっ 駄ﾡ h よ び報の 提供

③ 組会具の経済的位の改き のためにする 田体門のマ

© 由合えのね利生に因する花授

②前各号の箏芸に付帝す3学表

才でめる。

ﾡ足当時 依十新ほどの祖合系があって /ロ 5oo2Fで 千3 

ロ フキ sマ0日ほどの資をしこいたべ *○伴 不況に連 

するごとに合頁は脱落し.現左では 大 北ﾡ 同面 裁 日 

本合板 大越の&工場が提合頁YLてっこいるに丁さはい。 ととこ 

夫広由9には 全祖合株数の ラ?% を永大が占め てりる・

い融資頼は クo00～40027円ほどであリり 三の点で肉話今 

板工業協同組合よ り し 比ﾡ的汚発ごある よゥ に思わ る ・

上が合杯ﾡ造米着の銀合の概えにフい乙 ご ある が 次に却运冋屋 

の銀合につい 乙 ふ、れ a .

卸先间理の阻合 として は. 現在 5つ存在しこいう, すみわち日本 

ベ =マ杯ﾡ茶ﾡ合会の商面支 穴阪ベニヤ 株謝宗爼合 なら のに大阪 

ベニヤ同星協同組合へう者さあ3 ・

日本べ ニマ板市業座合会の肉面文の主なる目的は親差でア し 

かし そ れにつ い z は すでに ふれた のご. 二 れ以上 の説曲は省略す る ・

大限ベ=ﾡ両求想合は 大阪済下ベ=マ販取老業看相互のﾡ陰と 

回るヒとに.合ﾡ業のﾡ上発展みらびにﾡ増2回る ことと目89 

とLて 設立 これたしごある。

したがっ て と の有業内容し

② 演会 研充会のﾡ催

a 訣刃先の情報交換 .
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© 肉運団体との里絡

② 優良従業司の表彰

③ との本組合の目的之達成するためル要七柄

で あ り 経済活ﾡ はやっ z い ない.

系区に 大べ=扱向壁協同担合についZ美明する。

二 の組合は. 組合承相互状助 ﾡ神にし と ずさ 組合月 ◇ た めに ♦要 

な夫同宇業セお三 たい担合京の公正経済ﾡ功の状会之確候し しっ 

こ合同へ台 主的な1済活動セ促進し. かフ ごのﾡ済的地位の向上セ 

函ることと目的ととて いる。.

三のた ゅの幸求と Lて

Q ベニヤ杯 ﾡ根および接着刑守の六同仕入な少びに愛記販え

③ ベ= ▼ね示同販売乃よび出

③ 商品の浜および共同保き

② 担ﾡ合京にす る宇ボ※会»英チ形の発/列および入く有担保)

© 吉業担合中央金座およ び神是 の市ギ外行Tに対する組合索 研係 

シ正または これら の金ﾡ微岡の委任を受ケてする銀合貢に方るとの 

償スの承立 こ

② 祖合月のﾡ前せ位向上のためにする団体協内の

② ﾡ合点の手系に肉ナる経きおよび知試の普及セ団 たのの秋点お 

よシマ背根の後伐

② 組合月の福利写生に岡するﾡ項

© 前各号の幸業に附帯ナる率茶

幸である。

てひる・

現在 ノクくほどへ出合司がいヨゲ 注賞金は/ヘノロこ /ロお 

たり s0ラFでお リ. ニれに六L て融資全領はノへるたり 0ろ百程 

に なっているといクる ・

3-2-4 名古ﾡ 合ﾡ市場 の砕造

3-2-4-1 名古ﾡ合ﾡ市場のえ

名古ﾡ市におる合扱え西のﾡ死し ﾡ京と人吸戸T場に力け 

ると同じく. 吉通合板と=次m加工合板のス っに分けて採明しこみる- 

ず 普通合板の流通問えにつuてふら、昭和 3ク年に例をと 

a2 栄生を玉はみ&○○死干な米である,このうち内。今。0Sペ 

7干ﾡ木がる古虐市内で 門5%が中評セCで消民さ のニリの 

4o ゆが京京 (。%) 大阪くバノ%)に所さ北ていろ・三化 

eけ所に可されておりさがらe方 北定 神司手からヨ0

キカ米ぐら し \ 入荷きれ ている. 北海、值 から の入支され る ・がはキ 

に国内産林合ﾡでおる。

数年市までは 名古屋市内以外に出ﾡされる数登が 全生生をの 

クク% ぐらい に およんそ いたが しかレ 回•に 合投工品 の連謀 と れ 

るにって 意本に滅して 理を 上の=とく。くういま 

こにおちてュているのごある. ・

したがって 名古足mに決』こる普置合板数義は 和7 

に例ﾡとるとほぼ今220ﾡ干方不と確花たされる。 り

¥セo。 にL た合, と の流通ﾡは来? 函に示3る と P りこ あ

いのとてづ 二れの率奈の中. 連示保によるﾡ気だけこヤ る
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すだわう 致示香が 販定する手えと定割合は 平"ﾡ( 約a0軒ほど存在する)に4S. フいで市社に2。 次加エボ看( 
門引0行〒ほどの)に同じく2o のニリのノ5は 林木商(#/o00 
F ) 卓アT八、た商(:9 っ○軒) らびに大ロ消資者Iに こど5プ
フ販売さて し 3。市土の入Lた20の今は. キ分の/oが池方合板印ﾡに, 5が林木ﾡに. 3が専門向座に が=次カロエ茶ﾡに販ﾡこれている。
ﾡi足つﾡ工すから室ﾡ入 した 5 と同社よリﾡ入した3,合計4ふの合示が入るが こはギかのスが林木ﾡに, /2がだテ 

谷阪町所に クが消費者に ユスが専門小ﾡﾡに販売さている.
かく 乙林木ﾡには 3^ の合板が またﾡ門ハ定商にはクの合板が入リ こiがこれど1消賞着にJ定そク こuる .
また. =次加ロエ茶者には2?の合板が入ﾡさル, =次加工さてい る。なおまたセ方合板、ﾡにはっの の合柳パ入り..これは直接的にか.おるいは生方小た研の千を 通L て地方 予受有 にﾡﾡさ こ いる.
天に そ 古ﾡ市にわけナるニス加工合不の流ﾡにフ いそふn る.
正直に いっ て 名 と屋而増 に 流通と n る 二沢加工合教登にフ いては いまのとこ っ正確には知 り得いが Iほば/ クク, 万干方本ぐう いと花 支され z .
いま 二 の数愛 を/", と 考えた揚台, とれは.今日にみるご 

とく ﾡ通 されていろ.すなわう =夕加工茶有より ○が市社に 2が寺向向星に /○が専門小汚に Sが消央考に直売ﾡされている。この消で有に ﾡさ ハる製3は主にハリ天本上 びポ リエステル 化紡 さある.
116一

ﾡ クロ 名古屋におけるき通合ﾡ流通桜ﾡ囚
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8図 名古における=次加工合板流ﾡ枝ﾡ図

二 次 加 工 茶

つの中にはﾡ立合料エ \
沙ぞ=スるロエし ていろしの )

\としみくめろる ノ

写

門
-b

克

丽

材
バ
軻(

小
え)

かくて両社が票者からﾡ入 した=次加工合ﾡ 5は. 専門百歴に3ス.

京門小え商に?. 林木ﾡに4とこピ北取ﾡされてUる ・

専門商ﾡがボ者からﾡ入した7ス の=次加工合は, 林木高に Sく

専門小売ﾡに 2? 治优 者に 7と ビ れピれ販ﾡさル こいろ-

メ上ルゴとさ合振流皿のき米 字門小完商に"& 材木所に222 *

二次加工合板が入るが ニハはそのは消下着に諏ﾡされて りる・ 

ス上が合古屋市におる合ﾡ済込の概えにうるが 以ス下そさ

れの主産と流通の担い手につ いてげする.

3-2-4-2 合杯裂上業

名古雇T には . 在 4 軒ほどの合校報性業者が存た している.

京.大阪同Tにわけると同じく従点数。分頬tそみ。と ﾡ 

&7ボにaらhるごとく *ノr層に周する工®はグ (うち中村今 

と名古屋 プライウッドは兄弟二用) *ス階ﾡ工場はく・3T児工 

帰は// オ4階層エアは25 といった具合であろ-

+ずる古震 にがナる合板製造 エ環の情部ドフ し、 てみる と次の事翼が 

指ﾡさ ハ 3 ・

まずタノに 東京におけるよッし深木へ干に汚いてﾡ社ﾡ入が多い 

ことてある、 全原木 入手登の約22 セ 商社か っ購入 しそいる、 三の 

点では 大吸のち性工場に規似している ・

ャ2に 被造工の規ﾡの差がかおって. 二の点 規ﾡが献 

8均ョー( ている大ﾡ均の工と異はり いL う京京ヤにﾡ似性と
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ィク表 名ち星市ﾡにおける合板製造工
従*受 工方数 名苫産ﾡ

ャ/
00く

人 上 4
中 村 合 板 湯浅武易名古屋珊

名古雇プ°ライ ウッド 宋ポプフイクッド永日工場

ャa2

コル人
以 上

未 着

4

大連木名古建エ フ ク グ産煮

◇ 井波工場 系洋楽春

二井不杯名古ﾡ 工場 決プライク> ド あ工場

5

ノo0人
以 上

ao。 人
不 油

//

流川合板 海合夜

井ﾡ雇合 そ 占屋 ベニヤ

_ __ 日産木材る占星エラ
石 合

美深プライウッド
ﾡ ﾡ合板 ﾡ和殊石

H 和 ・ 板 浅オフライウッド

ャ
/o。 人

未 ﾡ
•

・

秋ネエポる古屋工場 高野合杯

ﾡ不合ﾡ 中末 合板

善 要 令 板 南谷合板

だ川 神ホ 合 価 株合ﾡ

1ア展ﾡ殊合ﾡ 室 主市店

大野化エ なハ今

宅田合 三浦合板
収阜合板 名満台碣

添合板 ﾡ 合 ホ

酒井合 三宏合ﾡ

三信プライウッッド 枚 入合 ほ

三和合板 エロ不サ

誠工含

と6 •

っている。*るに 製工場の生差己旨が 多種目にﾡっている. 二の点 東 
示市場におけるよりし比較的多種目生産とホこ な っている大阪の工 よも aお一ﾡﾡ悪である.

タムに 大ﾡほどではないが 普通合杯製直業者で=次mエセやっ こいるしのが. 多いどいう二とである.刃を 名古歴市場で苦通合板裂進工場で=ス加工 tっこいるしク はアメs表のごとく /3工で. 全工44 のちり28ツ。の工
ャなみ表 a次ロエニしやっている合本受造工
工場名 製正日目

キ神合板 オーパーレ イ,フリント様会合本

ろも星フライ フ ッ ド オーバーレイ. 塗法 化粧ばり合板

用 s 式 易 化粧ばり 途ﾡ合孫

東洋プライ 燃田工場 プリント 合根

・ 高蔵工場 ブリン ト 合杯

東洋系る オーバーレイ 合衣 (ボリ エステル)
*、 4 Id i . . 1,

三井木ﾡ色古屋工場 オーバ - レイ合板

大建木就洋沢エ母 述長合板

・ ・ 名古昼工ﾡ オーバー レイ 合板

m和合 板 オーパーレイ 合枚 (ホりエスケテル)

ボ a 合 フ・ッ ン ト合板

ﾡ田合製作所 オーバー レイ 合枚

a 化り合板 (口庭阳)

-120- -12



に あたろ く大阪で は全工の ?%, 東京で は 24 の工場が次加 
工とやっている).
文sに 末京ほど栗者の内に示がみ らnていことである。二の点 大阪に並い. ［かし会く系究がないというのでなく. たとえば名古屋 
ライ ク ッ ドと中合ﾡとは前のごとく兄や会社であ . またﾡ浅 ﾡ号と百本ベニアのよっ にﾡテ会社のような内係にっているしのし 

ある.上 名古ﾡ市場における合ﾡ工場にみら る特索についてふn た が 次に 東京. 大『に干けると問じく, 規ﾡ列に的ばエセ資 
へこ. との経営内容について引介L 規ﾡ列工号の経管内き之知ラ/ フの干書りを決供山 てみよう、

ず. ァノ店層に慮するヘ社についてみる。ヘ社は 従茶米頁5ク2くで. 景木購入および同品販売のいずれが内 社之置じてお=n てい う.ニク会社の経宮いス支内意は *47表にみらる三とく, L収ス会 み45o0poo円, ノ人当リ収益あは/7&$円とぜっている。スに オ々店ﾡに届するパ社についてであ引が ここの主なる契仲 
は ロータリーレース2 ワイルドサナ>グーノ・ クリ ッパー" ドラ イヤース. ホットプレスス, コールドレスさ. スラィサー ホー ト サン ーコどいった 内老之 も っ 状業京22o くとﾡﾡしる経芝さるいる。

こ の 会社の 原木 入 チ は主 とレて三 井物産か らて・ 平物 /ル ～ /メー日 のチ形済名ち ってるささている。 またWﾡたもﾡじ、=*ﾡ て・ 平ーナ Pe ～ スグ 日の決済てべ金 を っナとっ ている会社の 経咨収 支の内 おは.とP表のンおり ご o. 収益は ノュ »o

Nノ社上の経王ﾡス支 内容ャ炎表

項 目 全 具

示 料 美
〒百 ◇00

工 み 天 ヲアU /。 ○

帐 工 貝貨 金 合 # コ クマ ooo
力 料 全 /3 coo

そ の 也 /○» soo
き 茶 焚 85 /◇ク

支 税 给 科 2 s 2co
浜 個 償 却 . / マィ 2
借 入 全 刊 テ 夕 <。 o
公 公 抹 /

出 消 祀
•

そ e みのo

合 ,計 ノ ss今 oo
総 ス 強 / < シo ◇◇2
eu 双 三 8 引2 ○

円- /ベ当リ収益高は<2ラ円ごある・キ？ ■牛 に氏ナろT社に っ いててある ノバ. 二の会社様林奨ﾡはこ-タリース. ホ・トプレスノ. ドライヤー ユ, スプレーダーラ サングーノといったところであ 従未戸はノ火"へほどであろ.
= = ではﾡ木は主と Lて両社セ 通じこ財入 L はﾡは商歴に眼たし ている.工の経営内右は* 4ヲ根にみられるごとく #セは&5o ooo



xよ◇表 P社の経至営 ス支内き

項 目 2 西 1
合 枫 須 __ 55 2oo-
工 埸 244o22

工 同 天 食 治 # クグ&//

力 # 金 24 8o ?

支

こ の メ包 /e& S$2
頁 /7 ア

頁 fe 科 3 夕8
入 会 利 テ & ?4

の 4 5ァ$o
合 t &45 3ク

'巷
・

ス ふ4 s&フ

ce ス * ・ パ ?5

円. ノヘヨリ益高はク3ク5今円となっ乙いる.

ﾡに オ火層に届するA社にフいてふる。

A社は この居でし 夫してよい才の工にﾡ丁るど思わず 

tLろ中以下である と考え ら4る. 二の点でてさ るだけその階盾へ 

上位の と 二 っかっ代表町な工号とぶ士L て8介L てさた, 二 れまこの 

規模別 エ第送出 の祝息 と若干相 連 してしまったてとセつナ加えこおか 

t<こはならない、

3「査ﾡがこうレった どにったて以くのノは 査央行上

次4ア表 T社の営収支内各

項 目 全

示 料 ペ 5 ラ 5352

工 号 o 3 o

工 K 頁 金 合 お ze <72

力 料 会 <
•

こ の 也 /夕 &。 o

菖 茶 頁 s42

森 頁 合 料 ノタ os ○

価 償 却 夕/ 2

信 入 金 利 子 < <oo

公 公 課 / s2

こ の 他 2ユ & 2
合 〜8s ◇:2

総 ス

e w 益. / o <5o

都合と,他の/フは 院ばのごとく名ち歴市の工は 東京と大 

ﾡの品市号にくうべてたﾡの差が激しく 小さいﾡには. A社のご 

とさ工均がかな り多<み夕4 る のごお介し ておこうどしたこと にS 

るのてある。

としあ A社の代ﾡ備は ボットフ・レスローメリーノ トラム 

サングーノ スフレッシーノ コールドフレス テドリ中ﾡﾡ場室
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ノ どいったどころごあ 備は沢して立沢とはいえない。
従系雇は20名こ原木は全て木ﾡかう入手さル. 販ﾡは名古ﾡ

市内 十木ﾡにﾡさ れている.
A社の経営収支内容は. ャ$マ表にみうれるごとく・ 益//S.

oe円c. 従茶 頁ノ人当りゅス高 は くラ0であろ.
上 4エナ号経皆内きセ8介してみたが. 二らの工の経言 

飛とまとめこマるど大よ表のごビくなる.
才衣 る工の経営お
2 ペ*員ﾡ お____Ia 4そ*烈ノく当ッ 4

N フ2 く か hQ 円 < S 泗
/ ・ マ・◇く < /P <ce s マヨ
T /火女く / <e. ce ス.ラSテ
A ◇く / - Pc 2c2
*«衣 合板ﾡ米の走ﾡ

岫 g社販ﾡとは台社めおよ心えさ米派のなをなナる.
た 社へ 2へ +

ﾡた z 5 7 ・ ・ C S Z レ/2ィ

すはわち 収ヌ益みよび従業京/ヘヨリ収益市し ヤス階ﾡの" 
2除さ. 規ﾡと比に例的に社っている.ミだ の采て ノ っ の吉さ下ナニ と は 危険 で ちるが みえて すばる古屋市場では, 二 の よウ に会体的な 好向 と同じく. ォス階層ク ラスの工に. 登営効ﾡ上〒るみがある しの と考えう4 る。上 規ﾡ列工場の経宮内きにフいて. 出介を ここうみたが, 次に. 
おLなべてみた 合 の 名 お屋に ロ け 3合杯工場の任き と流通 の勃同 にっいて. 2軒のﾡ査き飛から方系 してみよウ・まず 合工」の販ﾡ走 ( 普通合板と =ス加ロエ合ﾡセふく んだ) に 
フいて乙あるが 二れは*«表に示されるごとく. 販夫数盛キご
みた合. 南社へク4.5%. 内足ヘス3ス4, 自杜賑兌ク 6なご 商 

社販売ﾡ合が非常に高くでているのt,東示ナにしこの,名古



屋市に おるエ八 ノ フのキ放であうう ( ﾡ古足市の販売に フ 
uては 海社へ の販完判合 ※へニと< sかにアナL てuる).また セァ,ﾡ冬ﾡ】販ﾡ令をスると *表にみらろゴ

ヤ表 セ別・行せ走 ア 販売判合
、 爪 戸

鸡域、ヽ、

ナこナば列」

販差合

号意走ス芝 す 合_ ____ ______ _
市社 円星 大 ご 

万要
; = > 

工 そ の 計北 浮 g & み re 0 4 九/"Cポ 生 o タク ? ス / /22
! ﾡ京除2 a o /oe /2o系 京 ク$ァ 23 s 。

—北 は “ ッ P23 2 /22〒 ﾡ«凌知 ﾡ回と除くゝ ・タ2 --------< 子 2 4 3 -- /22
iP • 同 マ < es受 2 コ75 - ク 5- a 6 2<近 柒'、」 25 /ダマ 4 s
大 殯 ノ2 ? 率番番 r陰a o S po ----- ママ山 P e ク ノ2 今 P •
四 回 —

ア
-- ・-*テe

ピ --- °/7 3
1.得用/開 く〕 セ?

釘 ルク
-128-・

と < ﾡ知 ﾡ内にス75%・ 未京火 六阪/タ・ あとは 
&&～ ○sぐちい乙全各びに販ﾡさこいろ。 ごし も古ちた 市内 ヘク販ﾡ引合がややハさアさる のは シ消費対象工がお Lべて 
t 市場へ 主方セ か グやっている 大規ﾡエ r③にがたよったためごろうグン 

とそちて. 次に主なる以につい て料意別売今をみてみやとぷ ﾡ(主Yしてるもﾡ)ては. 伊え上にd 内座に→ク・ =*加工茶右 に/タ* 大こﾡ委着に2く% 系京ではﾡ社にクケク. ﾡに238" 大ロﾡそ者に«5" 大 
「では 市社に &4/%. 向 生に/タヲ ク ヒ. とnご 販ﾡ してりる.上L二とく. 要知県内でﾡ意た列販を引合が *ア〜»回乃や 吉屋市ﾡにおナる通シ4合とかなり規似していろ 三とは注目さ 3べ 
さである.

3-2-4-3 = 次加ロ エ 茶普通合板工場で=次加ロエまでやっ ているし? はﾡ従のごとさ ノ3エ であるが このほか専門Tのニス加工茶としては ユアサホード 津 田木 木m工ﾡメ野府店 6古足神殊木才 松島加エ所 注勝 
ホエ h連建材. 昭和化字エ3 ラ動震合示 天ﾡポ 三井不杯, 

井不校エボ所T 导 ......改多く、存在じている. ・ニれらの工は 化性ばリ合叔かオーバー レイ合本を生産している.月 I なべてリン ト ・板は ヤ 2e 校にかかげたごと)大規模工場•に よって生産されて い ろ. I か 大規ﾡ工場のケが市社との同が強い。 たとえば ﾡ合板 百星ブライウ・ドおよびﾡ和合ﾡは去もに 三井ﾡもちﾡ工は三ﾡﾡに大切かの製品なVﾡL こいっ.
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はり天の化ﾡばり合板乙装注 Lている 工は. 小規ﾡクしのが夕く, 
と の故は常 に く さ ん存在し に い ろがﾡたながゥ との貝態はっか 
めない。 .

3-2-4-4 両 社
名古ﾡ市における主なる両社としこは. 三愛 三井 伊決起 ミ そ 老井住友命事 日東物星 日兵業ﾡがあうる。つ らの南社は 着通合におい て は製造工岛から 全 主 ■般の ウ 5 

20セ球入し・ ニれセ祈不海に5. 耳門同屋にう =次7工米者にス
会根河市に/oと. それをX敗走している. 去た. =次加工合 にフいこは 全主定ﾡ/2o のうラ 45 こボ者からﾡ入し さ2享門T 円i型に3ス. 専門小ﾡ商にァ. 材木商にみ と. こご販ﾡしている.ス上が 音選合板と=ス加工合板 流通Iにおける市社の位武ブけで おるが 二のエゥ にる古昼市においては 索京市におけるよ , ヤヤ点のフエイトが方いように思わろが, ニhは. /っには素京 市上りし肉社の之促す性店としってい る =次工茶が一恩直ん 

Cあらこと フには 7屋がﾡ京市みにおるよりし.ﾡ済力がお りなべて 「体であること に起因していろように思われる.
ここって 合十流通における とれ の 関 社 り ウェイ トと天るたゅ ・ Iさ そク河社 普通合板と=沢加工合杯の取扱字合セLめす 

と 天の とお ) になる。主ず 皆煉合欣に っいこ で あるが 内社の全\状号とのビLた» 
合 W七 う0% 三まラ。%,ﾡ井/ケル,系松ノダ%,央締/2% ごあリ =»コ上今ﾡ としこフリント合板とオーーレイ合 

にフいこいえ。 ﾡ宅○。(ﾡ田. 中),徒南う2"ゃ(申村) ・ 三英/クル(印田 〒村) げデ株なノo。く〒す). 佳林2○%(浜 
田).三井 初左 o (野田). ﾡ松 さ%ぐ田)へとおりこある」 

そピ化八ﾡ社の合板流通上におけるクエイ トは以上力とわ りでお 
aが,寺の合ﾡ通への状ﾡ的参加は. 東京と大阪におけるど同じ <. ごれほど古いしのでなく, 明和 54 年頃からであり. 現をまごに 至る その急な直展ぶりはﾡに注目に値する しうがある.— の 雨社の効间 にっ いて. ュ 30市社乃ポ当右に穴したとニ 
ろ いずハし=次加工合板»平引Iに,一で素し Lかし駅売の花大 

ためにﾡ方不商セ資本的 にバ、ック・ アップ し 定をTすめる予 
足であるという.商社 の マージン は. 来京. 大阪と同しく.替通合ﾡさはス～S%補 
ﾡ =次加工合杯こはケへ&%前であろっという。

3-2-4-5 合ﾡﾡ門円屋&古屋市には2。軒か合板尊門向屋が存在して いう、 おしなべ こ 手内干5億円程友の老上言で 東末市場の*ス次円丘クラス/ 
経営規ﾡに匹ﾡする。 ・車•門用屋は. 皆通 合夜に 石い 乙 は. ﾡ工場がう 5 の合板とﾡ入
L. 二れと不商にス4 消賞 •に ク. =大加工蒸者に5 車門小ﾡ 
円Iにa. せケ合本加商にv。ヒ. これだれ販宅しこいヨ,=次加工合 にフいては. =ス加工業各かっ40 内社からラス,合井クスと財 
し ニセ林木ﾡに引く専Y1小、定向ﾡにミ7 泊賞着にクと X 

れ さ 九S販売 Lこいる。
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軒の向昼と方糸に Lてゃこなっ た査き采による と・ 仮寺の〒 
次別虔状 承哽判合は. ﾡ5«表のごとく 昭和3P宇に例ことると, 普通合 5 % 持殊合ﾡ 22 み%. ﾡ生 スs% 百音ボード 

sテ. 合成計ﾡ製品 4ケ%. パーテ イ クルボー ド 々8%: ﾡ品 
2&, 太 クァ% 円香 セメント表臣25%. とUっ たルテ と引合 
2占めてUる. 手次的傾向 ヒLこは. 普通合板と 九太かが彼部台力、'M 
減 レ に 2 次加工合板. 他雏板 パーティ クル ボー ド. 百背ボード, 
表ﾡﾡおよび合成びﾡ呂はﾡセ示してさ こいる。

大$ど表 千次別ﾡ枕取松致
、キ 六 B和 34 年 3? 38 備 *

・・・・ 3 —6ヨ 21_______ s/ o
拓 , ス加工合扱、 / フ ミ/ ラ

サ ラ . タ 3 ? s
ベーティワルボード / c 2 5
百 有下 - ド コ ◇ 引. ¥ s S製 校 曷 / 5 コ ○ コ &

九 , 六 ラ ク 2 2 / ?
合 成内 ﾡ ﾡ 品 う 3 * s
7番ヒメ ント*る / s a s
ビ nィ s ク

24 : • 2
s+ ___ C J

ﾡ7去 せ別瞬入および取売老合
エー は入ぶ型Wたび量 仕入故そ
化 ほ 道

ンゃ 3. 7 シea. ラ
九2 5 £ 2

東 北 __ __ 大 7 2 7 3 <

セrくう
u は

ホ 京 a 7 u r9 5 火

北 • 隆 / / 2 2 回 回 / 2
中 邸 z ノ2 7 福 F コ 5
静 日 テ / 5. テ た ッ < 4 2 2
要 知 s-4 ノ1 4 7 /e2

玉た ナじ別受違入有よび販ﾡ制合セみるとャ5今表のごどく 圭な る性入走は受知(4/4)で,あとﾡ岡 大平 *のﾡからし 入れているか ごくない. 取ﾡ先地は 主に知ロ(5タク%), 
中邦 ( /ス クク) 止陸 ( ? ク。) ﾡで 全体の 64/% と大半を 占 めこいる。も お 座における聚門円屋は. 穴 阪にあける ごとく. 二次加ロエをﾡﾡ テるしのが少な< Lかし ﾡしせnれぼど行がわず したがって, 
百昼とて の 無起がく ず て いないので国結7し叔的強いといわ ていa. しかし 求沢ほど大さ な、寄委をﾡ景と Lていない ので求の経 
F刀は万しなべて東京の内昼ほどは大さく なく, 再元の合极生度置た 
ﾡ会に消化ごきず ごっために向社のウェイ ト を 高.切る ニ と になって いるこある.
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3-2-4-6 木研一屋名古星市の合板ﾡ通Iにわける木わ内屋のウエイ ト 5大合市 
帰中 しっとし小さい. 個2 の木才P星 の合板取列 登は一般木向 と と 
tほどの大差はみられてい。したがって 流通ﾡﾡ田において と 
古足市だけ 二 n とれ木商 にふくめて考えて uる .

3-2-4-7 キ門小を南 および林木向名ち屋市には フ○軒の合専門1小ﾡ声が存在して いる.スﾡは. 著通合板においては. ﾡ世工場かうノ。 平門1円ﾡからス 合クn合ﾡ之瞬入し ニハと消高看に眼麦していろ. また・ニ次ロ 工合板にみい乙は. 専門m&かゥコタ 奈者かっ/2. 新社からア. 計 夕 " 合をﾡ入 し こセ消武岩 に熊たして •し、る.手円干均5。o0円程度のルﾡﾡこあげのヒ収ス益はノ。 % 
7 5o0今円 ほどであるといわる.次にオ木両について ふ る が. 名ち屋におけるそ の軒数にフいこは 
正確 にはた福で ミいが 算 , ○oo杯Iほどと在定さハ ている.木向地林列取ﾡ引合z ノグ軒の洞査采よりみるヒ 不林
4 a % 会杯 25 ごの他ノノ%である.
二れうの林木ﾡは. ﾡ通合ﾡでは. 門同ﾡからう4. 内社からケ 教造工から5. 汗う"セ を た二次加工合版ごば. ﾡ門内震かづ54, 両社からα. 合計α0の合板之貼入し 二れセ消貧者にﾡえしてい3.
次に合ﾡ種類列取生光テア秋長争合をみると 次なの三とく, フ ワンキ今については ざののテ/ ク%セ除くと. 士不ﾡ米右 (/夕?%) とﾡ具ﾡL求右 (4 ゲ主で ニれて う25%セ

-・<A -

文ふ表 合 ﾡﾡ類別取売た別 取故電シ 合
ぶミ墨 ラワ>合枚 ,. 国ﾡ校合 =大カエ合杯 総e 十
「主*で*でる 5 4....... ............. 2ィ < / 2

// 6 -- < < 3 e /o. /
2 > I 做 フ ア 3 ?

「o工作業者 • ラ o テ ? 2
- 依 1 。←
チ校ﾡわ甲 _ ヨ . 駅 o /
ﾡ示を飾ボ者 o 2 微
|三基茶巻 二 ・ /

た り•他 s/ ク "5 ス 2o ふ テP ブ
—

/2の. / ノ2の ノ○o.

ﾡﾡ本合板にいては, とののSス%之除くと 土木走栄業者 
(2$4%) とと の他工作 篤者 (/5ス) が主体て, 全体の ラふ夕 セ. また=夕加工合ﾡについ乙は との何のク "&% 以外は 土木セ森業者が主で > く%をちめこいる,してみた場合し. 同じペ 円を示し この他の$&ク%セ除くと. 主に土木建 案東者 G /アク%) 系ﾡ球注茶者 (/o/ゝ およびその他工F業考 く クoo) て全体の 
3く/%占めてUる。以ス上のよっに そ古温市における区木ﾡの販ﾡﾡは. このゼとい うのが多い この内容については洞査表によっては十分知る二 とがでごはかっ た.

-13ミー



3ー2-4-8 投自系とえﾡ末 との合程回体丁 ﾡ彦ﾡ音の組にっいこであるが ニには 送-台板工東 
台る三昼支 受畑 米合ﾡ工未協同組合こっびに天知黒合根工茶会 の3フ のﾡ載があ る .ニ ニ こ状示と 石ことわりLたのは 日本合板工茶ﾡ合をちえ支は. 町和 ラヲキノ2月 ノ日 にﾡ放し 現在し ニにかわる しのセぶ中 でわろヒクニとくあったからである。 Lた二がって. 夫所にﾡ済活功と 

やっっそいろのは ﾡの2者 /けナ であろといえる。委ﾡ景合板工柔協同合は BE和ノノ 千. どの 母 伟が作ら ホ こ の後. #制組合. 林不左ﾡ合. と［て田和25年に現を岡同合 がき成さハ た のであう.
こ合は 一ﾡの協両ﾡ合と同じく にの目的は 合八の相互 代助 の耕 神 に し と づき 組合点の正めにル受同宇ﾡとお二ていしって合負の自主的ば経済活ﾡと促道L かっ ご0登済的光位り 内上と回ることであり と の率業内容は

の ﾡ今ﾡの双扱う合ﾡ、(活女セふくむ,以ス下門じゝおよい半役へ 販完 お上び原科ならびに副資夜の購買 ニにイう賀の係書 ほとの史阻合買の半衆に网ナる共同奉策③ ﾡ合員に対ナる帝茶六会の質付け (手形の字引とふくい)ホよが 
'a合質 の工 めに する この入れ③ 合京の今物についての倉済証券の発行

② 本合 の g内 にﾡﾡセ 有丁る 金融械同に対ナョ 組合員の供希力 係 オたは二ら の金油ﾡﾡのﾡ王セう こする ﾡ合京にけナる このスの取て .

② 合ﾡの状茶京の最低質金に商する定・ この出合買の茶に 岡する 足.© 合京 の宇茶に同する任宮およびがﾡの改ﾡ同上たはﾡ合天 に肉する知の普えセ回 るため の永点お よび情ﾡのﾡ供
② 合頁の済的ﾡ征の改きのためによろ回体協約の諾さ© 合頁のﾡ利写生に肉する申業であ る.この旭台は. なり積程的に経活ウをおこなっている- たとえは 合板の魔吏 とか. 魚木 着剤学の協円派入を実行している・普通合の販夫ﾡだけでし年ﾡ念円ぐら い に達し こいっ みをみて
し との経活ﾡの積極性が和知されよゥ-合貝はやユ○くほどで き縄合ロﾡはうクぷ2ロで /ロおたり 
soo円で 各祖合頁の持ロ改は かなり相産があり承大のしのは 
3 o0o ～ Soe。 に座 しているしのしある・としあれ 二の銀合はに み.られがいほど汚楽'沼動と示L て い 
2が ビはノフには 経済汚功による利益金にエリﾡ用をまかばい合司よりﾡ環会ととっていいこと、二のﾡ采そ済ﾡﾡは 々 ○迅合頁のﾡ兄に 求さハず仲師的に夕こないう2 ニと *スに 組 合仅員の個人的性格と 才熊 によ>て いる と方えることがでさろ.医知県合ﾡ工業会 は 受知県合扱生産の ﾡ運 H ら びに 件 う査歩 発産セ目 り. あわせて会頁相互の緊面な望ど協7 Iによ り会頁共通/ 公正済的発及を図函るこ とセ目的と L乙 いる.このﾡ奈内ﾡと L こ は.
② S生同 ろ研えならみに9査



8 合杯生ﾡ区術の向 上よ び相 受客発③ 宮行モの忙のﾡ回にTする 容申びうびにルﾡなもおよびは力
② 合振に同ナる き報スヵ充ﾡ烈よび問 ﾡ交ﾡﾡうびに店系 千行ャの 

発行③ 合旅に阿すろ豆伝. 広告
② 会乱互の運絡みよび親路 .② 示え回との連© その本会の目的セ埋アるたためル受なるﾡ預ﾡセあげずて いる .

これら ○刀目の内各之みてし知らるよう に, 全くﾡ腔的しのこ 
テリ 済汚ﾡは別にヤっていばい・ス上か 合板表茶有のﾡ織である が・ 次に町ﾡ向ﾡ合にフいて ふ る.
加ﾡ内雇の急 には 名 右震合派取完 ﾡ合 受知 景合ﾡ町応可合 と名古産べニャ合板内星協同合八 ラっがあろ ・

ず そさ屋合初販ﾡ組合にっいてであるが こは ﾡした日 本べ三ヤ坂向茶産合 会 のる古左女部であ リ ¥ の目的は同じく飛おの ﾡ腔と主体とL ていヨ.更在4ノ へほどみﾡ合ﾡが加入L ている.
支和塚合ﾡ坪協研組合は 昭3和ロう○年季Iに 「/合頁の相互状助めﾡ 神にしとづさ 担合点のためにルﾡな岡同手素セおこい公正は電汗 き務の会2確係し」 しってﾡ合月の自主的な済活動と促進し こ 

の経済的向上Zはつろ J 二 とセ 目B9 と L て結成こ たニ・ を ススヘ 合貢がい aが 大際には経済活ﾡとや こ いない-系に, ろちﾡへニヤ店向及協円合についててあるが こし

知景合団協同組合と 同じ目的で門?へほどの組合へC"さ/ 

しので、あ る が••况を. ﾡ2者と二とH" 相ﾡ係証によ8金ﾡの仕中 

とおこなっこいろ-

3-3 天京 大およびる古夏市帰の特称と相互の経済肉係

+ずい<っか りﾡ与から s 市へ王済的神にフ U てふ ミ ・

著通合預へ消武・について BS和ラク年天("ス究。秋学) 「りみ ると ﾡ示市場内/0o00ラ干ケ米 穴阪市*的" 5 3” モ»木 名 さ屋市ﾡ5200テ干あ木と いったビニう である。
と=ろでﾡ始料+についことあるか来ホは消良市でメF士り かuり移入L 大ﾡ市は自絶的であ" 名星市は相打的に生角 

登が多く. したがって 県外出ﾡが多い,
・F段は. ﾡホICはボポトフック 大派とる三&沼ホ

は主として トラックでちる。
xにヒさしn市にAアる生年と込担ヨ教同のパにビて 

みる. ます戦性工場にっいこは東京とた古屋所市場ではﾡ茶ﾡ" 

・である»に 大阪市場では比軟ターである。三らの表直工場 

+ 東示市では主こして普通合板生産セやり 二次加工まとやって 

いるしのがないが。大市場では=ス加ロエミでヤフ て ひろし のが を 

い. また名古ﾡ市場では大市ごではばいか二次加工をやっ て い 

るしんが多 い。ほﾡの生をする製品»ﾡﾡは 系京布場ごは応に萩的甲-であり 天 阪市場では比較的9多種目生差であリ 名古及市ﾡにいたっては さら 
<はお 多ﾡ目生ﾡである .
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エナ3にわける千電金は みしべていえば 求京 大阪およびコ 

ち屋の順にﾡくはって いる.・

合流通にちける向社のウエイトは 京市では 大阪とそ古重 

両市号二おけろほど高くない.

流西上 翌署なクエィトセし→ていろ卓門合板向屋にっいては 系 

京 市 において は 比ﾡ的そ 形ﾡは明白であリ か フと の クエイ ト は

の流通ﾡ岡にしてﾡ例的 に高い. 二に「じて大とも古屋百 

市場にﾡいては. ごのフエイトは相打的になち Lかし*の形ﾡし正 

ﾡに声星とい わる よウ はしの は<. 小完起B性生宿し加示されて 

いろ しのがろ い。 .

キた 二九らキ門合ﾡ同星は 大阪布では=次加工までカリだ 

tていろしクがF常に多いが. 東京市場では养常に少ない. この点 

とさ歴市」では 中向ぐらいである。 ・

ホ秋円屋は 大阪市におい乙は合板流通上 昨常にV更；X ウエイ 

卜之しち 合板同屋ハフエイトをくﾡびやかしているが 東京とる 

古ほ可市においてはこれほごてな いヒリわけ名古屋市においてま 

合及上. 枚入方工 つ方えるニとがでさるはどである.

以メ上 いういろ の個列B祝与よリ それ送れり市力特ﾡにフuて 

ふたが 二はャよ表へゴとく一ﾡ表に整理でさる. Lかし天原 

には 二っのﾡ飲は相互に肉係し合ってﾡり 景内保に存在Iてい 

2のでは広い.

とこて以下 そルごの市キと「題与を#は15的にE市と 

ハtﾡにおいて 、てみたい。

米, ミホ！か エ 红ん と； こ山 八ﾡ大アかしっこしﾡっこいる. 2

1 ・(-

ヤ7表 東京. 大限および'も 三 屋合根市やカ径清的特徴

・--
東 京 天 ﾡ 名さと

| 京(4株ﾡ)
, 普 今 板 /。 oo。 ャ 守 <4 3○の列ミ ャタ S oo。 ?
H-----------

汽 通 卜部よ リイタ入し 
ていろ。

・te ﾡ外古六

表世工③ ﾡﾡのﾡち ) 規京は較的内 規の 差わ'

な工ﾡの

二次カロ エ

おまりやってい
な い

二次加工土こや 
っこいろ しのが 
夕い

大限ほどとしないが 
二次加エとわって しる 
しのラレ

ﾡエァみの 
姿品のﾡず

単-である。 こ萩的9ろ種日 生 大阪 よリ エお 夕 
年目生ﾡ

投世工にみ 
る 平均天金

啊 / 2o。 円
士 フo2 円

男 <so円
文 2○ 円

男 <2o円
文 «5o 円

鈴込予投 貨草. トラ・ク 主としてトラック 主としてトラック

ﾡ 門合板向・

出松旳明理に存
左

混弘 比段髀明理に号 
在

=天加工主 でや 
って いるしのは 
相 的 に すく な 
い -

二x加エに まで 
Tﾡ的にの り だ 
Lて じろしのが 
うい.

ハ小力に 適売す 3 
二とはすくない.

小完に直売する 
二 と が相六9 に 
ろい・

小えに古ﾡする
三生""ビ・ 1

*
不向向屋

合本冷通上触い 
ェイ トはびfい、

残いフエィ ト之 
占めている.

おリﾡいウエ 
イ ト はし っ て い 

い・

前 社

_____________

合板生権と流m 
上にしめろウエ 
イ トは大阪. 名 
ち星に お ナ る ほ 
とく ない。

ﾡい ウエイトと 
占めて いる。

いエィ ト こ 
占めこいる

- ____________ 1
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ま リ製並デ → 専門合板同呈 → 小完同 (今年門小え南と木 

海) →月及ﾡヒいったﾡ面'路がかな法くフっいてお 汚 

社とが不林向& フエイト しィ市ﾡにおける よリ しハさい ・

二 よっに流通ﾡ庁がに秋的ワ墜はY していろﾡは. なんとりって 

し年門商ﾡの経;済力 強 いニと があアゥ』川 ろ. I かし こ tは基本明に 

は界京ヤナ3に お け s 合i帝受ヵ左制@7 大さ と tかそこ O神F長ホ 

入本L い二とこあったとﾡえる ニとがごきこうッ

し たがっ て - 報的9ﾡ不にお る 今製系ど流通デ者合化と 

→た岡ﾡはあうっが 東京. 布毋たけた みられる不期 な肉親は いま 

八ビこっ E市理におアる ほどてい ヒいゥニ とができ ろ ・

ﾡ京市に Lて しっ どし対の、19性生裕としっ こ いる のは大阪ホ 

こあろ-

製宣工はたス的内一規「のしクが存在してﾡしい枕?がカニた 

わt た 合れ同ﾡは脂和う2年から強力な一般刑ﾡ流込基ﾡ 

と利ﾡ L て合板流通にり ごL た木材向ﾡY BB和 5 年頃から=ス 

加工育成 り 主屋 と財先 力•次に »って a産に項山 たﾡ社との状密にう 

r てPホの今L 二次ﾡ工部N へ 進出士 と小ﾡ所化にのリ ださざるを得な 

くはっ て いるのである、こうuっ た動向の中で,以谷的に小え司 (本 

門小 ﾡ商どﾡ木海 )しそのﾡ営か脅かさ 乙 さていろのであろ。

にハように大ﾡ市の合ﾡﾡ通校神は. HE和ラ2へ3以降 おお 

さく羽し 交ﾡセっブてさている"である・

ニフいっ た不天足rﾡ通ﾡ十の中ては とかく合ポ価格し不を足的 

にう 二aやすくなみの*当なである。

と古及河ﾡ、大ﾡ市均とはちった示回により そLてたそ 

ほど涙しく はエいが. さ のﾡ通ﾡﾡは不安定的にﾡ括 tてさ こいろ・ 

そ の 茶本旳孫因 は ﾡ門合ﾡ回及ﾡ済的秀体さこあ り. こはま 

た天来市場はど巨大な河ﾡ市ﾡとこﾡにしって いHい 二 とに主回がみ 

もし のと 用 える. ・

Lかし 飛i並 地ﾡに合エウが立さっにスんご さ取定は 

こ の地えの流通茶礼 に年われ と の 若樹は一厘:宗和 に なってさこいヨ 

ように思われる。

ﾡ社に 来京 大ﾡおよび名古ﾡの5市の南の(王肝口係にフいて 

ふnる .

ア/0表 0合へじ城間交た表セみ乙しかる ように低格示によ 

っては か"円汚に合板流通がお:ユわと しかし三北らの市の 

何 に は納位は 足金仁 伸逹 たれ. ・ たが→ こ 二れらク 行はこハ こ化 

情飲は士しちながっ し おu なべ こいえ は.•一切-価 法則 ○ズﾡ丁る 同 

一市場留に入リつ→ ある と方えるこ とがぞ さ る ・



4 合板帝要の構造
なご味にわ 3合 (吾通合板) 新で量をフかいことは田離ごう

る。- えに示さてい るデーターは帝ﾡと代の交点のﾡとして示さ 

tろ寄合置でおろが, 二こではそ1ほどのﾡ密さセボめず 証高要とし

ヤ◇表 消ﾡ. 内帝向 ﾡ注向月ﾡ宣ど実央ﾡ国民所同

一 __ Y__ Pュ -P3 j
だ消費ﾡ

/〃万k,

内ﾡm

/o本27

ﾡ出円

/0万2n i

昭和コク 夕" ク3 ○ &22
二

28 クテ ク35 ___ 2 丨

2 7 ムクA s3a 2e? 1

3o 667 ・ア22 ノo8ど sク4

3 ノ ク/ ? タク” / 3s2
ーー

<タダ
--------------

52 クぷ5 N ダ 555 s//

ヨ 3 2 ceフ / フふo

クュ 3233 コ2ク / o4*

- 引テ / /ョ3 3 $4ク 23と
_ co

s4 /3◇ユ 3 ククケ ョ◇2ユ タα？

3フ / フ/ ッ <2/ ヲ s< / / ・ッラ |

タム/ →フ ダex /ア4<

ャ/表 合杯要ど所「得どの内係

厂 目 住 帝委の内得発か

要 D,-- ァタ2 + 3. タフ Y / 3ア

卜 冷 Dュ=一 十 引o&Y

外 ﾡ Ds= - ノ5& 十 ・ラ4ョY / 2ク

情考 こ二乙のﾡでのァTヌカ性は 許 yー匚 とtてﾡした。

たただしマ. Dはと4 され井測向向にわ る 平均用 国 民 忻# と 商受置の六ささ之あらわしている.
てだ生産ﾡ之、国内ﾡ要として内帝円だ式雲を 国外芮委として曲出堂 

こ さハこ使用して ニハセおおさくﾡす。と選クる所ィとクド 

保 ナなりう骨委の所得ﾡ刀性と十ﾡLてみる.これらのデーターと 

計ﾡ果は*<e と s 表に示さ a ごと< とはる。

. ナなわち ノ○%力所T呼の普減に対レて さ帝要ごは/3夕% 内帝 

こは /? % 外寄で は ノ2 %戒丁る こ とと示と こい る のごめる・

なに序さ列番通合寄要につU こふn るが 二の西天列 データーは 

いまのとこつ 入手でさない- Lたがってフロス、セクションによってデ 

ーターセ作って考衆してみる。
・

オ/マ表の ビる ィ小 零費 電 は. 各 ご生ﾡ された合杯 主た登 にがも入 

番と勘示して合工茶会乙作成L たしのである。二 の雇 ときさの/ 

ヘ当 リ張貝附得を伐用 L てくア 4～ 表にかかげらむ a ゝ, さ列 合吸 ノ 

鼻の 什簿剤禪力性 区サ尊 ［てみっとャ /s表に示さハ るとちリ ごみき.

> ヒ ニ土 '4 ェノ?と ウしのでめる。
145-



ャス表 地 城 別 合板•

(単 = 上炭 : /人ヨリ 今ヴタ ﾡ軍 / ッア, 下投 ・ ポ卒

、-、 e *
ﾡ 北

図 末 ,

(Fと除く) i 北 性
〒
と

フフン

------
< 女 1

725ア

/ ダ

/s sc
o 4 1 • ■ <r s4

ビ フ24
/ スァ

4 /o
o s/
—

225ク

○ *テ 二助 フ & 2 ク ..... .
__ * ** **

フ «ク a 火x 2 s42 225ク/ / クク7
TT
4se

・ ・

ケ ケ m., 2 /S ◇ /& 4 25 o ク0 • /P o "a
ク7e / «$o < ”3

そのせ
/ 42 ～ s2 2 22 フ &合 o 52

7 ○8s /ノラ2 フ タァタ スP $3く / s4/ パ o?P
・ ^ /夕 o4/ ラ ピユ2 /4火Sァ? ? クク/ /45
ノス当 所 /24 3☆く ノ ? c 2ク4422 パテス2 35く

人 ロ
ス・ 273 zPo /3 sヒ7 ク クスマ • Po/ d4oo

委と-人当リ所「や
(BE和 38)

F 同 茨 知o 正 な 

1そ〕
大 & 1 山

山 7 四 回 九 ッ州 t
3 ss ・ sビ ◇ */ "Ni / sア : / e5 / っo

? /70 34/o3 ? ー力 38 3ク /。 22 1
- • w

2o2 /タ 245 24? ふミラ

マ sテ o →/ メ ?ュ
.

1
o 4 !

:____ .._
22ク 4 2

フ 2ラア /。 2クフ フ/45
1

/。 Pタフ 3 oz / / 1 525 ィ/ ダズダ

2 / 2 &7 o 5 • /2 2 ce 2 /2

522 2 P <e2
1

ラノコ よ57 / s/5
*- .--.*

■ • 2 / o /& 2 5S a 2& 2 32
w* ・〜..-マ....〜.....-... 〜....

Ζ 2 2 «3 / 4？U /ノ P/ x バ / ○5e ダ◇5? e7 c45

バ c2 タ ク/ ノ oS7 40 3ク /ク2/S I c o 22 フフ 〜5x

5 ス /夕 3oo ノSS2? 25o ?& ノノう ダ53
-------

フ ク5 < ュフ /2 /◇フ s クノ 3 voパ ・ /

/222 ?バ >

ャど3ﾡ さ別合板等受のTﾡ力生項 目 方 程 式 ﾡ委の介卜弾立性
っ 7 wス 合 ﾡ D,-- 4 84 +2◇5Y コクs

ヲ ww 合 板 -

---ュ-----------

/z4 +2o,Y コ み0

4 今 7?ア4 Dョ=一 十 ◇ oo4 コ cs
_ •

ス上は 替通合抜セアT米に L て. その寄要のい方とどれをおおさく* 夫する とﾡわれる 所T行とのﾡ係セみ こ さたが ﾡの合荷委 のﾡ円と 
I て 二な加ロエ合ﾡウﾡ要に十分注目さて < こはならない・
tかレ ニベ加工合恨については 形のごとく,たﾡ的この預の 

足史はﾡしく. デーメーとLては ャ8表に示さるごとく ニニュ～ 

3ぐいし八しかば<. いまウところ一分 たち一分ﾡ「に耐えらハそ 

し クはてい,

L工がって にこでは なのﾡ要物向池明は 歴的辰ﾡの項に



デリ ただこ考での伸びのﾡしかった二とと. この五ﾡ生とふたたび旨L てくに とどめろ。 K 5. 合板価格ﾡ動のﾡ徴どての株ﾡ・Fる古乱ﾡの安初を同選とする乃合 ここでと ノみ "るは加行ば 
る期問に ころしのかにフいて 規 I てゃかいど)始このし か不正諾に ニる. とは同じ海品の価といってし 打交とす う期网 ニエ リ支初の方 
しその研同 し相 するかっである。一唄に価格文助と と 'ノ あるr合 このデマ堀向の相ごによ 知大： 又川 ( 日。とかﾡ向 とかのx覇岡に ホいて主アる 血格., 交初) ず師星動 さ 
n字の示すとネり 季的nな/ﾡ便税) 千次欠化 (千次B9にあらh れ 価 
はx動) ﾡ茂運W(季術夕跳し おさいは平なほたしうる規剛"優ﾡを 
L»Lこいるがウえに 二しノつのタイフの°所姫ﾡごみるが こニご 

い う 問所置ﾡに/N ・恒bで あ 3 とuう以ストに自Eﾡ生明こみュニとがめ そでおる) . 数券•風幼 (長ﾡ向にわた って 主すろた5ダロ9ロ!ﾡ円 、 に今げ 
て方条さ4るべさであううが 二こては合ﾡにフいこふっj合 す 广俚効. 〒次対化 とは3勢欠ﾡ の5考にっいくメることにする。
②うﾡ望Eﾡ映用データー は. すごに分Tさハたごとく ﾡ京 大吸およびそ古ﾡ 
mは これだ天流がA二αわ 蔡密u 怪声留保があ るこ こ.'エ の データーと し て大段市のしのが- 番古くから 入子でさた二 とハ t こ, 
大/市におけナるス・ファァ 引*4. タィプエと代表ヒとて人だ・ 
戸列干内よによらt十算佑系は *び4表に( ゅさろ とみリこぶ こうにこセ回示すると ヤワ回にみうれるとろりてある. こルをみる 
と5 e 78 夕耳に傾格の下方トみられ ふ. ロ 切
pみらわる7ス。 5 ○期月内が一Rに六金7ェりの戸ご客幸が(字ﾡ

-148- 一 1d9-
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tこいることに起L ているしど芳えうれる。

大ヒ
合板価相の年次交化は ャのS表とx /○回にみられろヒおりであ 

a.
• Tロわち 昭和 2 クヰ から 8年には上界し. このゲ ラ3年まで 
下ﾡ傾向セ示L ふたたび3ク平まで上ﾡﾡ向をみせ 3$年に至り た下降 ［てさている .

六表 別託平ィ面. ホ林および合板価裕

年次 平均価 木ﾡ価格 合板価格

IB和27年 s<ァ /2○
バオ 3◆2 ノ32

sメ ノ2引e &
s/ う5
32 3& シ ノ5火 二

3 3 5 /s2 .

3 \ 3 8 2 _--

5 3夕2 ノ4/ 一

c 3 5< 2 ◇2 2s
^57 う sク

... 一,

W

X

$

Q

ト

乂

メ

取

K

肝
6

セ

胆

埼

4DS
Q

、M



ニシいっ た合板価希の手次変化は従未で一形に激し いといわてさ 

ていろか 実咲にはどうなのであろうが.

これ に客えるために 合板. 木枕および平初八交功の大ささこ 

示す価ﾡ安ﾡ率 と算L てみう・

合杯にっ i ては 小自示法によるﾡ球式
f / S2タ=//a す464
i 9 h 々a +4v8 く

と解Uて. Y= /く,$2+2.夕/て をうる・ こよ 花ミ値を ご

L • 安功字セ*くど表のごとく汁京すると ②◇23の値セうる.

__ r ノミテ ・ ノつ 十 SS
ホ杯帯にフいては »&〜今-$～+ses よ

Y:- ノノ3.27+Sふくて之さし ャとS表のごヒ< 支値 を出 と

て交ﾡ幸なま計すろと ク 2//4 の区 t うる.

ﾡ44表 合価格の ﾡ野平

z Y Y x=Y-そ z
/ /32 /コク - /と

f** パ s2 ノ2夕 一 3 ?
5 /$5 /28 - 3 ?
¥ /〃2 ノ2ク - 二

- 5 /5ク /32 一 / /
< /35 /3/ ○ 2
ク /4 ノタ2 + / /

み / s 33 + 22 <
・ 3S /ミビ + 3 ク

ノR P /5 5 + 2 /4
// ノ7 s /34 + s 25

1.^
' 57テ 

ノう / *〜3 ーノミ ○+ノ5 ?
ラ 2 = /"""〃 =ノタ/

1

3 = e/o = 〜 s = 3. o 45ラ火

Sヌ , タス ノ = オタ, 5 s=2クコ«

イF x か . . 5 ラ フ • f C
Y, Z 3 づ

ャの7表 ホ林 (ン)ﾡの次ﾡ字

< 元 ま * ユー*-そ

/ /oo / ? -N4
コ /3o /2 5 - 22

«2 / / - /
夕 ノ2 列 ミ? - s

/3 a < - 3
& /" グ s + 3

ク / 5 se - ?
/ s2 /イク +s

ク ・/ /<& + 2/
/o / フ2 + 2ク

/ <s -フノ +ク5 み ss

え-/ $<。 =・/ダS
S= SsS/s = ク3ラ と s= 3ossoz

Sガ u 5 «グ。- ク3夕&2 sラ=z xy2s
P = -35- = クスノ/a

ノゲ
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総平均 価 にu乙 は
3. ぷ7/ = //a +<44
3 夕s = <da + $oe &

よリ Y3=3$2.4+の25乙 こ京 し. これよりャ48表のご

<計値とたL て 変すと計ﾡす るどめ ◇o25ふ こうる.

マ ど8表 くン > 総平均物価の気ﾡギ

2 X - X - え 2 1
ララ

コ ョタフ 3ダ/ - /

3 今/ 一 /

* 33 3ケ/ 一 / /

5 s 5 ラs2

引4 ? 引 テ2

フ 345 3 2
ヲ 28 5コ

夕 3 52 引$3 ・ /
/o 3s4 /

/ 3 今e 引今5 -
浒 引 今フ フ 

ヨジ2 5
こ = 352 /P
S = o = 27○
S< イビ/, =のの3<5

/ = • ゲ 3 フ

S=の か3ごどど

S乏 三 22$2/

○o. 引分

これによ→ て判!Tする ど 合板価格の交ﾡは-ﾡ物価よ りし入さいが.

t かし不わよリ は激しく ばい こ ごが知ら る ・

xに. 二 の年次おのﾡﾡは何る骨ﾡﾡによリ規定される の

であううか・

コ には問々 の運熟べが考えらようが 二 •は 武通根樨辆定を 

通じての知ﾡによって、次のごとさﾡ諾べセ考える.

P= と,8 十ク:ど 歌受ﾡﾡ式 o

8 bsP 十クッズ -、イ合う程式 ③

ただし

Cあっ。
アイデンティ

次のご き

P =ェ

8

P

8
ン

・ 又

合杯個ﾡ

合板消京ﾡ

天分配所件

原木入荷型

ファイされろために.② ③式の詠原式とﾡめると,

式セう ろ.

ゲ-) ナ +(
ク, ク / ーク, 3

①

プー。)ジ+(- )え ---②

ャ47表のデーター之彼刑して ③,②式と算すると

P=2 ◇ク7 ど の. /ノタ 三

み 22+5ど

Yな. 二れによリ b,=-22の,

一 乙 どS どびり かくて②(②
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ヤ<P表 8合板号給重合価 分乱所、示不入荷ﾡ

D = - の22み 十 2 ○&ぷ y .......... ③

s =-c ss。 P+ e ・5夕Z - -.....

\ 目 
年 ス \、 な号合量

P

合板価率
y

実分配/得
え

景木入神・
FBTロ 27年 o。 ァ 

アう /52 ブ応oa752夕 ___"
28 ノタク s85 2 &

_ 27 ノラ3 /SS <cs e
3o クフ /火ケ

・ <4 フ 5
ラ/ ノ3 " フノー 23/
32 コ ノ J テ 285 2 6
33 222 // s 8 se 3うo

3 523 /«< タク : ピ2s
うS 3$? /53 / /53 4S7
36 タクク / / < 3 ○2 s$ 5
ラフ 〜&2 & フ / «フ/ ・ フ

契 2 フョ/ ノ ss< 2 co/ 3 525
コ*夕 ノグ/ ・フ3 so&

ろ合号造注業者の価ﾡにナろﾡビへ ビャーは・ ニニで示さてい 
a ごど <. 価格が下ﾡする と . まって夕く主左すう傾向としって し 引 :ヒが, 今の天ﾡﾡ証によってたしかめら4ている。

合夜価Tハ戒株にPる方号交功: *2 口のAAの=とく(二 。 方程式は Y,=2&se r◇夕/1であヨ) 上ﾡ傾向 さ示し こいる. こ の上丼の原因比 着給の空g傾も と灿修/上井桃冃と女 
妙わせﾡえるとさ 理論的に考えて. ﾡ丞がべ絶よりも 一層澈し く
加してた こ とに四ナるものと迎わcる-

ニ のﾡ並ヶ程式 にお い こ 代や と価 ど のみ; 係グズ の闾你になっ こい る のが欠にかかる とこっで ゅるが, L か L央に従未まこ のとこ
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